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まえがき 

 

近年の社会環境、生活様式の変化などは、子どもの身体活動を伴った遊びの減少や食生活の

変化、ストレスの増大、人間関係の希薄化などをもたらし、子どもの心身の健全な発育･発達

に様々な影響を及ぼしています。このような多様化している子どもの心身の健康課題に対応し、

生涯にわたって健康で安全な生活を送るための基礎を培うことが大切です。 

このような状況の中、学校における健康教育の中核である保健学習では、的確な思考･判断

に基づいた適切な意志決定と行動選択など健康の保持増進のための実践力の育成を重視した

授業展開が望まれています。このような学習を継続的、効果的に行うため、保健学習は、小

学校３年生から高校入学年次の次の年までの９年間行われており、各校種･各学年の授業

において、９年間の見通しを持って指導を展開することが求められています。学習指導

要領には、子どもたちの発育・発達に応じた具体的な内容が記され、９年間の系統的学

習が進められるように構成されています。しかしながら、校種間の交流や情報交換が十

分とは言えない状況が見られることから、９年間の見通しを持った指導の展開が難しく、

内容が重複したり継続していなかったりという現状もあるようです。 

県立体育センターでは、このような現状に対応するため、平成 17 年度から平成 18 年

度までの２年間、保健学習の指導に関する研究に取り組んできました。 

平成 17 年度は、文献や資料等を基に理論の研究を行うとともに、保健学習の指導に

関する実態調査を実施し、現状の把握と課題の整理をしました。平成 18 年度は、その成

果を踏まえて学習内容の系統の整理と授業を実践することで、より具体的な指導の在り

方について研究を進めました。そしてこのたび、その研究データを基に本書を発刊しま

した。 

各学校におかれましては、本ハンドブックを参考にしていただき、小学校から高等学

校までの、学習の一貫性を考慮した充実した学習指導が展開されることを期待します。 

最後になりますが、本参考資料を作成するに当たり、ご尽力いただいた研究協力者及

び関係者の方々に心から感謝申し上げます。 

 

平成１９年３月 

県立体育センター 

所長 佐々木 悦子 

 



ハンドブックの利用にあたって・・・ 
 

「保健」において学習すべき内容は、子ども達の発達段階等を踏まえて系統的に考えていく必要

があります。学習の連続性を考え、効果的･効率的に学習を進めていくためには、小学校では、児

童が卒業し中学校や高等学校に入学した後でどんな学習が準備されているのか、中学校では、生徒

が小学校でどんな学習をしてきたのか、そして生徒が卒業した後、高等学校でどんな学習が準備さ

れているのか、高等学校では小学校、中学校でどんな学習をしてきたのか、教師は知っておく必要

があります。 

このハンドブックは、保健学習の小学校 3年生から高校 2年次までの 9年間の学習内容を確認

していただくことを目的に、次のように編集しました。 

 

 

保健学習Ｑ＆Ａ 
 

保健学習の基礎的な理論について示してあります。ここでは健康教育の根幹をなす保健学

習の理論や各校種での捉え方などについてご確認ください。 

 

 

 学習内容の系統と指導の工夫 
 

小･中･高等学校まで、直接関連している学習内容（単元・小単元）を１０系統ピックアッ

プし、その系統毎に、学習内容の系統図と指導のポイントを示してあります。保健学習を計

画する前に、または指導する前に読んでいただき、それぞれの校種にあった学習内容､指導

内容をご確認ください。 

 

 

実践事例 （心の健康に関する内容） 
 

今回は「心の健康に関する内容」※を載せました。評価を含めた詳細な学習指導の計画を

載せていますので、心の健康に関する内容のみならず、他の内容を計画する際もぜひ参考に

してください。 

 
※ この内容は、昨年度の保健学習の指導に関する実態調査で、先生方が挙げた問題点が多岐にわ

たっており、指導効果の意識も他の単元･小単元に比べて低い数値であった内容です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 

  体育センター 研修指導室   

  電話 ０４６６（８１）２５７２ 

  ＦＡＸ ０４６６（８３）４６２２ 

  Ｅ-mail:taiiku-c.sidou@pref.kanagawa.jp 
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Ⅰ 保健学習 Ｑ＆Ａ 

 

Ｑ１ 今求められる健康教育とは何でしょうか？             

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、経済や科学技術等の発展に伴う社会の変化から、健康をめぐる様々な問題が指摘されています。明る

く豊かで活力のある生活を営むためには、一人ひとりが心身の健康問題を意識し、生涯にわたって主体的に心

身の健康の保持増進を図っていくことが必要です。そして心身の健康の保持増進を図るためには、これらのこ

とが求められています。 

このような心身の健康の保持増進を図る上で、健康問題によりよく対処できる能力・態度を身に付け、

より高い価値を備えた人間形成を目指した健康教育・学習が重要となります。 

生涯にわたる心身の健康の保持増進に必要な知識、能力、態度及び習慣を身に付けることによって、

たくましく生きる意志と意欲、価値観を形成するなど、［生きる力］を育むとともに、生涯にわたり活

力ある健康的なライフスタイルを築いていくことができると考えられます。 

（文部科学省 「保健体育審議会答申」平成9年 9月） 

 

 

Ｑ２ 健康教育の充実に向けた保健学習の役割とは何でしょうか？     

 
 
 
 
学習指導要領総則の「体育・健康に関する指導」では、「生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を

送る基礎を培う」と示されています。特に、体つくり及び心身の健康に関する指導は、体育科・保健

体育科はもとより、教育活動全体で行われることや、家庭や地域社会との連携を図って行われること、

日常生活での実践を通して行われることが示されています。 

また、体育科・保健体育科の目標では、調和のとれた人格形成を目指し、「心と体を一体としてとら

え、明るく豊かで活力のある生活を営む態度の育成」を図ることが求められています。 

Ａ 健康教育には次のことが求められています。  
 

○運動・栄養及び休養を柱とする調和のとれた生活習慣の確立 

○健康の価値を自らのこととして認識し、自分自身を大切にする態度の確立 

○ストレスが生じた場合の対処法などの生活技術の習得 

○健康問題を意識し、日常の行動に知識を生かして健康問題に対処できる能力や態度の育成 

（健康の保持増進のために必要なことを実行し、よくないことをやめるという行動変容を実践

できる能力を身に付ける） 

Ａ 保健学習の役割は、心身の健康の保持増進に関する指導において、「核」あるいは「基礎・基

本」として位置づけられ、学校における健康教育の要をなすものと考えられます。 
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そのため保健学習では、「生涯にわたる健康の保持増進のための基礎づくり」として、健康・安全に

関する理解を図りながら健康課題の解決方法を学び、適切な意志決定や行動選択ができる健康の保持

増進のための実践力を育成していくことが目指されています。  （小・中・高等学校学習指導要領） 

 

次の図は、保健学習が学校健康教育の中核であり、その他の各活動により実践化をするといった、

学校健康教育のイメージを示したものです。高等学校においては、｢道徳の時間｣は設定されていませ

んが、その他においてはほぼ同じイメージで捉えることができます。 
 
≪学校健康教育のイメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 17 年健康教育推進のための指導者の養成を目的とした研修 文部科学省青年局 戸田体育官説明資料） 

 
 
   

 

 

その他の様々な学校教育活動や家庭・地域と連携した活動 
（個別指導を含む日常的な問題解決） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道       徳 

総合的な学習の時間 

(主体的な問題解決) 

＊体験重視、多様な展開を工夫 

特別活動 

(補充・進化・統合・発展) 

＊体験・実践を通して学ぶ 

関連教科 

家庭科・社会科・理科等 

(基礎・基本の習得) 

 
保健学習
実践力の育成 

基礎・基本の習得 
 

日常の生活、体験 
＊健康・安全で活力ある生活を送る視点から情報収集 

課題の整理・分析・教材化 日常生活での実践化 

広がり 
深まり 

広がり 
深まり 
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Ｑ３ ９年間を通した学習は、どのように進められるのでしょうか？       

 
Ａ  小学校、中学校、高等学校の学習はそれぞれの校種で完結しているわけではなく、実践的理

解（小）→科学的理解（中）→総合的理解（高）と、概念レベルが高度になりながら進んでいま

す。 

このように、保健学習は次の図のように、９年間を通してスパイラルに学習が進められます。 
     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＊小学校では、3，4 年で 8 単位時間程度、5，6 学年で 16 時間単位程度、中学校では、48 単位

時間程度、高等学校では2単位（1単位は35単位時間）と定められています。学校実情等に応じ

て時間を配当します。 

小学校４年   

育ちゆく体とわたし 

小学校５年  けがの防止 

        心の健康 

小学校６年   

病気の防止 

中学校１年   

 心身の機能の発達と心の健康

中学校２年   健康と環境 

         傷害の防止 

小学校３年  

 毎日の生活と健康 

中学校３年   

 健康な生活と疾病の予防 

高等学校    現代社会と健康 

 生涯を通じる健康 

 社会生活と健康  

 

体の発達 

保健学習のはじまり 

心の発達 

9年間の学習 
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Ｑ４ ９年間の学習内容はどのようになっているのでしょうか？      

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ それぞれの項目で一番大きい項目が「内容のまとまり」、次に大きい項目が「単元」、一番小さ

い項目を「小単元」と呼び、それぞれの内容は次のように構成されています。 

小 学 校 中 学 校 高等学校 

【第３学年】 
 
（１）「毎日の生活と健康」 
ア １日の生活の仕方  
（食事・運動・休養・睡眠など） 
イ 身のまわりの清潔や生活環境 
（手足の清潔・明るさ・換気・学
校で行われる保健活動など） 

 
【第４学年】 
 
（２）「育ちゆく体とわたし」 

ア 体の発育・発達と食事、運
動などの大切さ 

イ 思春期の体の変化 
（体つきの変化・初経・精通・変声・
発毛・異性への関心など） 

 
【第５学年】 
 
（１）「けがの防止」 
ア 交通事故や学校生活の事故
などの原因とその防止 
イ けがの手当 
（すり傷・鼻出血・やけど・打
撲などの手当） 

 
（２）「心の健康」 
ア 心の発達 
イ 心と体の密接な関係 
ウ 不安や悩みへの対処 

 
【第６学年】 
 
（３）「病気の予防」 
ア 病気の起こり方 
（病原体・体の抵抗力・生活行動・
環境とのかかわりあい） 
イ 病原体がもとになって起こ
る病気の予防 
ウ 生活行動がかかわって起こ
る病気の予防 
（喫煙・飲酒・薬物乱用の内容
も含む） 

 
 
 

【第１学年】 
 
（１）「心身の機能の発達と 

心の健康」
ア 身体機能の発達 
イ 生殖にかかわる機能の成熟 
ウ 精神機能の発達と自己形成 

(ｱ)知的機能、情意機能、社会性の発達 
(ｲ)自己形成 

エ 欲求やストレスへの対処と心の健康 
(ｱ)欲求やストレスへの対処 
(ｲ)心身の調和と心の健康 

 
【第２学年】 
 
（２）「健康と環境」 
ア 身体の環境に対する適応能力・至適範囲 

(ｱ)気温の変化と適応能力 
(ｲ)温度、湿度、明るさと至適範囲 
イ 空気や飲料水の衛生的管理 

(ｱ)空気の衛生的管理 
(ｲ)飲料水の衛生的管理 
ウ 生活に伴う廃棄物の衛生的管理 

 
（３）「傷害の防止」 
ア 自然災害や交通事故などによる傷害の防止 

(ｱ)傷害の発生要因とその防止 
(ｲ)交通事故による傷害の防止 
(ｳ)自然災害による傷害の防止 

イ 応急手当 
(ｱ)応急手当の意義 
(ｲ)応急手当の方法 
（包帯法・止血法・人工呼吸法など） 

 
【第３学年】 
 
（４）「健康な生活と疾病の予防」 
ア 健康の成り立ちと疾病の発生要因 

(ｱ)健康の成り立ち 
(ｲ)主体と環境要因 
イ 生活行動・生活習慣と健康 

(ｱ)食生活と健康 
(ｲ)運動と健康 
(ｳ)休養及び睡眠と健康 
(ｴ)調和のとれた生活と生活習慣病 
ウ 喫煙、飲酒、薬物乱用と健康 

(ｱ)喫煙と健康 
(ｲ)飲酒と健康 
(ｳ)薬物乱用と健康 

エ 感染症の予防 
(ｱ)感染症の原因とその予防 
(ｲ)エイズ及び性感染症の予防 
オ 個人の健康と集団の健康 

入学年次及びその次の年次 
 
（１）「現代社会と健康」 
ア 健康の考え方 

(ｱ)国民の健康水準と疾病構造の変化 
(ｲ)健康の考え方と成り立ち 
(ｳ)健康にかかわる意思決定と行動選択 
(ｴ)様々な健康活動や対策 

イ 健康の保持増進と疾病の予防 
(ｱ)生活習慣病と日常の生活行動 
(ｲ)喫煙、飲酒と健康 
(ｳ)医薬品の正しい使用、薬物乱用と健康 
(ｴ)感染症とその予防 

ウ 精神の健康 
(ｱ)欲求と適応機制 
(ｲ)心身の相関 
(ｳ)ストレスへの対処 
(ｴ)自己実現 

エ 交通安全 
(ｱ)交通事故の現状 
(ｲ)交通社会で必要な資質と責任 
(ｳ)安全な交通社会づくり 

オ 応急手当 
(ｱ)応急手当の意義 
(ｲ)日常的な応急手当 
(ｳ)心肺蘇生法 

 
（２）生涯を通じる健康 
ア 生涯の各段階における健康 

(ｱ)思春期と健康 
(ｲ)結婚生活と健康 
(ｳ)加齢と健康 

イ 保健・医療制度及び地域の
保健・医療機関の活用 
(ｱ)我が国の保健・医療制度 
(ｲ)地域の保健・医療機関の活用 

 
（３）社会生活と健康 
ア 環境と健康 

(ｱ)環境の汚染と健康 
(ｲ)環境と健康の対策 

イ 環境と食品の保健 
(ｱ)環境保健にかかわる活動 
(ｲ)食品保健にかかわる活動 
(ｳ)健康の保持増進のための環境と食品の保健 
ウ 労働と健康 

(ｱ)職業病や労働災害と健康 
(ｲ)働く人の健康の保持増進 

 各内容を関連のあるも

ので結ぶとご覧のように

なります。P15 には、こ

れらの単元、小単元で

直接関連しているもの

を 10 系統ピックアップし

て載せてあります。
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Ｑ５ 学習の展開の基本的な方向とはどのようなものですか？       

 
 
 
 
 
 
 
各校種における目標は、次の通りです。 
○小学校体育科（保健領域の目標が示されていないため、体育科の目標を挙げています。） 

  心と体を一体としてとらえ、適切な運動の経験と健康･安全についての理解を通して、運動に親

しむ資質や能力を育てるとともに、健康の保持増進と体力の向上を図り、楽しく明るい生活を営

む態度を育てる。 
＊保健領域に関連したねらいを示すものとして、健康･安全についての理解があり、この実践的な

理解を通して、自らの生活行動や身近な生活環境における課題を把握し、改善することができる

資質や能力の基礎を培うことを示したものが、健康の保持増進にあたります。 
○中学校保健体育科[保健分野]  

  個人生活における健康･安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、

改善していく資質や能力を育てる。 
○高等学校保健体育科「科目・保健」 

  個人及び社会生活における健康･安全についての理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健

康を適切に管理し、改善していくための資質や能力を育てる。 
                  （小･中･高等学校学習指導要領･指導要領解説） 

 
各校種における「保健」の評価の観点と趣旨 

（国立教育政策研究所教育課程センター） 

 

学習評価には、「児童生徒の学習改善のための資料」「教師の指導改善のための資料」「指導要録へ

記載するための資料」という役割があります。小学校・中学校・高等学校における評価の観点の趣

旨に基づき、学習指導要領における内容のまとまりごとに評価規準を作成しましょう。 

 健康・安全への 

関心・意欲・態度 

健康・安全についての 

思考・判断 

健康・安全についての 

知識・理解 

小学校 

身近な生活における健康

・安全に関心をもち、進

んで学習に取り組もうと

する。 

身近な生活における健康や安

全について、課題の解決を目

指して考え、判断している。 

身近な生活における健康・安全

について、課題の解決に役立つ

基礎的な事項を理解し，知識を

身に付けている。 

中学校 

自他の心身の健康や安全

に関心をもち、自ら健康

で安全な生活を実践する

ため、進んで学習に取り

組もうとする。 

自他の心身の健康や安全につ

いて、課題の解決を目指して

科学的に考え、選択すべき行

動を適切に判断している。 

自他の心身の健康や安全につ

いて、課題の解決に役立つ基礎

的な事項を理解し、知識を身に

付けている。 

高等学校 

個人生活や社会生活にお

ける健康・安全に関心を

もち、意欲的に学習に取

り組もうとする。 

個人生活や社会生活における

健康・安全について、課題の

解決を目指して考え、判断し

ている。 

個人生活や社会生活における

健康・安全について、課題の解

決に役立つ基礎的な事項を理

解し、知識を身に付けている。

Ａ  小学校では、「身近な生活における健康や安全」についての「実践的な理解」、中学校では、

「自他の心身の健康や安全」についての「科学的な理解」、高等学校では、小学校、中学校での

理解を踏まえ、個人生活や社会生活における「総合的な理解」を通してそれぞれの発育･発達段

階に応じた資質や能力を育てることを目標としています。  
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１時間に評価する項目の精選 
単元で３観点のバランスをとる 

Ｑ６ 指導と評価の一体化を目指した学習はどのように進めるのですか？      

 
 
 
 
 

評価を進めるにあたっては、次の点に配慮して進めましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

（静岡県校長会「静岡県評価規準モデル」平成 14年 3月） 

＜評価の流れ＞  

○単元構想 
・児童生徒の学習状況の把握 
・単元のねらいの明確化 
・評価規準の確認と授業構想 

指導計画への評価の位置付け 
記録の取り方の工夫 
・学習（評価）カード 
・記録ノート 
・レポート 
・教師の評価表等の工夫 

学習形態等の創意工夫 
 
 
 

意図的・効率的評価 

評価の手順と内容 

○単元の評価 
・単元のねらいに対する評価 
・補充、深化の指導 
・今後の課題の明確化 

＜総括的な評価＞ 
・観点別内容の定着の確認と
まとめ 
・学習の変容と評価のまとめ 

○教師の評価活動 
・学習カード、評価表のまとめ 
○児童の自己評価・相互評価活動参考 
・学習振り返りカード、感想文 

授業の流れ 評価の方法 

＜診断的な評価＞ 
・学び方の状況把握 
・単元に対する意識調査 

○単元に対する意識調査 
・前年度や他単元での学びの様子 

○単元に対する意識調査 
・質問紙 ・自由記述 

○授業実践 
・授業展開の工夫と修正 
・個別指導の充実 
・「努力を要すると判断される」
状況の児童生徒への支援 

＜形成的な評価＞ 
・学習の実現状況の把握 
・学習の変容の把握 
     ↓ 
※Ｐ→Ｄ→Ｃ→Ａサイクル 
  計画―実行―評価―見直し・改善 

○教師の評価活動 
・観察、学習カードの点検 
○児童生徒の自己評価活動参考 
・振り返りカード、感想 
○児童生徒の相互評価活動参考 
・振り返りカード、感想 

①評価規準及びその具体例の設定   学習目標、内容をもとに、児童の具体的な学習をイメージする。 

②具体的な評価規準や方法の設定   評価項目の精選と、３観点のバランスを考え、指導計画に位置付け

る。  
③評価のための記録の方法を工夫   学習（評価）カード、教師の評価表、レポート等を工夫する。 

④意図的かつ効率的な評価の実施   学習の実現状況を把握し、状況に応じて指導の見直しを図る。 

Ａ  計画（Plan）→実践（Do）→評価（Check）→改善（Action）という一連の活動を繰り返しなが

ら、児童生徒のよりよい成長を目指した指導が展開される必要があります。  

評価の結果から指導を見直し・改善し、さらに新しい指導の成果を再度評価するという、指導に

生かす評価を充実させることが大切です。 

評価規準の設定 

体育科等の目標・内容 
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Ｑ７ 授業を行う上での指導の工夫にはどのようなものがありますか？   

 
Ａ 講義型の一斉指導から、一歩進んでみましょう。 

   保健の授業の多くは講義形式の一斉指導が主なものとなり、児童生徒が受身で授業に参加している

ことが多いのではないかと推察されます。講義形式による学習方法は、適切な質問（発問）や作業な

どを組み合わせていくことにより、児童生徒の知的好奇心を脹らませ、積極的に授業に参加させるこ

とができます。また、学習内容にあった参加型の学習をとりいれるなど、児童生徒が興味・関心を持

ち、意欲を持って主体的に活動できるように指導の工夫をしましょう。 

  

 

１ 発問の工夫を行う 

   授業を活性化し、魅力あるものにするためには、場面に応じた適切な問いかけを行うことや自ら

が考えるきっかけを与えることができるような問いかけが大切です。さらに、児童生徒が答えやす

い受容的な雰囲気を作ることも、自発的な発言を促す大切な要素となります。 

 

ク
ラ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が 

十
分
で
な
い
初
期
の
段
階 

①質問は、特定の児童生徒に偏らないようにしましょう。 

②目立たない児童生徒に意識的に声をかけたり､質問をしたりしてみましょう。 

③一人で考えさせた後、二人組みで話し合いをさせ､その後クラスの意見を聞くといった 

段階を経るようにしましょう。 

④質問後、｢待つ｣時間をとるようにしましょう。 

⑤児童生徒の質問に対して、その場で批評や否定をしないようにしましょう。 

⑥質問の意図が伝わらない場合､噛み砕いたり、例をあげたり、言い換えたりして質問を 

し直してみましょう。 

考
え
を
深
め
る
段
階 

⑦フォローアップの質問（どうして賛成なの？）をして考えを更に引き出すことを意識し 

ましょう。 

⑧学習内容や場面に応じた質問の種類を用意するようにしましょう。 

⑨複数の意見をまとめるような要約をさせるようにしましょう。 

⑩クラスの意見を調査しましょう。 

参
加
意
識
を
高
め
る

段
階 

⑪児童生徒自身に次の発言者を選ばせてみましょう。 

⑫自分たちの意見を擁護するような場を持たせましょう。 

⑬自分の考えを発言させるようにしましょう。 

⑭児童生徒自身に質問を作るような仕組みをしましょう。 

⑮児童生徒が答えるきっかけを作りましょう。   

                     （神奈川県教育課程推進委員会保健体育部会（保健）編を参考に作成）   
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２ 参加型学習の手法を取り入れる 

  参加型学習は、人権教育、環境教育などで積極的に取り入れられている手法です。保健学習におけ

る参加型学習の目的は、知識の定着、実践的な理解のための生徒の主体的な学習を促すことにありま

す。主なものを取り上げて説明しますが、それぞれの長所と短所をよく理解した上で、効果的に取り

入れてください。 

（１）ブレインストーミング（カード） 

   自由な発想で討議し、創造的に問題解決を目指す手法です。５～10 人くらいのグループで、自

分の意見できるだけシンプルな形でだします。その中では、良い悪いという判断をせず、自由に、

アイディアの量をもとめ、お互いのアイディアを改善したり、結合したりすることができます。そ

こでだされた意見を集約して発表することも行います。「イメージを整理する」、「課題を解決する

アイディアを出す」、「課題を確認する」などの場面で活用できます。また、発言がスムーズにでき

ない場合には、カードに書き込んで出し合うといった方法もとることができます。 

   意見等を書かれたカードは、ランキング法などに使用することもできます。 

（２）グループディスカッション 

   あらゆるテーマについて、自由に意見を述べる活動です。それぞれが自分の意見を持ち発言し、

またその発言内容についての自分の考えなどを述べ合うことで、思考力の向上を図ります。お互い

に話しやすい雰囲気作りやディスカッションをうまく進めていくための進行役の配置などを十分

に考える必要があります。 

（３）ディベート 

   あるテーマについて、肯定側と否定側の２つのチームが議論を行い、その結果を審判が判定する

という活動です。内容や形式によって効果が現れない場合もあり、教師が内容や形式（全体を２つ

に分けるだけでなく３人や５人の単位で行うことも可能です。）を十分に吟味する必要があります。 

（４）ランキング 

   いろいろな文章や要素が書かれたカードを優先順位によって並べ 

るものです。最も重要だと思うもの、最も重要だと思わないものに 

考えや話し合いの焦点を当て、ダイアモンド型に並べるもの、ピラ 

ミッド型に並べるものや、分類のやり方を応用させた「○○だと思 

うものトップ３」などの行い方があります。グループでランキング 

を行う場合には、一人ひとりが異なる価値観や考えを持っているこ 

とに気付き、お互いの価値観を尊重しながらグループとして話し合 

い、合意していくことが大切です。 

（５）カード操作による分類 

   カードに書き出された要素をそれぞれの共通した項目に着目して分類をし、それぞれに題名（テ

ーマ名）をつけます。その分類の作業によって課題を整理したり、対応策を考えたりします。 

（６）連鎖図（連想図・関連図） 

あるトピックやテーマに関して、頭に浮かんだ要素 

の関係・つながりをクモの巣のように表したものです。 

ニーズや課題に関するつながりや広がりを知ることに 

役立ちます。 

 

予防注射

感染 

こわい

感染源
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（７）イメージマップ 

自分のイメージが、言葉や文章で表現しづらい場合や絵などのほうがイメージを明確化させやす

い際に使用します。イメージを共有することによって、話し合いが活発化します。 

（８）事例研究（ケーススタディ） 

日常起こりやすい状況を取り上げ、その状況になった場合の自分の対応などを考えます。現実的

な問題に対する思考力などの育成に役立ち、行動選択・意志決定に役立ちます。 

（９）ロールプレイング 

学習の内容に応じて場面設定をし、役割を分担して演技することで、様々な立場の人の意見や考

えを理解し、多様な視点を育てるのに役立ちます。演技遂行にのみ集中するのではなく、演技を振

り返るフィードバックで学ぶことを大切にします。 

（10）広告分析 

日頃目にしている広告について、どのように感じているかを話し合いながら、広告が作られた目

的を分析する活動です。批判のみに終始せず、どのように対応するかを話し合うようにします。 

（11）実験・実習 

応急手当、心肺蘇生法などの実習や装置を利用した「視覚、聴覚、触覚」などに働きかけるなど

の実験によって、体験や体感を通して理解を深めるために活用します。 

 

３ 課題学習を取り入れる 

課題学習は、生徒が自ら課題を発見し（あるいは自分のものとし）、解決の方法を考え、解決して

いくというスタイルの学習を指します。３～４時間を使って行う様々な指導の工夫を取り入れた内容

が示されていることが多いですが、学習内容によっては、１時間の中でも、「課題発見―解決の方法

を考えるー共有する」といった流れの学習を作って行うことで、効果を上げることができます。 

４ 視聴覚教材を利用する 

学習させたい内容を視覚的に訴えることは、生徒に強いインパクトを与えることができ、わかりや

すさを高める上で、とても効果的です。指導内容にふさわしい教材の選択し機会を捉えて活用してく

ださい。また、その際にはプリント等を活用し、視聴覚教材によって気付いた課題や知識の整理をし

ます。（＊著作権の問題には、十分に注意が必要です） 

５ チームティーチング（TT）、ゲストティーチャーを活用する 

保健学習の内容は多岐にわたっており、また日々新しい事実が生まれたり、考え方、捉え方が変化

したりすることが考えられます。これらに対応するためにも、それぞれの領域の専門家から話を聞く

機会を設けることも大切です。また、専門家に拘らず、保護者等の協力者を得ることで決め細やかな

指導を展開することもできます。 

６ 導入の工夫をする（アイスブレイク・ウォーミングアップ）    

授業における様々な活動を活発に行うためには、クラスが活動しやすい雰囲気作りをすると同時に、

学習内容に結び付くような内容で、ゲームをしたりクイズをしたりすることで、スムーズな学習活動

の展開に役立ちます。 
 

参考：（財）日本学校保健会「3・4年生から始める小学校保健学習プラン」「実践力を育てる中学校保健学習のプラン」 

 「意志決定・行動選択の力を育てる高等学校保健学習プラン」 平成 13年 9月 

ぎょうせい「参加型学習のすすめ」平成12年 9月 ERIC 国際理解教育センター「TOOL８」 2006年 5月 30日 
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Ｑ８ 保健学習は、他の教育活動と関連させる必要はありますか？       

 
 
 
○体育領域と保健領域と関連をもたせて指導しましょう。 

（例） 

・小学校4年「育ちゆく体とわたし」では、健康診断の結果を活用する。 

・中学校1年「心身の機能発達と心の健康」では、体育分野の「体ほぐしの運動」と関連させる。 

 ・中学校・高等学校の「応急手当」は、体育分野の「水泳」と関連させる。 

 

○ 他教科、科目、特別活動、総合的な時間等と関連付けて行いましょう。 

 
小学校における保健学習と他教科、道徳・特別活動・総合的な学習の時間などとの関連（例） 

学年 単 元 名 他 教 科 道  徳 特別活動・総合的学習の時間など 

３ 
「毎日の生活と 

健康」 

生活： 

内容（１） 

内容（２） 

１(1)自分でできることは自分

でやり、節度ある生活をする

２(4)生活を支えている人々や

高齢者に、尊敬と感謝の気持

ちを持って接する 

 

学級活動：(2)日常生活や学習へ

の適応及び健康や

安全に関すること 

総合：健康に関する学習活動

４ 
「育ちゆく 

体とわたし」 

理科： 

人の発生と成長（５年生） 

生活： 

内容（８） 

 

２(2)相手のことを思いやり親

切にする 

３(2)生命の尊さを感じ取り、生

命あるものを大切にする 

学級活動：(2)日常生活や学習へ

の適応及び健康や

安全に関すること

総合：健康に関する学習活動

「けがの防止」 

社会：人々の安全を 

守る工夫(４年生) 

 

１(1)生活を振り返り、節度を守

り、節制に心がける 

 

学校行事：交通安全教室 

学級活動：(2)日常生活や学習へ

の適応及び健康や

安全に関すること 

 

５ 

「心の健康」 

体育：体ほぐしの運動 ２(2)だれに対しても思いやり

の心を持ち、相手の立場に

立って親切にする 

２(3)互いに信頼し、学び合って

友情を深め、男女仲よく協

力し助け合う 

 

学級活動：(1)学級や学校の生活

の充実と向上に関

すること 

(2)日常生活や学習へ

の適応及び健康や

安全に関すること 

６ 「病気の予防」 

家庭： 

（１）家庭生活に関心を持っ

て，家庭の仕事や家族との

触れ合いができるように

する 

（４）日常の食事に関心を持っ

て，調和のよい食事のとり

方が分かるようにする。 

１(1)生活を振り返り、節度を守

り、節制に心がける 

３(2)生命がかけがえのないも

のであることを知り自他の

生命を尊重する 

４(3)だれに対しても差別をす

ることや偏見を持つことな

く公正、公平にし、正義の

実現に努める 

 

学級活動：(2)日常生活や学習へ

の適応及び健康や

安全に関すること

（薬物乱用防止教

室や外部講師の招

聘など） 

 

Ａ 保健学習は、体育学習はもとより、他教科、科目、特別活動、総合的な学習の時間等と、互い

に関連付けながら、効果的に行う必要があります。 
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中学校における保健学習と他教科、道徳・特別活動・総合的な学習の時間などとの関連（例） 

学年 単 元 名 他 教 科 道  徳 特別活動・総合的学習の時間など 

１ 

「心身の機能

の発達と心の

健康」 

体育：体ほぐしの運動 

家庭：Ａ(1)中学生の栄養と食

事 

   Ａ(2)食品の選択と日常

食の調理の基礎 

 

１(1)望ましい生活習慣を身に

付け、心身の健康の増進を

図り、節度を守り節制に心

掛け調和のある生活をする

２(4)男女は、互いに異性につ

いての正しい理解を深め、

相手の人格を尊重する 

学級活動：(2)個人及び社会の一員

としての在り方、健

康や安全に関する

こと 

「健康と環

境」 

家庭：Ａ(4)室内環境の整備と

住まい方について 

   Ｂ(4)家庭生活と消費に

ついて 

３(1)自然を愛護し、美しいも

のに感動する豊かな心をも

ち、人間の力を超えたもの

に対する畏敬の念を深める

総合：環境に関する学習活動

２ 

「傷害の防

止」 
 

１(1)望ましい生活習慣を身に

付け、心身の健康の増進を

図り、節度を守り節制に心

掛け調和のある生活をす

る 

４(2)法やきまりの意義を理解

し、遵守するとともに、自

他の権利を重んじ義務を

確実に果たして，社会の秩

序と規律を高めるように

努める 

学級活動：(2)個人及び社会の一員

としての在り方、健

康や安全に関する

こと 

（人工呼吸の実習・

外部講師の招聘な

ど） 

３ 

「健康な生活

と疾病の予

防」 

社会(公民的分野)： 

(3)ア人間の尊重と日

本国憲法の基本的原

則 

体育：体つくり運動 

体ほぐし・体力の意義

と運動の効果（体育

に関する知識） 

家庭：Ａ(1)中学生の栄養と食

事 

   Ａ(2)食品の選択と日常

食の調理の基礎 

１(1)望ましい生活習慣を身に

付け、心身の健康の増進を

図り、節度を守り節制に心

掛け調和のある生活をす

る 

４(2)法やきまりの意義を理解

し、遵守するとともに、自

他の権利を重んじ義務を

確実に果たして，社会の秩

序と規律を高めるように

努める 

総合：環境に関する学習活動

学級活動：(2)個人及び社会の一

員としての在り

方、健康や安全に

関すること  

（薬物乱用防止教室

や外部講師の招聘

など） 

 

高等学校における保健学習と他教科、特別活動・総合的な学習の時間などとの関連（例） 

保健学習の単元名 他 教 科 特別活動・総合的学習の時間など 

「現代社会と健康」 

倫理：（１）ア 青年期の課題と自己形成 

家庭基礎：（２）ア 食生活の管理と健康 

 

ホームル－ム活動： 

（２）イ 心身の健康と健全な生活態度や習慣の

確立、生命の尊重と安全な生活態度や習

慣の確立など（薬物乱用防止教室や外部

講師の招聘など） 

学校行事：交通安全指導(ﾔﾝｸﾞﾗｲﾀﾞｰｽｸｰﾙなど)  

 

「生涯を通じる健康」 

現代社会：（１）現代に生きる私たちの課題 

倫理：（１）ア 青年期の課題と自己形成 

家庭総合：（１）人の一生と家族・家庭 

（３）高齢者の生活と福祉 

総合：福祉に関する学習活動 

ホームル－ム活動： 

（２）イ 心身の健康と健全な生活態度や習慣の

確立、生命の尊重と安全な生活態度や習

慣の確立など  

「社会生活と健康」 

現代社会：（１）現代に生きる私たちの課題 

政治・経済：（３）現代社会の諸課題 

生活技術：（４）ウ 食生活の管理 

家庭基礎：（３）イ 消費行動と環境 

総合：環境に関する学習活動 

ホームル－ム活動： 

（３）学業生活の充実、将来の生き方と進路の適

切な選択決定に関すること 
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Ｑ９ 保健学習における指導上の問題点とは何でしょうか？        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成１７年度、体育センターで行った神奈川県の小、中、高等学校の先生方を対象の保健学習の指

導に関する実態調査によると、先生方から挙げられた指導上の問題点は次の通りでした。 

（全ての単元・小単元における指導上の課題は、体育センターホームページにある研究報告書をご覧ください。） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ ≪小学校≫ 

「実生活に結び付けるのが難しい」ことが問題点として多く挙げられています。 

≪中学校≫ 

「生徒に興味を持たせるのが難しい」｢知識がなかなか定着しない｣「実生活に結び付けるのが

難しい」「学習の課題を持たせるのが難しい」と多岐にわたっています。また3年生の内容は授業

として扱うことが時間的に難しくなっている現状にあります。 

≪高等学校≫ 

中学校同様に、多岐にわたっていますが、中でも「生徒に興味を持たせるのが難しい」と感じて

いる小単元が最も多く挙げられています。 （平成17年度保健学習の指導に関する実態調査） 

中学校

15%

14%

17%

18%

2%

6%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

生徒に興味を持たせるのが難しい。

知識がなかなか定着しない。

実生活に結びつけるのが難しい。

学習の課題を持たせるのが難しい。

授業の準備に時間がかかる。

有効な教材･教具の情報が得にくい。

内容に合った有効な指導方法がわからない。

小学校

12%

15%

30%

15%

5%

13%

10%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

生徒に興味を持たせるのが難しい。

知識がなかなか定着しない。

実生活に結びつけるのが難しい。

学習の課題を持たせるのが難しい。

授業の準備に時間がかかる。

有効な教材･教具の情報が得にくい。

内容に合った有効な指導方法がわからない。

N=4530 

N=1708 

内容に合った有効な指導方法がわからない 

有効な教材･教具の情報が得にくい 

授業の準備に時間がかかる 

学習の課題を持たせるのが難しい 

●実生活に結び付けるのが難しい 

知識がなかなか定着しない 

生徒に興味を持たせるのが難しい 

内容に合った有効な指導方法がわからない 

有効な教材･教具の情報が得にくい 

授業の準備に時間がかかる 

●学習の課題を持たせるのが難しい 

●実生活に結び付けるのが難しい 

●知識がなかなか定着しない 

●生徒に興味を持たせるのが難しい 
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小・中・高等学校の、ほとんどの単元・小単元において、教科書を使用した講義形式の授業が行われ

ており、補助的に市販のワークブックや自作プリントが使用されている傾向にあります。講義形式は、

知識を伝えるのに適した手法といえますが、より実感を持たせるとともに思考を深め、主体的に学習さ

せるためには、参加型の学習等を取り入れることも有効です。 

 
 

心の健康に関する内容について、先生方が挙げた問題点（アンケート結果より） 

 

「心の健康」に関連する内容では、小・中・高等学校とも「指導効果」で「あまり効果

がなかった」の割合が他の内容と比べると高くなっており、指導上の問題点も多岐にわ

たっていました。（平成17年度保健学習の指導に関する実態調査） 
自由記述の内容を見ると、小学校の先生からは「児童の内面のことなので、意見交換が

しにくく、教師の教え込みになってしまう」「具体的な個人への課題に入りにくく、全体

指導になってしまう」、中学校の先生からは「中学1年次は精神年齢にかなりばらつきが

あり、ポイントの焦点化が難しい」「精神機能、自己形成、欲求、心の健康等は生徒に興

味を持たせるのが大変難しい」「有効な教材、教具がないことも課題となっている」「自

分(達)の身体のことと、捉えられない生徒が多い」、高等学校の先生からは「保健に対す

る意識が非常に低く、知識上身に付いたとしても実践する生徒が少ない」「日常生活との

関連からいかに生徒に興味を持たせるかが課題」等の意見がありました。 

このような指導上の問題点に加え、子どもたちの実際の心の現状を見ると、この内容に

関する課題は大きいと言えるでしょう。 

 

 

高等学校

27%

22%

18%

13%

5%

4%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

生徒に興味を持たせるのが難しい。

知識がなかなか定着しない。

実生活に結びつけるのが難しい。

学習の課題を持たせるのが難しい。

授業の準備に時間がかかる。

有効な教材･教具の情報が得にくい。

内容に合った有効な指導方法がわからない。

N=1109 

内容に合った有効な指導方法がわからない 

有効な教材･教具の情報が得にくい 

授業の準備に時間がかかる 

学習の課題を持たせるのが難しい 

実生活に結び付けるのが難しい 

知識がなかなか定着しない 

●生徒に興味を持たせるのが難しい 
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Ⅱ 学習内容の系統と指導の工夫 
● 系統の考え方 

保健学習の小学校3年生から高校2年次までの9年間の学習内容とそのつながりを確認して

いただくことを目的に作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、直接関連のある学習内容について１０系統をピックアップし、その系統毎

に、小･中･高等学校での学習内容の構造図と指導のポイントを示してあります。小単元

毎に対応して作成してありますので、保健学習を計画する前に、または指導する前に読

んでいただき、それぞれの校種にあった学習内容､指導内容をご確認ください。 

なお、小学校から、高等学校まで、直接つながっていない部分については今回示していま

せん。 

６年 

 

 

小 

学 

校 

 

中 

学 

校 

高

等

学

校 

３年 

４年 

５年 

１年 

２年 

３年 

現代社会
と健康

生涯を通
じる健康

社会生活
と健康

1日の生活
の仕方 

病原体が 
もとになって起
こる病気の予防

病気の 
起こり方 

身のまわり 
の清潔や生活

環境 

生活行動がか
かわって起こる
病気の予防

健康の成り立
ちとと疾病の
発生要因 

生活に伴う 
廃棄物の 
衛生的管理

空気や 
飲料水の 
衛生的管理 

身体の環境
に対する 
適応能力 
至適範囲

喫煙･飲酒
薬物乱用 
と健康 

感染症 
の予防 

健康の保持
増進と疾病の
予防 

環境と 
健康 

生活習慣病と
日常 

生活行動

 

 

 

 

このように、小学校から、高

等学校まで、直接つながっ

ていると考えられる内容を

ピックアップしています。 

（生活習慣病の例） 

      ･･･直接つながっている内容         ･･･関連のある内容

生活行動
生活習慣
と健康 
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● 学習内容の 10の系統（ピックアップ） 

  

(2)生涯を通じる健康 
ア 生涯の各段階におけ

る健康 

(2)生涯を通じる健康 
ア 生涯の各段階におけ

る健康 

(1)現代社会と健康 
エ 交通安全 

(1)現代社会と健康 
オ 応急手当 

(1)現代社会と健康 
ア 健康の考え方 

(1)現代社会と健康 
イ 健康の保持増進と疾

病の予防 

(1)現代社会と健康 
イ 健康の保持増進と疾

病の予防 

(1)現代社会と健康 
イ 健康の保持増進と疾

病の予防 

(3)社会生活と健康 
ア 環境と健康 

(1)現代社会と健康 
ウ 精神の健康 

(1)体の発育・発達に関
する内容 

(2)思春期の体の変化に
関する内容 

(3)交通事故等に関する
内容 

(4)応急手当に関する内
容 

(5)健康のとらえ方に関
する内容 

(6)生活習慣病に関する
内容 

(7)感染症に関する内容 

(8)喫煙・飲酒・薬物乱
用に関する内容する

内容 

(9)健康と環境に関する
内容 

(10)心の健康に関する
内容 

(2)育ちゆく体とわたし 
ア 体の発育・発達と食事、

運動などの大切さ 

(1)けがの防止 
ア 交通事故や学校生活の

事故などの原因とその防

止 

(2)育ちゆく体とわたし 
イ 思春期の体の変化 

(1)けがの防止 
イ けがの手当 

(3)病気の予防 
ウ 生活行動がかかわって

起こる病気の予防 

(3)病気の予防 
ア 病気の起こり方 

(3)病気の予防 
イ 病原体がもとになって

起こる病気の予防 

(3)病気の予防 
ウ 生活行動がかかわって

起こる病気の予防 

(1)毎日の生活と健康 
イ 身のまわりの清潔や生

活環境 

(2)心の健康 
ア 心の発達 

(2)心の健康 
イ 心と体の密接な関係 
ウ 不安や悩みへの対応 

(1)心身の機能の発達と心
の健康 
ア 身体機能の発達 

(1)心身の機能の発達と心
の健康 

イ 生涯にかかわる機能

の成熟 

(3)傷害の防止 
ア 自然災害や交通事故

などによる傷害の防止 

(3)傷害の防止 
イ 応急手当 

(4)健康な生活と疾病の予
防 

ア 健康の成り立ちと疾

病の発生要因 

(4)健康な生活と疾病の予
防 

イ 生活行動･生活習慣と

健康 

(4)健康な生活と疾病の予
防 

エ 感染症の予防 

(4)健康な生活と疾病の予
防 

ウ 喫煙、飲酒、薬物乱用

と健康 

(2)健康と環境 
ア 身体の環境に対する

適応能力・至適範囲 

小学校 中学校 高等学校 

(1)心身の機能の発達と心
の健康 

ウ 精神機能の発達と自

己形成 

(1)心身の機能の発達と心
の健康 

エ 欲求やストレスへの

対処と心の健康 

P16 

P34 

P32 

P18 

P30 

P28 

P26 

P24 

P22 

P20 
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（１）   体の発育･発達に関する内容  

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（ア） 
○体の発育・発達については、身長・体重などを取り上げ、これらが年齢に
伴って変化すること。 
○これらには個人差があること。 

 
○身体の各器官は年齢とともに発達するが、それらには、順序性があ
ること。 
○器官により、急速に発達する時期に違いがあること。 
○これらには、性差や個人差があること。 
  

 

（ウ）加齢と健康 

○加齢に伴い、心身が変化すること。 
○健やかに老いるためには、若い時から、適正な体重、血圧などに関
心を持ち、適切な健康習慣を保つこと、定期的に健康診断を受ける
など自己管理をすること。 
○中高年の健康は、加齢に伴う心身の変化と向き合い、受け入れてい
くこと、家族や親しい友人との良好な関係を保つこと、生きがいを
持つこと、地域の社会的交流及び支援などの心理的・社会的要因が
かかわっていること。 
○中高年の健康状態、生活状況やこれらに対する種々の施策が行われ
ていることを取り上げるとともに、高齢社会の到来に対応して、保
健・医療・福祉の連携と総合的な対策が必要であること。 
 

 

（
２
）
育
ち
ゆ
く
体
と 

わ
た
し 

ア 

体
の
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達
と 
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ど
の
大
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（
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）
心
身
の
機
能
の
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達
と
心
の
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康 
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身
体
機
能
の
発
達 

（
２
）
生
涯
を
通
じ
る
健
康 

ア 

生
涯
の
各
段
階
に
お
け
る
健
康 

小学校 ４年生 

中学校 １年生 

高等学校 

＊ 呼吸器系、循環器系を中心に取り上げます。 

＊ 機能障害及び社会復帰を図るためのリハビリテーションについて
も触れます。 
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○ 自分自身の体の発育・発達について実感する手立てとして、小さいときの衣服や靴などを

実際に着用してみるなどの方法が有効です。 

○ 身長の変化などをグラフに記入することで、自分自身の成長を数字で客観的に見ることができ

たり、伸び方の変化に着目したりすることができます。 

○ 身体の各器官の発達については、「スキャモンの発育型」を参考にして、順序性や発達の時期

の違いなどを理解できるようにしましょう。また、その際、一般型については小学校の復習のイ

メージで生徒からの発言を促したり、神経型などについては、｢上から落とした棒をキャッチす

る反射ゲーム｣などを取り入れたりするなどして､知識の伝達のみにならない工夫をすると良いで

しょう。 

○ 呼吸器系、循環器系は、呼吸数、脈拍数などにより変化が数値や実感として感じられる器官で

す。仕組みの理解とともに、体育学習の「体力を高める運動」などと関連させ、その必要性を理

解できるようにすると良いでしょう。 

≪指導のポイント≫ 

 ★ 小学校では、年齢とともに身長・体重などが変化することが学習の内容です。自分の発

育・発達状況を人と比べたりして自己否定にならないように展開しましょう。 

★ 中学校では、単に体の発育・発達ではなく｢各器官｣を意識した上で、よりよい発達にむ

けて努力する視点を忘れないようにしましょう。 

★ 高等学校では、小・中学校での発育・発達という「個人」を中心とした学習から、さら

に「将来」と「社会」にも意識を広げ、今の自分のあり方が将来に大きく関わっている視

点を持てるようにすると良いでしょう。 

★ 小学校での身長や体重の変化に見られる発育･発達については、男女の違いではなく、個

人差として捉えるようにし、中学校では、個人差とともに小学校高学年から現在にかけて

の発育・発達における性差についても取り扱うようにしましょう。 

○ ここでは、中高年以降の内容を取り扱いつつ、現在の生活習慣の必要性を理解できるようにし

ましょう。できれば、他教科､特別活動､総合的な学習の時間との関連を図り、高齢者擬似体験等

と絡めて授業を進めることができると良いでしょう。また、保健授業内でできる簡単な擬似体験

(母音の発音だけで自分の言いたいことを伝えてみるなど)を取り入れるようにすると良いでしょ

う。 

○ 社会的対策を考えるきっかけとして、身近にあるユニバーサルデザインを探す、諸外国との比

較をしてみるなどグローバルに考えることができる視点を持てるようにしたいものです。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 

小学校４年生

中学校１年生

高 等 学 校
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（ア） 
○思春期には、体つきに変化が起こ
り、個人差があるものの、男子はが
っしりした体つきに、女子は丸みの
ある体つきになるなど、男女の特徴
が現れること。 
 

 
（ア）思春期と健康 
○思春期における心身の発達や健康
問題について、特に性的成熟に伴
い、心理面、行動面が変化するこ
と。 
○これらの変化に対応して、異性を
尊重する態度が必要であること、
及び性に関する情報への対処など
適切な意志決定や行動選択が必要
であること。 

 

 

（イ）結婚生活と健康 
○健康な結婚生活について、心身の発達や健康状態
など保健の立場から理解できるようにする。 
○その際、受精、妊娠、出産とそれに伴う健康問題
について理解できるようにするとともに、家族計
画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響などにつ
いて理解できるようにする。 

 
○思春期には、下垂体から分泌される性腺刺激ホルモンの働きにより生殖器の発
育とともに生殖機能が発達し、男子では射精、女子では月経が見られ、妊娠が
可能になること。 
○身体的成熟に伴う性的な発達に対応し、性衝動が生じたり、異性への関心など
が高まったりすることなどから、異性の尊重、性情報への対処など性に関する
適切な態度や行動の選択が必要となること。 

 

（イ） 
○思春期には、初経、精通、変声、発毛が
起こり、また、異性への関心も芽生える
こと。 
○思春期の変化は、個人によって早い遅い
があるもののだれにでも起こる、大人の

体に近づく現象であること。 

（２）   思春期の体の変化に関する内容                  
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小学校 ４年生 

中学校 １年生 

高等学校 

＊自分を大切にする気持ちを育てる観点から、自分の体の変化や個人による
発育の違いなどについて肯定的に受け止めることが大切であることに気付か
せるよう配慮します。 

＊内容については、妊娠や出産が可能となるような成熟が始まるという観点か

ら、受精・妊娠までを取り扱い、妊娠の経過は取り扱わないものとします｡また、

生殖にかかわる機能の成熟に伴い、性衝動が生じたり、異性への関心が高ま

ったりすることから、異性の尊重、情報への適切な対処や行動の選択が必要と

なることについて取り扱うものとします｡ 

＊男女それぞれの生殖に関わる機能については、必要に応じ関連付けて扱う程度とすし

ます。さらに、異性を尊重する態度や性に関する情報等への対処、適切な意志決定や行

動選択の必要性についても扱うよう配慮します｡ 

＊適切な意志決定や良好な人間関係を気付く

ことが健康な結婚生活の基盤となることに

ついても触れるようにします。 
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○ 教師の一方的な説明で終わらないように、積極的に調べ学習を取り入れましょう。 

○ グループでの話し合いで、発言し合うことが難しければ、カードを使用したブレインストー

ミングなどを取り入れましょう。 

○ 養護教諭や学級担任と連携して、指導にあたると効果的です。必要に応じて家庭との連携も

図るようにしましょう。 

○ 異性を尊重したり、氾濫する性情報に正しく対処したりできるよう、適切な資料をそろえる

とともに、実態に応じてグループディスカッション（P８）やケーススタディ（P９）なども

取り入れて指導しましょう。 

≪指導のポイント≫ 

★ 性に関する内容は、児童・生徒が恥ずかしがったり、興味本位で受け取ってしまったりする

場合があるため、教師は毅然とした態度で臨むとともに、適切な資料をそろえることも大切で

す。また、様々なメディアから多くの情報を得る機会が多いため、情報の受け取り方に十分

な注意を促すとともに、発達段階、実態に応じて個別指導を行うことも考える必要がありま

す。 

★ 養護教諭や学級担任（中・高等学校）はもちろん、必要に応じて家庭との連携を図りましょ

う。 

★ 保健学習ばかりでなく、他教科や特別活動などと関連付けて指導を行うと効果的です。ただ

し、「特別活動で扱ったから保健学習では扱わない」ということがないようにしましょう。 

○ 男女の体つきについては、人型のシルエットなどを使い、その違いについてブレインストー

ミング（P８）をするなどの方法を活用してみましょう。 

○ 教師の一方的な説明で終わらないように、調べ学習も取り入れましょう。 

○ 思春期の体の変化には個人差があることをしっかりと伝えましょう。 

○ 養護教諭と連携するチームティーチング（P９）も効果的です。必要に応じて家庭とも連携

を図りましょう。 

○ 新しい生命を生み出すことができる大人の体に近付いていることを伝えましょう。 

○ 性に関わる意志決定や行動選択についてじっくりと考える時間を設けるとともに、誤った性

情報が氾濫していることを適切な資料に基いて指導しましょう。 

○ 「結婚生活と健康」では、実感を持てない生徒が多いので、ブレインストーミングやグルー

プディスカッションなどを取り入れて、興味を持って学習に取り組めるようにしましょう。 

○ 正しい行動選択ができるように、困ったことでも相談できる人間関係を作ったり、自分を省

みたりすることが大切であることを伝えていくようにしましょう。 

○ 時には養護教諭とのチームティーチングも有効です。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 

小学校４年生

中 学 校 １ 年 生

高 等 学 校
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（３） 交通事故等に関する内容 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 

○交通事故や学校生活の事故によるけがを防止

するためには、周囲の状況をよく見極め、危

険に早く気付いて、的確な判断の下に安全に

行動することが必要であること。 

 

（ウ）安全な交通社会づくり 

○交通事故を防止するため

には、法的な整備、施設

設備の充実、車両の安全

性の向上などを含めた、

安全な交通社会づくりが

必要であること。 

 

（ア）交通事故の現状 

○我が国における道

路交通事故の状況

を知り、事故に

は、車両の特性、

当事者の行動や規

制を守る意識、周

囲の環境などが関

連していること。 

（イ）交通社会での必要な資質と責任

○交通事故を防止するためには、自他の

生命を尊重するとともに、自分自身の

心身の状態や車両の特性などを把握す

ること及び個人の適切な行動が必要で

あること。 

○交通事故には責任や補償問題が生じる

こと。 

 

 

（イ）交通事故による傷害の防止 

○交通事故については、中学生期には歩行中の事故や自転車乗車中の事故が多く発生す

ること。また、人、車両、道路環境や気象条件がかかわりあって発生すること。 

○交通事故による傷害を防止するためには、自転車や自動車の特性を知って、交通法規

を守り、道路の状態や気象条件など周囲の状況に応じ、情緒の安定を図って安全に行

動するとともに、道路などの交通環境を整備する必要があること。 

 

（ウ） 

○交通事故、学校生活の事故や

水の事故の防止には、危険な

場所の点検などを通して、校

舎や道具など施設・設備を安

全に整えるなど、安全な環境

をつくる必要があること。 
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小学校 ５年生 

中学校 ２年生 

高等学校 

＊心の状態や体の調子が的確な判断や
行動に影響をおよぼすことについても
触れるようにしましょう。 

＊交通事故の防止では、道路を横断する
際の一時停止や左右の安全確認など
を、また、学校生活の事故によるけが
の防止については、廊下や階段の歩行
の仕方、運動場などでの運動や遊び方
などを取り上げます。 

＊通学路や地域の安全施
設の改善などの例から、
様々な安全施設の整備
や適切な規制が必要で
あることにも触れるよう
にします。 

＊交通事故については適宜具体的な事例を取り上げます。 

＊具体的な事
例を適宜取
り 上 げ ま
す。 

＊高校生は、二輪車及び自動車
の免許取得可能年齢となり、
多くの生徒が近い将来、運転
者として交通社会の一員とな
ることを考慮し、加害事故を起
こさない努力が必要であるとい
う視点を重視します。 

＊範囲が広がりすぎな
いようにするため二
輪車及び自動車を
中心に取り上げ、交
通法規の詳細は扱
わないものとしま
す。 
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○ 実際にあった事故やけがの経験について、子どもたちが発言する際には、「いつ・どこで・ど

うして・どんな」といった表などを作って行いましょう。 

○ 警察関係者等をゲストティーチャー（P９）として招き、道路や学校内の安全をどのように考え

ているかなどを聞く機会を設けるようにしましょう。 

○ 保健室で集計している月別のけがの発生数、けがの種類・部位、けがの起きた場所などを提示

して、原因等を話し合うようにしましょう。 

○ 日常生活の中で事故に遭う可能性のある場所を地図や写真などから見付けたり（安全マップの

作成）、そのような場所で安全のために工夫されている点について、グループで考えたりできる

と良いでしょう。 

○ 自転車乗車中に起こった交通事故の例を挙げ、ロールプレイング（P９）によってその原因を考

え、その原因を分類･整理（カード操作による分類法 P８）したりすると良でしょう。また、整理し

た原因から、交通事故防止策について考えるなど、日常の行動に交通事故の要因が潜んでいること

に気付くことができるようにすると良いでしょう。 

○ 「あなたのヒヤリ・ハット体験!」などの用語を利用するなど、興味を引き出す工夫をしましょ

う。 

≪指導のポイント≫ 

★ 小学校では、身近な事故を中心に｢自らが事故に遭わないように｣、中学校では、事

故の状況を分析し「交通事故を起こさない」視点を持てるように、高等学校では「加

害者の視点と社会の一員である」という視点を持てるように、教材を工夫することが

大切です。 

★ 小学校では「学校内の事故や水の事故」、中学校では「自然災害」を取り扱うが、

高校においては、これらの事故については取り扱っていません。 

○ ディベート的な要素を含んだディスカッション（P８）をすることで、自らの問題であるとい

う意識を高めるようにしてみましょう。（自動車事故を例に挙げ、運転手側､歩行者側に分かれ、

それぞれが有利になるように話し合いをする。お互いの主張から、交通事故の原因やその防止策

についてまとめる等） 

○ 運転免許を取得し､運転をする場合を想定し､各自で行動計画書を作成すると、より具体的な知

識を身に付けたり､考えたりできるようになるでしょう。 

○ 幼児から高齢者までの各年代を意識した､安全な交通社会を作るための方策について、各グルー

プで検討し､発表し合うことで、社会の一員であることの自覚を持てるようにしましょう。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小学校５年生

中学校２年生

高 等 学 校
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（４） 応急手当に関する内容 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ア） 
○けがの手当をするときには、
けがの種類や程度などの状況
をできるだけ速やかに把握し
て処置するとともに、近くの
大人に知らせることが大切で
あること。 

（イ） 
○自分がその場でできる簡単なけがの手当に
は、傷口を清潔にする、圧迫して出血を止め
る、患部を冷やすなどの方法があること。 
 

（ア）応急手当の意義 

○傷害が発生した際に、その場に居合わ

せた人が行う応急手当としては、傷害

を受けた人の意識の確認等の状況の把

握と同時に、周囲の人への連絡、傷害

の状況に応じた手当てが基本であり、

適切な手当ては傷害の悪化を防止でき

ること。 

（イ）応急手当の方法 
○応急手当の方法としては、包帯法、止

血法及び人工呼吸法など取り上げ、実

習を通して理解できるようにする。 

 

 

（ア）応急手当の意義 

○自他の生命や身体を守り、

不慮の事故災害に対応でき

る社会環境を作るために

は、一人一人が応急手当の

手順や方法を身に付けると

ともに、自ら進んで行う態

度を養うことが必要である

こと。 

○傷病の手当てとともに、適

切な連絡・通報や運搬も重

要であること。 

（イ）日常的な応急手当 

○日常生活で起こる傷害

や、熱中症などの疾病

の際には、それに応じ

た体位の確保・止血・

固定などの基本的な応

急手当の手順や方法が

あること。 

 

 

（ウ）応急手当の方法

○心肺蘇生法等の原

理や方法 

 

 

（
１
）
け
が
の
防
止 

イ 

け
が
の
手
当 

（
３
）
傷
害
の
防
止 

イ 

応
急
手
当 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

オ 

応
急
手
当 

小学校 ５年生 

中学校 ３年生 

高等学校 

＊すり傷、鼻血、やけどや打撲などを取り上

げ、実習を通して簡単な手当ができるように

することで理解を深めるようにします。 

＊必要に応じて医師や医療機関などへ

の連絡を行うことについても触れるよう

にします。 

＊具体的な内容としては、巻き包帯

法、三角布、副木などを使用した患

部の保護や固定、消毒ガーゼなど

で押さえる直接圧迫法や指圧によ

る間接圧迫法の止血、気道確保と

マウスツーマウス法などを取り扱い

ます。

＊適切な手当ての実践

により理解を深める

ようにします。 

＊指導に当たっては、実習を行うものとし、呼吸機能に器系及び循環器系の機能に

ついては、必要に応じ関連づけて行う程度とします。 

＊「体育」における水泳などとの関連を図り、指導の効果を高めるよう配慮するもの

とします。 

＊実践によって理

解を深めるように

します。 
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○ けがの手当の行い方を示し、グループでけがにあった正しい手当の方法を選ぶようにし、興

味を持って知識が身に付くようにしましょう。 

○ 実習を取り入れて、実践的な理解が深まるようにしましょう。 

○ けがをした際の周囲の状況などをイメージすることで、実践的な理解が進みます。 

○ 心肺蘇生法ダミーが足りない場合は、グループ学習を行い、教え合いの学習を展開すると

良いでしょう。（ダミーは体育センターで貸し出しています） 

○ 水泳の授業など、体育分野の内容と関連させ、必要性を理解させるとよいでしょう。 

○ 養護教諭等とのチームティーチング（P９）を行い、養護教諭の立場から応急手当の意義

などを話してもらうことで、より実感を持って実習を行うようにすると良いでしょう。 

≪指導のポイント≫ 

★ 実習を伴う単元です。興味本位にならないように、その必要性と正しい行い方を学

ぶことができるような環境作りが大切です。また、必ず周囲の人間に知らせる､助けを

求めるなどの視点を持つことを意識できるようにしましょう。 

★ 小学校では｢自分でできる簡単なけがの手当｣、中学校では「周囲の人に対しての、

包帯法・止血法・人工呼吸法」、高等学校では｢熱中症に対する対応、心肺蘇生法｣を

取り扱うことになっています。 

 ★ なお、実習の目的は、技能を高めることではなく、知識の定着や理解を深めること

にあることを確認しましょう。技能を高めるために実習を行う場合には、保健学習で

はなく保健指導（学級活動・特別活動等）で取り扱います。 

○ 心肺蘇生法ダミーが足りない場合は、グループ学習を行い、教え合いの学習を展開すると

良いでしょう。（ダミーは体育センターで貸し出しています） 

○ 体育の水泳の授業と関連を図り、効果的に理解できるようにしましょう。 

○ 実習前に、既習の知識を基にクイズ形式などで手順を予想してから行うと良いでしょう。

○ ゲストティーチャー（救急隊員等）（P９）から応急手当の意義などを話していただいた

り、実習についてアドバイスをいただいたりすることも、理解を深める工夫として考えられ

ます。（教えるのは教員です） 

 
 

【学習効果を上がるための指導・支援】 
小学校５年生

中学校３年生

高 等 学 校 
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（５） 健康のとらえ方に関する内容 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○病気は、病源体、体の抵抗力、生活行動、環境がかわりあって起こる

こと。 

（ア）国民の健康水準と

  疾病構造の変化 

○科学技術の発達や社

会経済の発展に伴っ

て健康水準が向上し

てきたこと。 

○疾病構造が変化して

きたこと。 

 

（イ）主体と環境要因 

○主体の要因には､年齢､性、免疫､遺伝などの

素因と､生後に獲得された､食事､運動､休養

及び睡眠を含む生活上の様々な習慣や行動

様式にかかわるものがあること。 

○環境の要因には、温度､湿度や有害物質など

の物理的･科学的環境､ウイルスや細菌など

の生物学的環境及び人間関係や保健･医療制

度などの社会的環境などにかかわるものが

あること。 

（イ）健康の考え方と

成り立ち 

○健康水準の向上､疾病

構造の変化は、個人

や集団の健康につい

ての考え方やその対

策にも変化をもたら

していること。 

○健康の成立要件や条

件。 

  

 

（ウ）健康に関わる意志決定と 

行動選択  

○健康を保持増進するために

は、適切な意志決定や行動選

択が必要であり、それらには

個人の知識、価値観､心理状態

や人間関係､社会環境が関連し

ていること。 

（
３
）
病
気
の 

予
防 

ア 

病
気
の 

起
こ
り
方 

（
４
）
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防 

ア 

健
康
の
成
り
立
ち
と 

 
 
 
 
 

疾
病
の
発
生
要
因 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

ア 

健
康
の
考
え
方 

小学校 ６年生 

高等学校 

＊日常経験している病気として「かぜ」などを取り上げます。 

＊我が国の死亡率､
平均寿命､受療率
などの各種の指
標を通して健康水
準の動向を取り上
げます。 

＊生活の質や生きが
いを重視する健康
の考え方､健康の
ための個人の実践
力の育成とそれを
支える環境づくりを
重視するヘルスプ
ロモーションの考え
方などを例として、
理解できるようにし
ます。 

＊適切な意志決定や行動選択
を行うためには、十分情報を
集め、思考･判断すること、行
動にあたっては自分なりの
計画･評価を行うこと､及び社
会的な影響力に適切に対応
することなどが、重要である
ことをについて触れるように
します。 

＊個人が健康に関わる意志決定
と行動選択をしやすい社会環
境づくりが大切であることにも
触れるようにします。 

 

（ア）健康の成り立ち 

○健康は、主体と環境を良好な状

態に保つことにより、成り立っ

ていること。 

○健康が阻害された状態の一つで

ある疾病について、その発生に

は主体自身の要因と病源体や生

活環境等を含めた環境要因が相

互にかかわりながら発生するこ

と。 

中学校 １年生 
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○ 養護教諭とのチームティーチング（P９）や学校医等をゲストティーチャー（P９）として招くな

どして、保健室の様子や病院の様子などを絡めて、｢病気の起こり方｣や｢病気の予防法｣などについ

て、話してもらえるようにすると、理解が深まるでしょう。 

○ 自分の体験を基に、どのような予防法があるのかなどをブレインストーミング（P８）で出し合

い、クラス全体で、予防法についての考えを共有できると良いでしょう。 

○ ブレインストーミングやカード操作による分類法（P８）等を使用して、健康の成り立ちについ

て自分たちの考えをまとめられると良いでしょう。 

○ 主体の要因については、自らが意識することで改善される視点を持てるような授業の流れを作り

ましょう。（健康に関わっている具体的な要因についてブレインストーミング等で出し合う→主体

の要因と環境の要因に分類する→健康であるために自分たちができることをグループで話し合い発

表する） 

≪指導とポイント≫ 

★ 概念的な内容なので、既成の知識の伝達に偏りがちです。小･中学校では各発達段階にあ

った工夫を取り入れ、より実践的な内容として捉えられるようにしましょう。 

★ 高等学校は「保健」の内容全体にかかわる内容なので、ここでは概念的な理解を促し、

特に関連の深い「イ健康の保持増進と疾病の予防」などにおいて、具体的かつ実践的な理

解を図るようにしましょう。 

★ 小学校では「自分にとっての健康」、中学校では「健康についての要因からその対策を

立てる」、高等学校では「現代社会の健康」について意識した授業づくりが必要です。 

★ 発言が消極的になってしまう場合には、自分の考えをカードに書き出す（カードを使用

するブレインストーミング）ようにすると多くの意見が出るでしょう。 

 

○ 身近な生活や体験から健康に関係する題材を適宜取り上げましょう。 

○ 新聞記事等の資料から現在の健康水準などを読み取り、考察するような授業づくりをしましょ

う。 

○ ヘルスプロモーションについては、図等を使ってその概念を十分に理解できるように工夫しまし

ょう。 

○ 健康という身近な問題について社会的側面と個人的側面を意識できるように、資料と仲間との意

見交換を組み合わせて、理解を深めるようにしましょう。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 

小学校６年生

中学校１年生

高 等 学 校
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（６） 生活習慣病に関する内容 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ア） 

○心臓や脳の血管が硬くなったりつ

まったりする病気、むし歯や歯ぐ

きの病気などの生活習慣病の予防

には、糖分、脂肪分、塩分などを

摂りすぎる偏った食事や間食を避

けたり、口腔の清潔を保つなど、

健康によい生活行動を毎日実践し

続けることが必要であること。 

 

 
（ア）生活習慣病と日常の生活行動 

○健康を保持増進するためには、適切な食事、運動、休養及び睡眠など、健康

的な生活習慣が必要であること。 

○健康に関する適切な意志決定と行動選択が重要であること。 
 

（エ）調和のとれた生活と生活習慣 

○人間の健康は生活行動と深くかかわっており、健康の保持増進を図るために

は、年齢、生活環境等に応じた食事、適切な運動、休養及び睡眠の調和のと

れた生活が必要であること。 

○現代青少年の生活を見ると、生活の夜型化、睡眠時間の減少等が、食生活で

は食事摂取時間の不規則化、朝食欠食の日常化、栄養摂取の偏りなどが、運

動面での個人の運動習慣の形成に不十分さが見られる。これらは、極端なや

せや肥満などを引き起こしたり、また、生活習慣病を引き起こす要因とな

り、生涯にわたる心身の健康に様々な影響があること。 

（
３
）
病
気
の
予
防 

ウ 

生
活
行
動
が
か
か
わ
っ
て 

起
こ
る
病
気
の
予
防 

（オ） 

○日常の生活行動の積み重ねによっ

ては生活習慣病が起こったり、好

奇心から喫煙、飲酒、薬物乱用を

はじめる場合などが多く見られる

ことから、自分の健康は自分で守

るという意識を高め、健康によい

生活行動を自ら実践することが必

要であること。 

（
４
）
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防 

イ 

生
活
行
動･

生
活
習
慣
と
健
康 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

イ 

健
康
の
保
持
増
進
と 

疾
病
の
予
防 

小学校 ６年生 

高等学校 

＊日常の生活行動と深い関係のある、悪性新生物、虚血性心疾患、高

脂血症、歯周病などの生活習慣病の予防を適宜取り上げます。 

中学校 ３年生 
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○ むし歯などの身近な病気については、イメージがわきやすいのでブレインストーミング（P８)等

で､活発な活動を促しましょう。 

○ 心臓や脳の血管に関する病気については、透明のホースと色水などを用意して起こりうる状況を

イメージできるようにする工夫などが必要となります。 

○ 予防については、カード等を使ってわかっているのに実施できない自分に気付くことや友達への

アドバイスを考えることで、予防の必要性に自ら気付くように工夫しましょう。 

○ 食生活・運動・休養と睡眠のそれぞれと健康との関わりについては、小学校での知識をベース

に、実態調査のデータ等を利用して身近な問題として捉えられるような工夫が必要です。 

○ 知識を基に、生活習慣と健康の関わりを総合的に捉える視点でのグループ学習等と取り入れると

良いでしょう。 

○ 生涯にわたる心身の健康への影響については、「歳をとってもいきいきと活躍している人（有名

人・身近な人）」と、｢病気を背負って生きる苦労｣を想像し、生活習慣病の怖さと、｢生活習慣病

は若い頃からの生活習慣が大きく影響する｣ことを理解させ、｢今できることは何か？｣を考えさせ

ましょう。その際、適時の発問をして気付きを促すと良いでしょう。 

○ 生活習慣については、小・中学校の復習も兼ね、健康的な、または不健康な生活習慣についてグ

ループディスカッションを行い（P８）、運動面、栄養面、休養面等に分類することなどで知識の

整理・定着を図ると良いでしょう。 

○ 適切な意志決定と行動選択の重要性を理解するにあたっては、健康的な生活習慣を阻害する要因

についてグループで話し合い､その対策を考えるといった方法が効果的ですが、考えが深まらない場

合には、その要因について全体で意見を出し合い､分類した上で、グループ毎に対策を考える形にす

るという方法もあります。 

≪指導とポイント≫ 

★ 「生活習慣を予防するには、食事（栄養）・運動・睡眠（休養）が重要であるこ

と」については、小・中･高を通して教え、これら健康の３原則が健康の基本であるこ

とを強調しましょう。 

★ 小学校については、むし歯などの身近なものから３原則の必要性を、中学校では、

３原則の大切さからバランスの良い生活習慣という意識を、高等学校においては、健

康を阻害する要因に対して積極的に働きかけることと、健康に関する適切な意志決定

と行動選択が重要であることを理解できるようにします。 

★ ここでは「生活習慣病」に関する内容として取り上げましたが、小学校では「一日

の生活の仕方」、中学校では「生活行動・生活習慣と健康」で、生活行動について取

り上げられています。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小 学 校 ６ 年 生

中 学 校 ３ 年 生

高 等 学 校
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（７） 感染症に関する内容 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（ア） 
○病源体がもとになって起こる病
気の予防には、病原体の発生源
をなくしたり、その移る道筋を
断ち切ったりして病原体を体の
中に入れないことが必要である
こと。 

 

 

（エ）感染症とその予防 

○エイズ、結核、腸管出血性大腸菌感染症や薬剤耐性菌問題など、近年、

感染症の新たな問題が起こっていること、及びその予防には、社会的な

対策とともに個人の適切な行動が必要であること。 

（ア）感染症の原因とその予防 

○感染症は、病原体が環境を通じて主体へ感染

することで起こる病気であり、適切な対策を

講ずることにより予防できること。 

○病原体には、細菌やウイルスなどの微生物が

あるが、温度､湿度などの自然環境､住居､人

口密度､交通などの社会環境、また、主体の

抵抗力や栄養状態などの条件が相互に複雑に

関係する中で、病原体が身体に侵入し､感染

症が発病すること。 

○感染症から身体を守るには、消毒や殺菌等に

より病原体を死滅させたり、皮膚や衣服､あ

るいは周囲の環境を衛生的に保つことにより

病原体が身体に侵入するのを阻止すること、

栄養状態を良好にしたり、予防接種の実施に

より免疫を付けるなど身体の抵抗力を高める

ことが有効であること。 

 

（イ） 

○病原体がもとになって起こる病
気の予防には､予防接種や調和の
とれた食事､適切な運動、休養及
び睡眠をとることによって、体
の抵抗力を高めておくことが大
切であること。 

（イ）エイズ及び性感染症の予防

○エイズ及び性感染症の増加傾

向とその低年齢化が社会問題

になっていることから、その

疾病概念､感染経路､予防方法

を身に付ける必要があるこ

と。 

（
３
）
病
気
の
予
防 

イ 

病
源
体
が
も
と
に
な
っ
て 

起
こ
る
病
気
の
予
防 

（
４
）
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防 

エ 

感
染
症
の
予
防 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

イ 

健
康
の
保
持
増
進
と 

疾
病
の
予
防 

小学校 ６年生 

高等学校 

＊インフルエンザ､結核などを適

宜取り上げて行います。 

中学校 ３年生 

＊結核、コレラ、風疹などを適宜

取り上げて行います。 

＊エイズの病原体はヒト免

疫不全ウイルス（HIV）で

あり、その主な感染経路

は性的接触であることか

ら、感染を予防するには

性的接触をしないこと、コ

ンドームを使うことなどが

有効であることにも触れる

ようにします。 
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○ 前単元の｢ア病気の起こり方｣で、日常経験している「かぜ」などを例に挙げ学んでいることか

ら、ここでは｢インフルエンザ｣など身近ですが危険性の高い題材を使用して、日常生活の中で自分

ができる予防法を中心に理解を深めます。 

○ 自分で書き込むカードなどを使って、わかっていてもなかなかできない現状に気付くことができ

るようにしましょう。 

○ 学級活動､保健指導等と関連して取り扱うことができると効果的です。 

○ 感染症の原因については、各原因が相互に複雑に関係する中で発病することについて、｢寒い冬

にかぜの発生が少なく､気温が上がる５月に発生数が増える地域｣などを取り上げて､既習の小学校

の知識を活用しながら、生徒が主体的に考える場面を作りましょう。 

○ 予防については、個人の予防とともに社会的な予防の視点を加えるようにしましょう。 

○ エイズに代表される性感染症については、「コップに水と石灰水を入れ、挨拶しながら水を分け

合う挨拶ゲーム」などの体験を取り入れ、性感染症の定義を合わせて行い、他人事ではなく自らの

問題として捉えられるように工夫しましょう。 

○ 社会・理科、特別活動､総合的な学習の時間などと関連付けて取り扱うと効果的です。 

≪指導のポイント≫ 

★ ここでは、｢感染症の予防｣として系統立てましたが、小学校においては｢病気の起こ

り方｣という小単元があり、身近な｢病気｣から、起こり方を理解した上で､予防に進む

ことになります。また「感染症」という定義は、中学校で行うということを押さえて

ください。 

★ 病気・感染症の発生要因については、小学校から学んでいる内容ですので、既習の

知識があることを考えた授業作りがポイントとなります。小学校については、個人の

健康を守る視点、中学校では、個人を中心とした社会の健康に目を向ける視点、高等

学校では、社会の一員としての健康を意識し、起こりえる事態を予想して､知識を活用

する視点を持つことなどが大切になります。 

○ 感染症の予防については、既習の小・中学校の知識を活用し、個人的・社会的な予防の分類な

どを通して知識を定着させるようにしましょう。また、その際、分類しきれない内容について生

徒同士でディスカッションをさせることで考えが深まると思われます。 

○ エイズについては、中学校で取り上げられているので、高校ではさらに知識や思考が深まるよ

うに工夫が必要です。近年､諸外国で問題になっている感染症などを取り上げ、少ないデータから

その予防について考えることができるような工夫も大切になります。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小 学 校 ６ 年 生

中 学 校 ３ 年 生

高 等 学 校
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（８） 喫煙・飲酒・薬物乱用に関する内容 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
３
）
病
気
の
予
防 

ウ 

生
活
行
動
が
か
か
わ
っ
て 

起
こ
る
病
気
の
予
防 

（イ） 

○喫煙については､せきが出たり心拍数が

増えるなど呼吸や心臓のはたらきに負

担をかけるなどのすぐに現れる影響や

長い間続けると肺がんや心臓病にかか

りやすくなるなどの影響があること。

○受動喫煙により､周囲の人々 の健康にも

影響を及ぼすこと。 

（ウ） 

○飲酒については、判断力

が鈍る､呼吸や心臓が苦

しくなることがあるなど

のすぐに現れる影響や､

長い間続けると肝臓など

の病気の原因になるなど

の影響があること。 

 

（エ） 

○薬物乱用については、シンナーな

どの有機溶剤を取り上げ、一回の

乱用でも死に至ることがあり、乱

用を続けると止められなくなり、

心身の健康に深刻な影響を及ぼす

こと。 

（
４
）
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防 

ウ 

喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
乱
用
と
健
康 

（ア）喫煙と健康 

○たばこの煙の中には有害物質が含まれ

ており、ニコチンには依存性もあるこ

と。 

○喫煙するとその作用により､血圧の上

昇や心拍数の増加による心臓への負

担、酸素運搬能力の低下、のどの痛

み、せき・たん・息切れの増加など

様々な急性影響が現れること。 

○常習化により、肺がんなどの様々な病

気を起こしやすくなること。 

○未成年の喫煙ではこれらの身体影響が

強く現れ、身体に悪影響を及ぼすだけ

でなく､依存性のため長い年月にわた

り連用することにより身体をむしばむ

ことになること。 

（イ）飲酒と健康 

○酒の主成分はエチルア

ルコールであり、未成

年からの飲酒は依存症

になりやすいこと。 

○飲酒によりエチルアル

コールが中枢神経の働

きを低下させ、思考力

や自制力を低下させた

り運動障害が起こるこ

と。 

○急激に大量の飲酒をす

ると急性中毒を起こし

意識障害や死に至るこ

ともあること。 

（ウ）薬物乱用と健康 

○覚せい剤や大麻を取り上げ、摂取

によって幻覚を伴った激しい急性

の錯乱状態や急死などを引き起こ

すこと。 

○薬物の連用により依存症状が現

れ､中断すると精神や身体に苦痛

を感じるようになるなど様々な障

害が起こること。 

○個人の心身の健全な発育や人格の

形成を阻害するだけでなく、社会

への適応能力や責任感の発達を妨

げるため､暴力､性的非行､犯罪な

ど家庭･学校･地域社会にも深刻な

影響を及ぼすこともあること。 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康(

高) 

イ 

健
康
の
保
持
増
進
と
疾
病
の
予
防 

（イ）喫煙､飲酒と健康 

○喫煙、飲酒による健康への影響について、疾

病との関連､周囲の人々や胎児への影響、社会

に及ぼす影響があること。 

○適切な意志決定と行動選択が必要であるこ

と。 

（ウ）医薬品の正しい使用､薬物乱用と健康 

○医薬品の有効性や副作用及びその正しい使用法 

○コカインなどの麻薬､覚せい剤など、薬物の乱用が

心身の健康や社会に及ぼす影響 

○薬物乱用を決して行わないことが必要であるこ

と。 
 

小学校 ６年生 

高等学校 

＊低年齢からの喫煙・飲酒は特に害が大きいことについ
ても取り扱うようにし、未成年の喫煙・飲酒は法律によっ
て禁止されていることについても触れるようにします。

中学校 ３年生 

＊好奇心､自分自身を大切にする気持ちの

低下､周囲の人々 の行動、マスメディアの

影響､ニコチンやエチルアルコールの薬

理作用などが、喫煙や飲酒の開始や継続

の要因となることを取り上げます。 

＊薬物の乱用は法律で厳しく規
制されていることや､乱用され
る薬物には覚せい剤など
様々 なものがあることにも触
れるようにします。 

○喫煙･飲酒･薬物乱用などの行為は、好奇心、なげやりな気持ち、過度のストレスなどの心理状態、

周囲の人々の影響や人間関係の中で生じる断りにくい心理、宣伝･広告や入手のし易さなどの社会環

境などによって助長されることを知り、それらに適切に対処する必要があること。 

＊薬物乱用の背景には､自分の体を大切にする気

持ちや社会の規範を守る意識の低下、周囲の

人々 からの誘い、断りにくい人間関係といった不

適切な社会環境があることを取り上げます。 
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○ 注射器でたばこの煙を吸い込み、ろ紙に煙を吹き付ける実験で、ろ紙がタールで汚れるところを

見せるような取り組みをして、視覚的にたばこの害が分かるようにするとよいでしょう。 

○ 養護教諭や学校薬剤師と連携をとり、専門的な立場から話をしてもらうことで、子どもたちに興

味付けをすると効果的です。 

○ 文部科学省のパンフレットや日本学校保健会のホームページには、子どもたちに興味･関心をひ

く内容が掲載されていますので、有効に活用しましょう。 

○ 薬物については、シンナーなどの有機溶剤を取り上げ、視聴覚教材などを使用して乱用の心身へ

の深刻な影響について十分に理解できるようにしましょう。 

○ 知識の科学的な理解を深めるために、プレゼンテーションソフト等を利用して、様々なデータや

画像、動画を使って説明すると効果的です。 

○ 薬物標本を生徒に見せる等、薬物が遠い存在でないことを実感できるようにしましょう。 

○ 薬物乱用経験者の手記を読ませることで、薬物乱用が身体をむしばみ、人生を狂わせるだけでな

く、様々な社会的な悪影響を及ぼすことを実感できるようにしましょう。 

○ 喫煙、飲酒、薬物乱用のきっかけとなる要因については、ブレインストーミングやカードによる

分類等の参加型の学習等を行うことで、思考を促すようにしましょう。 

○ たばこ、酒、薬物に手を出してしまう要因に、どのように対処すればよいかについて、喫煙、飲

酒、薬物乱用防止ポスターづくり等を通して考えるようにできるとよいでしょう。 

≪指導のポイント≫ 

★ ここでは、「誘いを断る」などのロールプレイング（Ｐ９）等を利用する機会が多
く見られますが、｢断り方を身に付ける｣学習ではなく「自らが意志を持つことの必要
性」を理解できるようにする学習であることを忘れずに、参加型の学習を取り入れる
とよいでしょう。 

★ 小学校では「低年齢からの喫煙・飲酒は、特に害が大きいこと」、中学校では｢喫
煙・飲酒の依存性に触れ、未成年者からの使用の危険性について｣、高等学校では、
小・中学校での学習を踏まえ、「適切な意志決定と行動選択の必要性」を学ぶことが
できるようにしてください。薬物に関しては小学校では「一回の乱用でも死に至るこ
とがあり、乱用を続けると止められなくなることについて」、中学校では「摂取によ
る深刻な障害、依存症状」、高等学校では、医薬品の内容と絡めて「心身の健康や社
会に及ぼす影響、薬物乱用の背景」をしっかりとおさえるようにしましょう。 

★ 学級活動や特別活動、学校行事等（講演会など）と関連付けて行う機会も多いと思
われます。効果的な取り入れ方､時期等を年度当初の計画の段階で考慮する必要があり
ます。 

○ 喫煙、飲酒、薬物乱用それぞれについて、個人への影響（急性の影響、慢性の影響）、自分以外への影

響についてワークシートを使って整理したり、ブレインストーミングやグループディスカッションを通じ

て、社会に及ぼす影響について考えられるようにしたりするとよいでしょう。 

○ たばこ、酒の広告分析に加え、たばこと酒の持つイメージの違いや社会の対応の違いについて考えるこ

とで、クリティカルシンキング（批判的思考）ができるように促すとよいでしょう。 

○ 小、中、高等学校、成人等、年代別に、薬物乱用等防止キャッチコピーを作成する活動等を通して、各

年代ごとの望ましい意志決定、行動選択ができるようにするとともに、時には社会に働きかける必要があ

ることについて理解できるとよいでしょう。 

小学校６年生

中学校３年生

高 等 学 校

【学習効果を上げるための指導・支援】 
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（９） 健康と環境に関する内容 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○毎日の生活において体を清潔に保ち、生活環境を整えることなどが必要であること。

 
○人間の生活に伴
って生じたし尿
やごみなどの廃
棄物は､その種
類に即して衛生
的にかつ自然環
境を汚染しない
ように処理され
なければならな
いこと。 
 

（イ）温度､湿度､明るさと至

適範囲 

○室内の温度､湿度､気流の温
熱条件には、人間の活動に
とって至適範囲があり、そ
れは体温を容易に一定に保
ちやすい範囲であること。 

 

 

 

 

 

 
 
 
○明るさについては、視作
業を行う際には、物が良
く見え､目が疲労しにくい
一定の範囲の明るさが必
要であり、その明るさ
は、学習や作業などの種
類により異なること。 

（ア）空気の衛生的管理 
○室内の二酸化炭素は、人体の呼吸作業
や物質の燃焼により増加すること、そ
のため､室内の空気が汚れてきていると
いう指標となること､及びその濃度が一
定以上になった場合には、換気により
清浄する必要があること。 
○空気中の一酸化炭素は、主に物質の不
完全燃焼によって発生し、吸入すると
一酸化炭素中毒を容易に起こし、人体
に有害であること。 
 
 
 
（イ）飲料水の衛生的管理 
○水は、人間の生命の維持や健康及び生
活の上で重要な役割を果たしているこ
と。 
○飲料水の水質については一定の基準が
設けられており、水道施設を設けて衛
生的な水を確保していることの意義 
○飲料水としての適否は科学的な方法に
よって検査し、管理されていること。 

（ア）環境保健に関わる活動 
○上下水道の整備、ごみやし尿な
どの廃棄物の処理などの環境衛
生活動は、自然や社会生活にお
ける環境と健康を守るために行
われていること。 
○その現状、問題点､対策などを
総合的に把握して改善していか
なければならないこと。 

（ア）環境の汚染
と健康 

○人間の生活や産
業活動に伴う大
気汚染、水質汚
染、土壌汚染な
どは人々の健康
に影響を及ぼし
たり被害をもた
らすことがある
こと。 

（イ）環境と健康の対策 

○健康への影響や被害を防止する
ためには、環境の汚染について､
発生の防止及び改善の対策が必
要であること。 
○環境基本法などの法律等が制定
され、環境基準の設定、排出物
の規制、監視体制の整備などの
対策が講じられていること。 

 

（
１
）
毎
日
の
生
活
と 

健
康 

イ 

身
の
ま
わ
り
の
清
潔

や
生
活
環
境 

（
２
）
健
康
と
環
境 

ア 

身
体
の
環
境
に
対
す
る
適
応
能
力
・
至
適
範
囲 

イ 

空
気
や
飲
料
水
の
衛
生
的
管
理 

ウ 

生
活
に
伴
う
廃
棄
物
の
衛
生
的
管
理 

＊公害が見られる地域にあっては、空気や飲料水の衛生的管理と
生活に伴う廃棄物の衛生的管理の内容と関連させて、その公害
と健康との関係を具体的に取り扱うことにも配慮します。 

（
３
）
社
会
生
活
と
健
康 

ア 

環
境
と
健
康 

 

イ 

環
境
と
食
品
の
保
健 

小学校 ３年生 

高等学校 

＊手や足などの清潔、ハンカチや衣服などの清潔を保つこと、また部屋の明るさ
や換気などを調節することなどの必要性を取り上げます。  

＊自分の生活を見直すことを通して、体の清潔を保ち、生活環境を整えるために
自分でできることに気付かせ、実践する意欲をもてるようにします。 

中学校 ２年生 

＊学習や作業及びスポー
ツを行う際の至適範囲
について、その範囲を
越えると能率や記録の
低下が見られることなど
を例として取り上げま
す。 

＊空気中の一酸化炭素は許容濃度が決
められていることにも触れます。 ＊効率的に処理

するためには、
ごみの分別な
ど発生源にお
ける個人の努
力が必要であ
ることにも触れ
るようにしま
す。 

＊廃棄物と健康の関わりについて
触れるものとします。 

＊安全で良質な水の確保や廃
棄物の処理と関連付けて理
解できるようにします。 
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○ 体の清潔を保つことや、部屋の明るさ､換気について自分の生活を振り返り、「いつ、どこで、ど

のように」行っているかを発言させ、比べ合うことで理解を深めるようにしましょう。 

○ 換気の実験（透明の箱と線香の煙、ドライアイスなどを利用）から､換気の大切さに気付くように

工夫しましょう。 

○ 「問題点は？」「これからの目標は？」「行動を長続きさせるためには？」など、段階を追って

発問することで、児童が自ら考えをまとめられるようにしてみましょう。 

○ 学校内の各場所（教室・体育館・コンピュータ室・図書室・保健室など）の明るさや室温などを

予想し、実際に計測してみることで、それぞれの至適範囲についての理解を深めるようにします。

○ コップとろうそくなどで、空気の換気の必要性を科学的に理解できるように工夫します。 

○ 空気や水が衛生的管理をされていない状態であると、どのようなことが起こるのかについて、ブ

レインストーミング（P８）などで生徒からの意見を吸い上げるように工夫することで、その必要

性を理解できるようにします。 

○ ゴミの処理については、家庭や学校といった身近な場所でのゴミ処理をイメージして､自分や家

族､友達などができることについて話し合う工夫が必要になります。 

≪指導のポイント≫ 

★ 実験や調べ学習などを用いることで効果的な取り組みになると考えられますが、た

だやっただけに終わってしまうという危険性もあります。左ページの学習の内容を把

握し、ねらいを持った学習を展開したいものです。 

★ 小学校では「手洗い」等をできるようにする学習ではなく、「手洗い」等の意味を

学習するのが目的です。実習においては、理解を深めさせるという目的を見失わない

ように意識する必要があります。 

★ 小学校では「学校や家庭の環境について」、中学校では｢空気・水の大切さから環境

汚染の対策について｣（生態系については取り扱わない）、高等学校では｢身近な環境

と地球規模で考えられる環境の関わりについて｣意識できるようにしたいものです。 

○ 環境汚染のイメージがわくような水槽実験などを通して、自然が汚染されていくことについて意

識ができるように工夫します。 

○ コマーシャルなどで宣伝されている各企業の取り組みから、環境汚染の影響や被害､対策を分類できる

ような学習カードを工夫します。 

○ 諸外国の環境問題に対する取り組みと日本における取り組みを比較したり、日本が参加して行われて

いる世界的な環境問題に対する取り組みなどについてグループで調べたりします。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小学校３年生

中 学 校 ２ 年 生

高 等 学 校
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（１０）   心の健康に関する学習内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○心は、感情、社会性、思考力など

の働きの総体としてとらえること

ができ、遊びや学習、自然体験、

人とのかかわりなどいろいろな生

活体験を通して年齢とともに発達

すること。 

○不安や悩みは誰もが経験すること

であり、家族や先生、友達などと話

す、また、身近な人に相談して気持

を楽にする、仲間と遊ぶ、運動した

り音楽を聴いたりして気分を変える

などいろいろな方法があり、自分に

合った仕方で対処できること。 

 

 

（ア）知的機能､情意機能､

社会性の発達 
○心は、知的機能、情意機
能、社会性等の精神機能
の総体としてとらえら
れ、生活経験や学習など
の影響を受けながら、大
脳の発達とともに発達す
ること。 
○知的機能（認知･記憶･言
語･判断）や情意機能（感
情･意志）については、生
活経験や学習などにより
発達すること。 
○社会性については、家族
や友人関係などを取り上
げ、それらの依存性や生
活経験や学習などの影響
を受けながら変化し、自
立しようとする傾向が強
くなること。 

(エ)自己実現 
○人間の欲求の高次
なものの一つとし
て自己実現の欲求
があり、また、そ
の充足が精神の健
康と深く関わって
いること。 

(ウ)ストレスへの対処 

○人間が生きていく上でストレスを感じ
ることは自然なことであり、適度なス
トレスは精神発達上必要なものだが、
過度のストレスは心身に好ましくない
影響をもたらすことがあること。 
○ストレスの原因には物理的要因や心理
的要因・社会的要因など様々なものが
あること 
○自分なりのストレスの対処法を身に付
けることが精神の健康のために重要で
あること 

  

（ア）欲求と適応機制 
○精神機能は、主として
大脳によって統一的･調
和的に営まれているこ
と。 
○人間には様々な欲求が
あり、欲求が満たされ
ない時には、不安、緊
張、悩みなどの精神の
変化が現れるととも
に、様々な適応機制が
働き、精神の安定を図
ろうとすること。 

(イ)心身の相関 

○人間の精神と身体は
密接な関係を持って
いること。 

 

(ア)欲求やストレスの対処 

○欲求には、生理的な欲求と
心理的、社会的な欲求があ
り、人間はこれを満たそう
と行動するが、必ずしも満
たされるとは限らないこ
と。 
○しかし適切に対処すること
によって精神的な安定が図
られること。 
○ストレスの適切な対処法
は、相談できる人をもつこ
と、コミュニケーションの
方法、体ほぐし等の運動で
リラクゼーションの方法を
身に付けること、趣味を持
つことなどいろいろな方法
があり、自分に合った対処
法を身に付けることが大切
であること。 

（
２
）
心
の
健
康 

ア 

心
の
発
達 

ウ 

不
安
や
悩
み
へ
の
対
処 

イ 

心
と
体
の
密
接
な
関
係 

（
１
）
心
身
の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康 

ウ 

精
神
機
能
の
発
達
と
自
己
形
成 

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康 

ウ 

精
神
の
健
康 

小学校 ５年生 

高等学校 

中学校 １年生 

＊家族・友達・地域の人々との関
わりを中心として取り扱います。 

＊自分の感情をコントロールした

り、相手を理解しながら自分の気

持ちを上手に伝えたりするなど、

より良いコミュニケーションがで

きるようになることが大切である

ことを触れるようにします。 

＊体ほぐしの運動の積極的な活用を図

るようにします。 

＊自分の心に不安や悩みがあるという

状態に気付くこと、また、不安や悩み

に対処するための様々な体験をもつ

ことは心の発達のために大切である

ことにも触れます。 

＊大脳の機能、神経系及
び内分泌系の機能につ
いては必要に応じて扱
う程度とします。 

＊身体的変化が精
神に及ぼす影響と
精神的変化が身
体に及ぼす影響と
の両面から理解で
きるようにする。
＊主として自律神経
系及び内分泌系
の多くの器官が
関わっていること
も触れるようにし
ます。 

＊ストレスの原因となっている事柄
に対処すること、周囲の状況判
断を養うことなど、いろいろな方
法があることを取り上げます。 

＊自己実現は具体
的に目標を掲げ、
自己評価する過
程を繰り返すこと
によって成り立つ
こと、達成感や生
きがいが生まれ
ることなどにも触
れます。 

エ 

欲
求
や
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
と
心
の
健
康 

（イ）心身の調和と心の健康
○欲求やストレスへの
適切な対処により心
の健康が保たれるこ
と。 
○これらの対処の仕方
に応じて精神的、身
体的に様々な影響が
生じることがあるこ
と。 
○精神と身体について
密接な関係があり、
互いに影響し合って
いること。 

＊心の健康を保つ
ためには、自己や
他人に対する理
解を深め、欲求や
ストレスに適切に
対処し、心身の調
和を保つことが大
切であることを知
らせます。

(イ)自己形成 

○中学生期になると、
自己を客観的に見つ
めたり、他人の立場
や考え方を理解でき
たりするようになる
ことと 
○物の考え方や興味・
関心を広げ、次第に
自己を認識し自分な
りの価値観を持てる
ようになる。 

＊自己はさまざまな
経験から学び、悩
んだり試行錯誤を
繰り返したりしなが
ら社会性の発達と
ともに確立していく
こと及びそれらの発
達には個人差があ
ることにも触れま
す。 

○不安や緊張時には

動悸が激しくなっ

たり、体調が悪い

ときには集中でき

なかったり落ち込

んだ気持ちにな

る。また、体調が

良いときには、気

持ちが明るくなっ

たり集中できるよ

うになるなど、心

と体は互いに深く

影響しあっている

こと。 
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○ 心の発達については、導入時にアイスブレイク等（P９）を取り入れ、自分のことについて話しやすい雰囲

気作りをしましょう。また、心についての「イメージマップ」（P９）を描くのも良いでしょう。 

○ 心と体の密接な関係については、ドキドキするようなゲームを楽しんだ後、心の変化、気付き等から、その

関係について実践的な理解ができると良いでしょう。 

○ 不安や悩みへの対処については今悩みと感じている事柄をより多く書き出し、その対処の仕方を、友達の考

えを参考にしながら考えさせると良いでしょう。 

○ それぞれに、ブレインストーミング（P８）やグループディスカッション（P８）を取り入れ、仲間と意見交

換しながら考えるようにしましょう。その際には保護者や教師がアドバイザーとして参加できると良いでしょ

う。 

○ 知的機能、情意機能、社会性の発達については、ワークシート等を利用し、整理させると良いでしょう。 

○ 自己形成についてはワークシート等を利用して自分自身を見つめられるようにし、悩んだり試行錯誤を繰り

返したりしながら、社会性の発達とともに確立されることを伝えます。 

○ 欲求やストレスの対処については、「体ほぐしの運動」と関連させるなどして、心身の関係を理解し、自分

にあった対処法を身に付けるようにしましょう。 

○ 心身の調和と心の健康については、グループディスカッションなどで自己や他人に対する理解を深め、欲求

やストレスに対処し、心身の調和を保つことが大切であることを知らせましょう。 

≪指導とポイント≫ 

★ 小学校の段階は基本的生活習慣を形成する時期です。身近な生活を題材とし、実践的な理

解を図れるようにします。課題としては心そのものを実感として捉えことが難しいので、学

習のはじめの段階でより心のイメージを持たせることが課題となります。 

★ 中学校の段階は望ましい生活行動を選択し、定着を図る時期です。主として個人の生活を

題材とし、科学的な理解を促す段階です。特に 1 年生は心の発達について個人差が大きいの

で、個々の理解度等を常に把握しながら指導することが大切です。 

★ 高等学校の段階は適切な自己の行動選択や自己管理をする時期です。個人生活だけでなく

社会生活に目を向け、総合的な理解と認識を図れるようにします。多感な時期でもあり個々

の心の状況を把握しながら柔軟に対応することが求められます。 

★ストレスの対処については、小学校では「自分にあった仕方で対処できること」、中学校で

は「自分にあった対処の方法を身に付けることが大切であること」、高等学校においては

「原因となる事柄に対処すること」、「周囲の状況判断をする力を養うこと」を含む中で、

自分なりの対処の方法を身に付けることが重要であることを押さえてください。 

○ 欲求と適応機制については、ワークシート等を利用し、自分の適応機制の行動パターンと、その理由につい

て気付き、改善点を考えることによって、望ましい対処の仕方を考えると良いでしょう。 

○ 心身の相関については、自律神経系及び内分泌系の多くの器官が関わっていることに触れながら理解を深め

るようにします。 

○ ストレスへの対処については、自分なりの対処方法を身に付けることができるように、仲間のストレスの対

処法を参考にするなどして、対処方法を考える場を作るようにしましょう。 

○ 自己実現については、「なりたい自分」になるための具体的で現実的な計画を立てたり、将来像を具体的に

するために図式化したりすることも有効です。 

【学習効果を上げるための指導・支援】 
小学校５年生 

中学校１年生

高 等 学 校
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Ⅲ 実践事例 

（１） 小学校「心の健康」                                        

１ 単 元 名 保健「心の健康」（第５学年、３時間） 

２ 単元目標 

（１）心の発達、心と体の密接な関係、不安や悩みへの対処について、仲間と意見交換をしたり、自分の考えを

記録したり、発言・発表したりしようとしている。（関心・意欲・態度） 

（２）心の発達、心と体の密接な関係、不安や悩みへの対処について、仲間との意見交換やアドバイザーの意見を

もとに、問題点を見付けたり、学習したことを日常生活に当てはめたりすることができる。（思考・判断） 

（３）心は様々な生活経験を通して発達すること、心と体が密接な関係にあること、不安や悩みにはいろいろな対

処法があることについて、言ったり書き出したりできる。（知識・理解） 

３ 評価規準 

（１） 単元の評価規準 

健康・安全への関心・意欲・態度 健康・安全についての思考・判断 健康・安全についての知識・理解 

心の発達、心と体の密接な関係、不安や

悩みへの対処について、仲間と意見交換

をしたり､自分の考えを記録したり、発

言・発表したりしようとしている。 

心の発達、心と体の密接な関係、不安や悩

みへの対処について、仲間との意見交換や

アドバイザーの意見をもとに、問題点を見

つけたり、学習したことを日常生活にあて

はめたりしている。 

心は様々な生活経験を通して発達すること、

心と体が密接な関係にあること、不安や悩み

にはいろいろな対処法があることについて、

言ったり書き出したりしている。 

 
（２）学習活動における具体の評価規準（学習場面における具体の学びの姿） 

 健康・安全への関心・意欲・態度 健康・安全についての思考・判断 健康・安全についての知識・理解 

 
 
 
Ａ 

①～、自ら進んで意見交換をしよ

うとしている。 

②～、自ら進んで記録しようとし

ている。 

③～、自ら進んで発言・発表しよ

うとしている。 

①～、適切に見付けている。 

②～、適切に当てはめている。 

③～、適切に予想したり、比べたりしてい

る。 

①②③  

～、説明している。 

 
 
 
 
 
Ｂ 

①心の発達について、仲間と意見

交換をしようとしている。 

②心と体とのかかわりついて、自

分の考えを記録しようとしてい

る。 

③不安や悩みへの対処の仕方につ

いて、発言・発表しようとして

いる。 

 

①心の発達について、自分の問題点や解決

策を見付けている。 

②心と体とのかかわりについて、学習した

ことを日常生活に当てはめている。 

③不安や悩みへの対処の仕方について、仲

間やアドバイザーの話をもとに、予想し

たり、比べたりしている。 

①心は、いろいろな生活経験を通して、年齢

とともに発達することについて、言ったり

書き出したりしている。 

②心の状態が体に影響し、体の状態が心に影

響を及ぼすことについて、言ったり書き出

したりしている。 

③不安や悩みは誰でも経験することであり、

その対処の仕方にはいろいろな方法がある

ことについて、言ったり書き出したりして

いる。 

 
 
 
Ｃ 

①～意見交換をしようとしていな

いことがある。 

②～、記録しようとしていないこ

とがある。 

③～、発言・発表しようとしない

ことがある。 

①～、見付けられずにいる。 

②～、当てはめられずにいる。 

③～、予想したり、比べたりできずにいる。

①②③  

～、言ったり書き出したりできずにいる。
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４ 指導の評価と計画 

学習活動における 

具体の評価規準 
時

間 
学習内容と学習活動 関心 

意欲 

態度 

思考 

判断 

知識 

理解 

評価方法等 

１ 

 

【学習内容】 

○年齢とともに心が発達すること 

【学習活動】 

・ インパルスゲームを行う。 

・ 心についてのイメージマップを書く。 

・ 小さいときに比べて､心がどのように変化したかに

ついて、グループディスカッションをする。(アド

バイザーからアドバイスを受けながら行う) 

・ どのような行動が心を豊かにするかを考え、カード

に書き、発表する。 

・ 本時の学習を振り返り、学習カードに記入する。 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

【関心・意欲・態度】

観察 

短冊カード 

 

【思考・判断】 

 学習カード 

 観察 

 

【知識・理解】 

 学習カード 

 観察 

２ 

 

【学習内容】 

○心と体が密接な関係があること 

【学習活動】 

・ 風船ドッキリゲームを行う。 

・ 心が変化したときの体の変化についてグループ内

でカードを書き出し､黒板に張り出す。 

・ 体が変化したときの心の変化についてグループ内

でカードに書き出し、黒板に張り出す。 

・ 元気よく過ごすために､どのようなことを心がけれ

ばよいかを考えて、カードに書き､発表する。 

・ 本時の学習を振り返り、学習カードに記入する。 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

【関心・意欲・態度】

 観察 

 短冊カード 

  

【思考・判断】 

 学習カード 

 観察 

 

【知識・理解】 

 学習カード 

 観察 

３ 

【学習活動】 

○不安や悩みには､自分にあった仕方で対処できるこ

と 

【学習内容】 

・ 電線ゲームを行う。 

・ 不安や悩みについてグループ内で考え、その中から

２つを選びカードに書き出す。 

・ 書き出された不安や悩みの対処方法を考える。(ア

ドバイザーにより具体的なアドバイスを受けなが

ら行う) 

・ 不安や悩みがあるときにはどのような行動をとれ

ばよいかについて考え、カードに書き､発表する。

・ 本時の学習を振り返り、学習カードに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

【関心・意欲・態度】

 観察 

  

【思考・判断】 

 学習カード 

 観察 

 

【知識・理解】 

 短冊カード 

 観察 

 
 
 



 
38

５ 授業展開（3時間扱い） 
 
（1）１時間目：「心の発達」 
 
【本時のねらい】 

○心が感情、社会性、思考力などの働きの総体としてとらえ、いろいろな生活経験と通して、 

年齢とともに発達することを理解する。 

 
 

段
階 

学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法 

 
 

 

は

じ

め 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

な

か 

 

25

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

10

分 

 

 

  

○ アイスブレイク※１ 

・インパルスゲームを行う。 

【学習内容】 

 心は、感情、社会性、思考力などの働きの総体とし

てとらえることができ、遊びや学習、自然体験、人と

のかかわりなどいろいろな生活経験を通して、年齢と

ともに発達すること。 

 

 

 

○ 心についてのイメージマップ※２ 

・真ん中に心のイメージを描き、周りに関連する

ことを絵や言葉で表す。 

・心は脳のはたらきであることを理解する。 

 

 

○ 小さい時（４～５才）と比べて、心がどう成長し

たかについて考えること 

・心がどう成長してきたかを班の中で自由に話し

合う。 

グループディスカッション※３ 

・話し合った内容をグループごとに短冊カードに

書き、を黒板に貼る。 

 

 

 

  ・黒板に貼られたカードと比べながら、自分の発

達について振り返り、学習カード※５に記入す

る。 

○ 人とのかかわりが広がることにより、感情、社会

性、思考力が発達してきたことからこれからどのよ

うな行動が必要かについて考えること 

 

 

・学習カード※６に記入する 

 

○ 学習の振り返り 

・本時の学習で感じたり､考えたりしたことを学

習カード※６に記入する 

・心を十分に開放できるような雰囲気を

作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自由な発想を大切にしながらイメージ

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・自分が小さかったときのことを思い出

し、今の自分と比較できるような問い

かけをしていく。 

・班に１人ずつ保護者の方がアドバイザ

ーとして付き、感情の表し方、人との

つき合い方、考え方の３点を考えられ

るようにする。 

・班ごとの発表から自分の班との共通点

を見付ける。 

・前向きな姿勢で考えていけるように働

きかける。 

 

 

 

 

 

・自分なりの考えでいいことを伝える。 

 

・書けない児童にはイメージマップやグ

ループディスカッションの様子を思

い出させるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】 

①心の発達について、仲間

と意見交換をしようと

している。      

 (観察･短冊カード) 

 

【思・判】 

①心の発達について、自分

の問題点や解決策を見

付けている。 

(学習カード) 

 

 

 

 

 

 

【知・理】 

①心は、いろいろな生活経

験を通して年齢ととも

に発達することを言っ

たり書き出したりして

いる。(学習カード)  

自分の心をイメージしてみよう 
発問 自分の心は、どんなイメージですか？どんな形？どんな色？ 

発問 小さいときと今とを比べて、心はどう成長しただろう？ 

発問 自分の心が豊かになるためには、どんな行動をとったらよいだろう？ 

保護者がアドバイザーとして参加※４ 
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〈授業の工夫〉  
 
※１ アイスブレイク 

ここでの「インパルスゲーム」は、グループ内の雰囲気作りを意識して行います。 
○インパルスゲーム 
・円になって座り、両側の人のひざに手を置いて、手の順番にひざを軽くたたいていく。      
   

※２ イメージマップ 
ここでは、｢心｣をイメージして絵に表わすことによって自分の｢心｣に対するイメージを持ったり、仲間が書
いた絵を見合ったりすることによって｢心｣に対するイメージを広げることを目的に行います。 

        
※３ グループディスカッション 

ここでは、自分が小さいときと比べて心がどのように成長したかを話しながら、相手が成長したこと（良い
ところ）についてお互いに話し合うようにします。 
 

※４ アドバイザー 
   先生以外の大人が入ることで、児童の意識の変化が現れます。 

ここでは、保護者がアドバイザーとして関わることで、児童が安心して話し合うことができるとともに、考
える視点を加え、話し合いが活発化します。 
 
※２ イメージマップ                 ※５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※６ 
 

あなたの思う心をえがいてみよう 

３時間ともこの形の学習カ

ードによって、その時間に

学んだ内容を最後にまとめ

る作業を行います。 

今（小学校５年生） 

４～５才 
（ ）月（ ）日  名前（       ） 

心を豊かにするには、 

 どんな行動をしていけばいいと思いますか。 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

今日の学習でどんなことを感じましたか？ 

どんなことを考えましたか？ 
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（２）2時間目：「心と体のかかわり」 
 
【本時のねらい】 

○心と体が互いに深く影響し合っていることを理解する。 

 

 

段

階 
学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

 

 

は

じ

め 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

な

か 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

5 

分 

○ウォーミング･アップ※１ 

・風船ドッキリゲームを行う。 

 

【学習内容】  

 心と体は互いに深く影響し合っていること 

 

 

 

○心が変化したときの体の変化 

・心が変化したときの体の変化について自由に意

見を短冊カードに書き出す。 

ブレインストーミング（カード）※２ 

・班ごとに出したことがらを整理し、黒板に短冊カ

ードを貼り出す。 

 

 

 

○体が変化しときの心の変化 

・体が変化したときの心の変化について自由に短

冊カードに意見を書き出す。 

ブレインストーミング（カード） 

・班ごとに出したことがらを整理し、黒板に短冊

カードを貼り出す。 

 ・心と体の変化について学習カード※３にまとめ

る。 

・心と体は神経でつながり、お互いに影響し合っ

ていることを理解する。 

 

 

 

○元気よく過ごすために心がけたいこと 

・元気よく過ごすためにはどんなことに気を付け

れはいいかを班の中でできるだけ多く考える。

ブレインストーミング 

・出てきた意見の中から、自分でやってみた方が

いい思うことを、学習カード※４に書く。 

・発表する。 

 

○学習の振り返り 

・今日の学習で感じたり考えたりしたことを、学

習カードに記入する。 

 

・自分の心を十分に開放できるような雰

囲気を作る。 

 

 

 

 

 

 

・「運動会でダンスを踊る前、緊張したと

き体にどんな変化がありましたか」 

・良いとき悪いとき、どちらも考えられ

るような問いかけをしていく。 

 

 

 

 

 

・「病気になったとき、心にどんな変化が

ありましたか」 

・班ごとの発表から自分の班との共通点

を見付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ブレインストーミングにおける自由な

発想を大切にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・書けない児童には話し合いの様子を思

い出させるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】 

①心と体の関わりについ

て、自分の考えを記録し

ようとしている。 (観

察･短冊カード) 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判】 

②心と体の関わりについ

て、学習したことを日常

生活に当てはめている。 

(学習カード･観察) 

 

 

【知・理】 

②心の状態が体に影響し、

体の状態が心に影響を

及ぼすことを言ったり

書き出したりしている。

(学習カード･観察)  

発問 心が変化すると 体にどんな変化があらわれるだろう？ 

発問 体が変化すると 心にどんな変化があらわれるだろう？ 

発問 元気よくすごすためには、どんなことを心がければよいでしょう？ 

１時間目の話し合い、２時

間目のブレインストーミン

グ等により、意見を交換し

やすい環境を整えた上で、

発表を促す。 
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〈授業の工夫〉  
※１ ウォーミングアップ 
ここでは、風船ドッキリゲームを行い、心と体の関わりに気付くきっかけ作りにします。      

   ○風船ドッキリゲーム 
    ・膨らませた風船に貼り付けられたガムテープを風船を割らないようにはがします。 
   
※２ ブレインストーミング(カード) 
ここでは、心と体の関係について、自分の経験から、カードによるブレインストーミングを行います。その
際に、グループの意見として整理する作業を取り入れることで、意見交換を行う場を設けます。その後、ブレ
インストーミングを行うという流れにより、最後のブレインストーミングは活発化します。 
   
 

心が変化すると体は・・・体が変化すると心は・・・                          ※３ 

どのように変化するのかな？ 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

           ※４ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

元気の木 

元気で過すためにはどんなことに気をつけたらよいでしょうか？ 
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（３）3時間目：｢不安や悩みへの対処｣ 
 
 【本時のねらい】 

○不安や悩みがあるこということは誰もが経験することであり、そうした場合には、周りの人に話す、相談して

気を楽にする、仲間と遊ぶ、運動したり音楽を聴いたりして気分を変えるなどいろいろな方法があり、自分に

合った仕方で対処できることを理解する。 

 

 

段

階 
学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法 

 

 

は

じ

め 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

な

か 

 

25 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

10

分 

 

 

○ウォーミング･アップ※１ 

・電線ゲームを行う。 

 

【学習内容】 

不安や悩みがあるこということは誰もが経験する

ことであり、そうした場合には、周りの人に話す、相

談して気を楽にする、仲間と遊ぶ、運動したり音楽を

聴いたりして気分を変えるなどいろいろな方法があ

り、自分に合った仕方で対処できること 

 

 

 

○不安や悩みの原因 

・どんな悩みや不安が考えられるかを班の中ででき

る限り多く考える。 

ブレインストーミング(ｶｰﾄﾞ)※２ 

・グループの中で事例を整理し、短冊カードに書く。

 

 

 

○不安や悩みへの対処 

・出てきた悩みや不安への対処を個人で考える。ケ

ーススタディ※３ 

・対処方法を短冊カードに書き、事例カードの下に

貼り付ける。 

・他の班の事例と対処方法を見る。 

・悩みや不安はみんなが経験することであることを

理解する。 

 

 

 

 

 

・他の人の意見も参考にしながら、悩みや不安があ

るときにはどういう行動をとればいいかを考え、

学習カード※５に記入する。 

・発表する。 

 

○学習の振り返り 

・今日の学習で感じたことや考えたことを、学習カ

ードに記入する。 

・自分の心を十分に開放できるような雰囲

気を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ブレイン･ストーミングにおける自由な

発想を大切にする。 

・どんな悩みや不安なのかを具体的に書く

ように促す。 

 

 

 

 

 

・ブレインストーミングで出てきた内容で

事例として適しているものを選び、事例

カードとする。 

・２つの班に１人ずつアドバイザーが付

き、具体的なアドバイスをする。 

 

 

 

 

 

・ 

 

・他の人の意見やアドバイザーの話を参考

にしながら、どのようにしたらよりよい

か、前向きな姿勢で考えていけるように

働きかける。 

 

・書けない児童にはケーススタディの様子

を思い出させるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判】 

③不安や悩みへの対処の

仕方について､仲間やア

ドバイザーの話しをも

とに､予想したり比べた

りしている。（短冊カー

ド･観察） 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】 

③不安や悩みへの対処の

仕方について、発言･発

表しようとしている。

（観察） 

【知・理】 

③不安や悩みは誰でも経

験することであり、その

対処の仕方にはいろい

ろな方法があることを

言ったり書き出したり

している。(観察･学習カ

ード)  

発問 あなたの不安や悩みの原因には、どんなものがあるだろう？ 

発問 あなただったら、こんな不安や悩みがあるときには、どうしていますか？ 

養護教諭､教諭がアドバイザ

ー※４として参加 

発問 不安や悩みがあるときに、どのようにしたらよいと思いますか？ 
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〈授業の工夫〉 
 
※１ ウォーミングアップ 
ここでは、電線ゲームを行い、不安や悩みの対処に、友達の存在が大切であることに気付くきっかけとしま
す。      

   ○電線ゲーム 
・円になって座り、電流が通るイメージで手をできるだけ早く握っていき､３周まわるのにどちらが早く
できるかを競う。 

※２ ブレインストーミング（カード） 
   ここでは、自らの不安や悩みをカードに書き出し、グループで整理することによって友達との共通点や違い
に気付くことを目的とします。また、その中から、事例として適当なものを教師が選び、次のゲーススタディ
に結び付けるようにします。 
※３ ケーススタディ（事例研究） 

     ここでは、教師が選んだ児童の中から出された不安や悩みに対して、どのように対処するかを考えること
によって、友達の考え方や気持ちに気付くようにします。 

※４ アドバイザー 
ここでは、養護教諭や他の教諭がアドバイザーとして関わることで、個々に考えた対処の方法について具体
的なアドバイスを行うことができます。 

 

    ※５ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小学校５年生の「心の健康」で、児童は初めて自分の内面と向き合います。10歳～11歳は、心が大きく 

変化をする時期と言われています。自分の心の成長によって、逆に不安や悩みが出てくるこの時期に、自分の 

心の中をのぞくこと、そして体験や感情を周りの児童や大人と共有することで、大人へのステップを踏み出す 

ことができると考えます。「児童の内面のことなので、意見交換がしにくく、教師の教え込みになってしまう」、 

「具体的な個人への課題に入りにくく全体的な活動になってしまう」といった課題に対する解決の糸口として、 

今回は「対話」を意識した授業を提案しました。また、気付きを大切にしながら、学習するべき内容を知識と 

して、定着するように必ず学習カードに記入するようにしました。 

今回の授業案での工夫については、特別な準備が必要なものではなく（アドバイザーについては事前のお願 

いと打ち合わせが必要ですが）取り入れやすいものです。教えるべき内容を授業者が押さえた上で、目的に沿 

って取り入れることで、児童の学びに有効に働くと思います。 

不安やなやみにはどのように対しょしますか？ 
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（２） 中学校「精神機能の発達と自己形成」・「欲求やストレスへの対処と心の健康」        

 
「精神機能の発達と自己形成」 
 

１ 単 元 名 心身の機能の発達と心の健康「精神機能の発達と自己形成」（第１学年 2時間） 

２ 単元目標 

 （１） 知的機能、情意機能、社会性の発達と自己形成について、仲間と意見交換したり、資料を調べたり、

記録したり、発表しようとしている。（関心・意欲・態度） 

 （２） 知的機能、情意機能、社会性の発達と自己形成について、自分の経験や仲間との意見交換をもとに、

整理・分析をし、今後の取り組みについて判断することができる。（思考・判断） 

 （３） 知的機能、情意機能、社会性などの精神機能は、生活経験などの影響を受けて発達すること、思春

期においては、自己の認識が深まり自己の形成がなされることについて言ったり書き出したりできる。

（知識・理解） 

３ 評価規準 

 （１）単元の評価規準 

  

（２）学習活動における具体の評価規準（学習場面における具体の学びの姿） 

 健康・安全への 

関心・意欲・態度 

健康・安全についての 

思考・判断 

健康・安全についての 

知識・理解 

 

 

Ａ○ 

 
①～自ら進んで関心を持ち､分類
しようとしている｡ 
②～自ら進んで発言しようとし
ている。 
③～誰に対しても進んで記入し
ようとしている。 

 
①～、適切に整理・分析している。 
②～、自分の考えを加えて、適切な自分
の取り組みを考えている。 
③～、適切な具体例を挙げてまとめてい
る。 

 

 
①②～具体例を挙げ、わかりやすく説明
している。 
 

 

 

Ａ 

 

 
①～関心を持ち､分類しようとし
ている｡ 
②～進んで発言しようとしてい
る。 
③～進んで記入しようとしてい
る。 

 
①～、整理・分析している。 
②～、自分の考えを加えて、自分の取り
組みを考えている。 
③～、具体例を挙げてまとめている。 

 

 
①②～説明している。 
 

 

 

Ｂ 

 

 
①知的機能、情意機能、社会性に
ついて分類しようとしている。 
②周囲との関わり方の変化につ
いて、発言しようとしている。 
③相手の良いところを見付け、記
入しようとしている。 

 

 
①それぞれの年代における知的機能、情
意機能、社会性の違いについて、自分
の経験や仲間との意見交換をもとに、
整理している。 
②心を豊かに発達させるための、自分の
取り組みを考えている。 
③これからの自己形成について、自分な
りの考えをまとめている。 

 
①心は知的機能、情意機能、社会性等の
精神機能の総体としてとらえ、大脳の
発達とともに発達することについて
言ったり、書き出したりしている。 
②思春期には自己の認識が深まり、自己
形成がなされることを言ったり、書き
出したりしている。 
 

 

 

Ｃ 

 

 
①～支援を受けながら分類しよ
うとしている｡ 
②～指名されてから発言しよう
としている。 
③～支援を受けながら記入しよ
うとしている。 

 
①～、不十分な整理になっている。 
②～、自分としての取り組みを考えられ
ずにいる。 
③～、考えをまとめられずにいる。 

 
①②～断片的に言ったり、書き出したり
している。 
 

 

Ｃ△ 

 
①～取り組もうとしない｡ 
②～発言しようとしない。 
③～記入しようとしない。 
 

 
①～、整理ができずにいる。 
②～、全く考えられずにいる。 
③～、全く考えられずにいる。 

 
①②～言ったり、書き出したりできずに
いる。 

健康・安全への関心・意欲・態度 健康安全についての思考・判断 健康・安全についての知識・理解 
 
知的機能、情意機能、社会性の発達と
自己形成について仲間と意見交換した
り、記録したり、発言したりしようとし
ている。 
 

 
知的機能、情意機能、社会性の発達と
自己形成の内容について、自分の経験や
仲間の意見をもとに整理し、今後の取り
組みについて考えたり、判断したりして
いる。 

 
知的機能、情意機能、社会性などの精
神機能は生活経験などの影響を受けて発
達すること、思春期においては自己の認
識が深まり、自己形成がなされることに
ついて言ったり書き出したりしている。
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４ 指導と評価の計画 

学習活動における具体の評価規準 時 

 

間 

小

単

元 

学習内容と活動 関心・意
欲・態度 思考・判断 知識・理解 

評価方法 

１ 

知

的

機

能

・

情

意

機

能

・

社

会

性

の

発

達 

 

 

【学習内容】 

〇心は知的機能、情意機能、社会性の総体であり、

それらは経験や学習などの影響を受けながら大脳

の発達とともに発達すること 

 

【学習活動】 

１ 知的機能、情意機能、社会性に関するカードを

分類し黒板に貼り付けていく。 

２ 知的機能、情意機能、社会性の発達についてグ

ループで話し合い発表する。 

３ 精神機能は大脳の発達とともに発達することを

ワークシートに記入する。 

４ 今後の自分の取り組みを考えワークシートに記

入する。 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
① 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
① 
 
 
 
 ② 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
① 

 

【関心・意欲・態度】 

観察 

【思考・判断】 

 ワークシートの記述 

 観察 

【知識・理解】 

 ワークシートの記述  

 

２ 

社

会

性

の

発

達

・

自

己

形

成 

 

 

【学習内容】 

〇中学生期になると、自己を客観的に見つめ、他人

の立場や考えを理解できるようになること 

〇中学生期になると、物の考え方や興味・関心を広

げ、次第に自己を認識し、自分なりの価値観を持

てるようになること 

  

【学習活動】 

１ 思春期になって情意的、社会的に変わってきた

ことについて発表する。 

２ 自分の性格についてアンケートを行い、客観的

に見つめてみる。 

３ 相手の良いところをカードに記入する。 

４ これからどのように自己形成していくか考えワ

ークシートに記入する。 

５ 自己形成についてまとめワークシートに記入す

る。 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
②  
 
  
 
③ 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

 

【関心・意欲・態度】 

観察 

【思考・判断】 

 ワークシートの記述 

【知識・理解】 

 ワークシートの記述  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
僕たちも 

成長したね! 
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５ 授業展開（2時間扱い） 

（１）１時間目：知的機能、情意機能、社会性の発達 

 
【本時のねらい】 

   〇心は知的機能、情意機能、社会性の総体であり、それらは経験や学習などの影響を受けながら大脳の発達と 

     ともに発達することを理解する。 

  

段

階 
学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

導

入 

 

10 

分 

 
○ワークシート1 

 知的機能、情意機能、社会性について

分類する。 

  
○発表する。 

（黒板にカードを貼り付けていく） 

 

 

 

・ワークシート１  

  

 

・カードを作成し黒板に貼り付けられる

ようにする。  

・知的機能は認知、記憶、言語機能判断

など、情意機能は感情や意志などがあ

ること、社会性は家族や友人関係が挙

げられることを確認する。 

 
【関心・意欲・態度】 

①的機能、情意機能、社会性に

ついて分類しようとしてい

る。（観察） 

展

開 

 

 

30

分 

 

【学習内容】 

知的機能、情意機能、社会性は生活経
験や学習などの影響を受けながら発達す
ること 

 

 

 

○ワークシート１ 

 赤ちゃん、小学生、中学生の知的機能、

情意機能、社会性の発達について、そ

れぞれの違いをグループでディスカッ

ションする。 

 

〇グループ毎発表する。 
 ・知的機能について 

 ・情意機能について 

 ・社会性について 

 

 

【学習内容】 
 心は知的機能、情意機能、社会性等の
精神機能の総体として捉えられ、大脳の
発達とともに発達すること 
 

〇問答を繰り返しながら学習内容を理解

し、ワークシート１に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート１ （グループ用） 

 Ａ３版グループディスカッション用

を準備する。 

 

 

 

・各機能や社会性はさまざまな経験や

学習によって発達していくことを理

解できるように、発表内容をもとに

問答していく。 

 

 

 

 

 

 

・心は知的機能、情意機能、社会性の精

神機能の総体として捉え、大脳の発達

とともに発達することを説明する。 

（必要に応じて、大脳の働きと神経細胞

のからみ合いについて説明する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断】 

①それぞれの年代における知的

機能、情意機能、社会性の違

いについて、整理している。

（観察、ワークシートの記述）

 

 

 

 

 

 

 

【知識・理解】 

①心は知的機能、情意機能、社

会性等の精神機能の総体とし

てとらえ、大脳の発達ととも

に発達することについて言っ

たり、書き出したりしている。

（ワークシートの記述）   

ま

と

め 

 

10 

分 

 

 

 

〇心の発達（自分の取り組み） 

知的機能を高める方法 

 情意機能を高める方法 

 社会性を高める方法を考えワークシー

ト１に記入する。 

 

○次回の説明を聞く。 

 

 

 

 

 

 
・次回は、自分を客観的に見つめ、これ
からの自分について考えることを伝
える。 

 

 

【思考・判断】 

②心を豊かに発達させるための

自分の取り組みを考えてい

る。 

（ワークシートの記述） 

問答例 

赤ちゃんから小学生、中学生と大

きくなるにつれ、なぜことばの数が

増えていくのですか。 

      知的機能、情意機能、社会性について、赤ちゃん、小学生、中学
生の特徴を話し合ってみよう。 

発問１ 

     本時の学習内容を踏まえ、心を豊かに発達させるための取り組み 

（方法）を考え、まとめよう。
発問２ 

           分 類 

知的機能 

情意機能  カードを貼り付ける

社会性 

板書例 
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＜授業の工夫＞ 

○ 知的機能、情意機能、社会性の発達については、ワークシートを活用して、自分の考えを書き出した

り、整理したり、グループでの話し合いが活発に行われたりするように工夫します。また、1枚のワー

クシートに1時間の内容が全て記入できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

○ 生徒の意見を引き出し、問答をしながら学習を進めていく工夫をします。 

     

   例えば 

    教師の問いかけ 「<判断する>は知的機能、情意機能、社会性のどの機能に属しますか？ 

 

    生徒の反応   「知的機能です。」  教師の問いかけ 「なぜそう思うのですか？」  

 

※ 問答を繰り返し生徒の意見を整理しながら、知的機能について説明を加えていきます。 

 

    教師の問いかけ 「赤ちゃんの判断力、小学生の判断力、中学生の判断力の違いは何でしょう？」 

 

    グループディスカッションで、自由に意見を出し合います。 

 

     ※ 各グループの意見を基に問答を繰り返し生徒の意見を整理しながら、大脳の発達と各機能の発

達が関係していることをわかりやすく説明していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１ 次の①～⑮を知的機能と情意機能と社会性に分類しましょう。 

   ①相談にのる ②判断する ③うれしい ④覚える ⑤仲良くする ⑥腹立たしい ⑦責任を持つ ⑧恥ずかしい  

⑨理解する  ⑩進んで取り組む ⑪楽しい ⑫考える ⑬悲しい ⑭ルールを守る ⑮ことばをつかう 

  

Ｑ２ 赤ちゃんの時、小学生の時、そして中学生になった君たちの知的機能、情意機能、社会性の違いについて、グループで自由に話し合っ

てみよう。 

 

Ｑ３ 心を豊かに発達させるための取り組み（方法）を考え、まとめよう。 

 

 分 類 赤ちゃん 小学生 中学生 取り組み（方法） 

知

的

機

能 

 

    

情 

意 

機 

能 

 

    

社 

会 

性 

 

    

ワークシート１ 

１年   組   番 氏名 
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（２）２時間目：社会性の発達、自己形成 

 
【本時のねらい】 

   〇中学生期になると、自己を客観的に見つめ、他人の立場や考えを理解できるようになることや、物の考え方 
    や興味・関心を広げ、次第に自己を認識し、自分なりの価値観を持てるようになることを理解する。 

 

段

階 
学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

導 

入 

 

10

分 

 
 

 

 

○自由に発言する。 

 

 

 

 

 

・自由に意見を発表できるようにする。

 

・生徒の発言より具体例を挙げ、自立し

ようとする傾向の現れであることを

説明する。 

 

 
 

【関心・意欲・態度】 

②周囲との関わり方の変化に

ついて、発言しようとしてい

る。（観察） 

展 

開 

 

 

 

 

30 

分 

 
【学習内容】 
中学生になると自己を客観的に見つめ
たり、他人の立場や考え方を理解できたり
すること 
 

○アンケートに記入する。 

  （ワークシート２） 

 

○友人の良いところを記入する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「ありのままの自分」を記入する。 

  （ワークシート２） 

 

【学習内容】 

 物の考え方や興味・関心を広げ、次第に

自己を認識し、自分なりの価値観を持てる

ようになること 

 

 

 

 

〇「これからの自分」を記入する。 

（ワークシート２） 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート２  

  性格アンケート 

 

良いところ探しカード 

①カードを５枚、全員に配る。 

②カードの交換をし、相手の良いところ

を記入し、カードを返す。 

③５人とカードの交換をする。 

(状況に応じて5人でなくても良い) 

 

 

 

 

・「ありのままの自分」を受け入れるこ

とが大切であることを説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 

③相手の良いところを見付け、

記入しようとしている。 

（観察） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断】 

③これからの自己形成につい

て、自分なりの考えをまとめ

ている。 

（ワークシートの記述）  

ま

と

め 

 

10

分 

 

○自己形成について、ワークシート２に 

 記入する。 

 
○アンケートに記入する。 

 （「欲求やストレスへの対処」で利用す

るため） 

 

○次回の予定を聞く。 

 

・悩んだり試行錯誤を繰り返したりし

ながら社会性の発達とともに自己形

成されていくこと、それらの発達に

は個人差があることに触れる。 

 

 

 

・次回は、欲求やストレスへの対処につ

いて学習することを伝える。 

 

【知識・理解】 
②思春期には自己の認識が深
まり、自己形成がなされるこ
とをワークシートに記入し
ている。 
（ワークシートの記述） 

 最近、親や周囲の大人の人との関わり方が変わってきたと思うこと

はありませんか。     
発問１ 

  アンケートの結果やカードの内容を踏まえ、「ありのままの自分」を

書いてみよう。 
発問２ 

     自分らしさを築いていくためには、これからどのようなことが大切

ですか。 
発問３ 

  さんの良いところは 

   ○○○   です。 

そんなところが大好きです。 

良いところ探しカード 
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＜授業の工夫＞ 

○ 中学校1年生は、心の発育について個人差が大きく、共通理解を図ることが難しい単元です。ま

た、中学生の時期は、周囲の目が気になりだし、人前で自分の思っていることをうまく言えなかっ

たり、受身になってしまったりするため、生徒の主体的活動を促す工夫が必要となります。 

そこで、自分自身を客観的に捉えることができるように、簡単な性格アンケートと仲間から見た

自分の良いところを挙げてもらう活動（良いところ探し）を行います。「良いところ探し」は、穏

やかな雰囲気の中で行われるように配慮してください。 

    悩み思考錯誤しながら自己形成していくこと、個人差があることなどは、教師の経験談などを交

えて話をしていくと効果的です。     

   

 

 

 

Ｑ１ 性格アンケート   

 

   〇あきやすいほうか、根気があるほうか 

      あきやすいほう      どちらともいえない     根気があるほう 

    

   〇しりごみをするほうか、自分から進んで何かをするほうか 

      しりごみをするほう    どちらともいえない     自分から進んで何かをするほう

 

   〇自分勝手なほうか、思いやりがあるほうか 

      自分勝手なほう      どちらともいえない     思いやりがあるほう 

 

   〇人をたよりにするほうか、自分で何でもやるほうか 

      人をたよりにするほう   どちらともいえない    自分で何でもやるほう 

 

Ｑ２  「ありのままの自分」 

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

 

Ｑ３ 「これからの自分」 

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

                                     

 

まとめ 

 

 

１年   組   番 氏名 ワークシート２ 

事前アンケート「ストレスの対処」 
Ｑ：あなたがストレスを感じるのはどのようなときですか。 
 
 
 
★これからの授業に生かすためにアンケートを実施します。あてはまるところに○をつけてください。     
                        
①あなたの体は健康ですか？    

ア とてもそう  イ わりとそう  ウ どちらでもない  エ あまりそうでない  オ 全くそうでない 
 
 
 
②あなたの心は健康ですか？   

 ア とてもそう  イ わりとそう  ウ どちらでもない  エ あまりそうでない  オ 全くそうでない 
 
 
 
③何か不安を感じますか？     

 ア とてもそう  イ わりとそう  ウ どちらでもない  エ あまりそうでない  オ 全くそうでない 
   
 
 
④何か悩みがありますか？     

 ア とてもそう  イ わりとそう  ウ どちらでもない  エ あまりそうでない  オ 全くそうでない 
   
 
 
⑤ストレスを感じますか？      

ア とてもそう  イ わりとそう  ウ どちらでもない  エ あまりそうでない  オ 全くそうでない 
 
 
⑥ストレスの強さはどうですか？    

ア 強く感じる    イ 感じる     ウ 少し感じる     エ 感じない     オ 分からない 
   
 
⑦ストレスの頻度はどうですか？   

 ア いつもある   イ ときどきある   ウ たまにある   エ ほとんどない   オ 分からない 
   
 
⑧ストレスは解消されていますか？   

ア すべて解消   イ だいたい解消   ウ あまり解消されない   エ ほとんど解消されない  
オ 分からない 

 ＜それはなぜですか？＞ 
 

 ＜それはなぜですか？＞ 
 

＜どのようなことに不安を感じますか？＞＜どのような悩みがありますか？＞
 

＜どのような悩みがありますか？＞ 
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「欲求やストレスへの対処と心の健康」 

 

１ 単 元 名 心身の機能の発達と心の健康「欲求やストレスへの対処と心の健康」（第１学年 3時間） 

２ 単元目標 

 （１） 欲求やストレスに適切に対処すること、心身の調和を保つことが大切であることについて関心を持

ち、仲間と意見交換したり、ワークシートに記入したりしようとしている。（関心・意欲・態度） 

 （２） 欲求やストレスに適切に対処すること、心身の調和を保つことが大切であることについて、自分の

知識や体験、仲間の意見などをもとに、課題や解決方法を考え、選択すべき行動を判断することがで

きる。（思考・判断） 

（３） 心の健康を保つには、欲求やストレスについて知り、それらに適切に対処することが大切であるこ

と、心の健康を保つためには心身の調和を保つことが大切であることについて言ったり書き出したり

できる。（知識・理解） 

３ 評価規準 

 （１）単元の評価規準 

  

（２）学習活動における具体の評価規準（学習場面における具体の学びの姿） 

 健康・安全への 

関心・意欲・態度 

健康・安全についての 

思考・判断 

健康・安全についての 

知識・理解 
 
 
 
Ａ 
 

 
①～自ら進んで記入しようとし
ている。 
②～自ら進んで発言しようとし
ている。 
③～仲間に働きかけながら意見
交換をしようとしている。 
 

 
①～、適切に整理・分析している。 
②～、仲間との意見交換をもとに、適切
なものを考え､見付けている。 
③～自分の状況応じた適切な行動を選
んでいる。 
 

 
①②～具体例を挙げ、わかりやすく言っ
たり、書き出したりしている。 
 

 
 
 
 
Ａ 
 

 
①～進んで記入しようとしてい
る。 
②～進んで発言しようとしてい
る。 
③～進んで意見交換をしようと
している。 

 
①～、わかりやすく整理・分析している。
②～、仲間との意見交換をもとに、考え､
見つけている。 
③～自分の状況に応じた行動を選んで
いる。 
 
 

 
①②～説明を入れながら言ったり、書き
出したりしている。 
 

 
 
 
 
Ｂ 
 

 
①ストレスについて関心を持ち、
発言しようとしている。 
②精神と身体の密接な関係につ
いて興味を持ち、ワークシート
に記入しようとしている。 
③心と体の状態について、仲間と
意見交換をしようとしている。 
 

 
①自分に合ったストレスの対処法を仲
間との意見交換の中から選んでいる。
②心と体の変化とその理由について、自
分の体験を整理し、分析している。 
③心の健康について考え、健康を保つた
めの行動を選んでいる。 
 

 
①ストレスの原因を知り、ストレスの対
処法を身に付けることが大切である
ことを言ったり、書き出したりしてい
る。 
②心の健康を保つためには、心身の調和
を保つことが大切であることを言っ
たり、書き出したりしている。 
 

 
 
 
Ｃ 
 

 
①～他者からの支援によって記
入しようとしている。 
②～指名されてから発言しよう
としている。 
③～断片的な意見交換に留まっ
ている。 
 

 
①～整理・分析が不十分である。 
②③～不十分、あるいは間違ったものを
選んでいる。 
 

 
①②～断片的に言ったり、書き出したり
している。 
 

 
 
Ｃ 
 

 
①～記入しようとしない。 
②～発言しようとしない。 
③～意見交換をしようとしない。 

 
①～整理・分析ができずにいる。 
②③～選べずにいる。 

 
①②～言ったり、書き出したりできずに
いる。 

 

健康・安全への関心・意欲・態度 健康・安全についての思考・判断 健康・安全についての知識・理解 
 
欲求やストレスに適切に対処するこ
と、心身の調和を保つことが大切である
ことについて関心を持ち、仲間と意見交
換したり、ワークシートに記入したりし
ようとしている。 

 
欲求やストレスに適切に対処するこ
と、心身の調和を保つことが大切である
ことについて、自分の知識や体験、仲間
の意見などをもとに、課題や解決方法を
考え、選択すべき行動を判断している。

 
心の健康を保つには、欲求やストレス
について知り、それらに適切に対処する
ことが大切であること、心の健康を保つ
ためには心身の調和を保つことが大切で
あることについて言ったり書き出したり
している。 
 

〇 

△ 
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４ 指導と評価の計画 

 

学習活動における具体の評価規準 時 

 

間 

小

単

元 

学習内容と活動 関心・意
欲・態度 思考･判断 知識･理解 

評価方法 

１ 

欲

求

や

ス

ト

レ

ス

へ

の

対

処 

 

【学習内容】 
○欲求には、生理的な欲求と心理的、社会的な欲求

があり、人間はこれらを満たそうとするが、欲求

は必ずしも満たされるとは限らないこと 

○欲求を適切に対処することによって精神的な安

定が図られること 

○ストレスの適切な対処の仕方には色々な方法が

あり、自分に合った対処法を身に付けることが大

切であること 

 

【学習活動】 
１ ストレスが、解消されるときはどんなときか発

表する。 

２ 自分に合ったストレスの対処法について考え、

ワークシートに記入する。 

３ 自分に合ったストレスの対処法と、その必要性

をワークシートに記入する。 

 

 
 
 
  
 
 
 
①  
 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 
   
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
① 

 

 

【関心・意欲・態度】 

観察 

【思考・判断】 

 ワークシートの記述 

【知識・理解】 

 ワークシートの記述 

 

２ 

 

【学習内容】 

○精神と身体には密接な関係があり、互いに様々な

影響を与え合っていること 

 

【学習活動】 
１ 心と体の関係に気付くための体験活動を行う。

２ 授業前後の心と体の変化について「振り返りカ

ード」に記入する。 

 

 
 
 
  
  
 
 
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
② 
 

 
 
 
  
 
 
 

 

 

【関心・意欲・態度】 

観察 

【思考・判断】 

 カードの記述 

  

３ 

心

身

の

調

和

と

心

の

健

康 

 

【学習内容】 

○欲求やストレスの適切な対処により心の健康が

保たれるとともに、これらの対処の仕方に応じて

精神的、身体的に様々な影響が生じること 

  

【学習活動】 
１ 欲求やストレスによって、心と体にどの様な影

響が生じるのか、グループで話し合いをする。 

２ 心が健康とはどういう状態なのか、心の健康を

保つためにはどうすればよいか、グループで話し

合う。 

３ 心の健康についてワークシートにまとめる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ③ 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
③ 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
② 

 

【関心・意欲・態度】 

観察 

【思考・判断】 

 観察 

ワークシートの記述 

【知識・理解】 

 ワークシートの記述 
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５ 授業展開（３時間扱い） 

（１）１時間目：欲求やストレスへの対処 
 
【本時のねらい】 
○ 欲求には、生理的な欲求と心理的、社会的な欲求があり、人間はこれらを満たそうとするが、欲求は必ずしも満たされるとは限

らないことを理解できるようにする。 

○ 欲求を適切に対処することによって精神的な安定が図られることを理解できるようにする。 

○ ストレスの適切な対処の仕方には色々な方法があり、自分に合った対処法を身に付けることが大切であることを理解できるよう

にする。 

       

段階 学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

導 

入 

 

15

分 

○ 事前アンケート結果、見て感じたこ

とを発表する。 

 

・心身の健康状態について 
 ・授業前後の変化 

 ・ストレス解消に良いと思った活動 

・事前に行ったアンケートの結果をグ

ラフにし提示する。  

  

 

 

 
 

展 

開 

 

25 

分 

【学習内容】 

欲求には、生理的な欲求と心理的、社

会的な欲求があり、人間はこれらを満た

そうとするが、欲求は必ずしも満たされる

とは限らないこと 

○「～したい」という文をワークシート

に５つ書く。 

○１つをカードに書き、掲示する。 

（黒板にカードを貼り付けていく） 

 

【学習内容】 

欲求を適切に対処することによって精

神的な安定が図られること、ストレスの適

切な対処の仕方には色々な方法があり、

自分に合った対処法を身に付けることが

大切であること 

 

 

 

○ストレスの対処法を考える。 

・個人で対処法を考え、ワークシート

に記入する。 

 

・個々の対処法を持ち寄り、グループ

で話し合う。 

 ★グループおすすめベスト３ 

 ★珍しいけどやってみたいこと 

 

・グループとして話し合ったことを発

表する。 

 

・個人で再度対処法を考え、取り入れ

たい対処法をワークシートへ記入

する。 

 

 

  

 

 

・ワークシートを配付する。 

・カードを1枚ずつ配付する。 

・カードを生理的欲求、心理的欲求、

社会的欲求に分類し、欲求について

説明する。  

・ストレスについて説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループワークシートを配付する。

・付箋に記入し、できるだけたくさん

の対処法を挙げるように促す。 

・出された意見に対して否定的になら

ず、認め合うように声かけをする。

 

・グループおすすめベスト３を板書す

る。 

 

・グループでの話し合いや発表で出さ

れた対処法を参考に、具体的な実践

につながるように配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 

①ストレスについて関心を持ち、

発言しようとしている。 

（観察・ワークシートの記述） 

 

 

 

【思考・判断】 

①自分に合った対処法を仲間と

の意見交換の中から選んでい

る。 

（ワークシートの記述） 

ま

と

め

10

分 

〇ストレスの原因とその対処法につい

て整理し、ワークシートに記入する。 

 
 

○次回の予定を聞く。 

 

 

 

・次回は、心身の調和と心の健康につ

いて学習することを伝える。 

【知識・理解】 

①ストレスの原因を知り、自分に

合ったストレスの対処法を身

に付けることが大切であるこ

とを理解し、ワークシートに書

き出している。（ワークシート

の記述）  

 

 発問１    ストレスの対処法について具体的に挙げてみよう。 



 53

＜授業の工夫＞ 

○ 前時、体育館で行った体ほぐし運動での体験をもとに、授業前後の心の変容についての結果を示しな

がら仲間同士で実際にストレスが解消される場面や感覚について自由に意見を出し合えるようにします。  

また、個人で考える場面とグループで話し合う場面を組み合わせ、いろいろな意見を聞く中で、自分に

合ったストレス解消法を選択できるようにします。 

話し合いの内容をわかりやすくするためにワークシートを活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレインストーミング 

  （ブレインストーミングでできるだけ多くのアイディアを出します。） 

ストレス対処法で効果があると思われる方法を、できるだけ多く付箋
ふせん

に書き出し、グループで

持ち寄ります。出された意見に対して良い悪いの判断はしません。 

  

 

年   組   番  氏名                       

 

◆ストレスへの対処 

Q「～したい」という文を５つ書いてみよう 

 

 

 

                                                   

 

Qあなたは、どんなことをするとストレスが解消されますか？ 

 

 

 

 

 

 

★グループでの意見交換 

●グループのメンバーから出されたストレス対処法 

 

 

  

 

 

→ 効果大ベスト３                                      

→ 珍しいけどおすすめ                                  

→ 仲間の意見を参考に取り入れてみたい対処法を具体的に記入しよう。 

※いつ、どこで、誰と、何を、どんなふうにやるのか書いてみよう 
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（２）２時間目：心身の調和と心の健康 

 
【本時のねらい】 
○ 精神と身体には密接な関係があり、互いに様々な影響を与え合っていることを理解する。 

 

  

段階 学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

導 

入 

5 

分 

 
○「体ほぐしの運動」振り返りカードを 

 記入する。 

 ・授業前の心と体の状態を記入 

 

 

・「体ほぐしの運動」振り返りカードの

作成する。 

 
 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

35 

分 

 

【学習内容】 

精神と身体には密接な関係があり、互い

に様々な影響を与え合っていること 

 
○心と体の関係に気付くための体験活動

（体ほぐしの運動）を行う。 

・深呼吸 

・ペアでストレッチ 

・肩たたき 

・マッサージ 

・ジャンケン遊び 

・あんどこ 

・ペアで勝負 

・円形活動 

 

○「体ほぐしの運動」振り返りカードを 

 記入する。 

 ・授業後の心と体の状態を記入 

 

 

 

○「体ほぐしの運動」振り返りカードを 

 記入する。 

 ・授業後の心と体の変化とその理由 

 

  

 

 

 

 

・「体ほぐしの運動」の具体的な内容に

ついては別紙参照 

 

・前半はゆったりと気持ちが休まる音楽

をかける。 

 

・ゲームを取り入れペアやグループで楽

しみながら活動できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 

②精神と身体の密接な関係につ

いて興味を持ち、ワークシート

に記入しようとしている。（観

察） 
 

【思考・判断】 
②心と体の変化とその理由につ
いて、自分の体験を整理し、
分析している。 
（振り返りカードの記述）  

ま

と

め 

 

10 

分 

 

○精神と身体には密接な関係があり、互い

に様々な影響を与え合っていることに

ついて説明を聞く。 

 

○次回の予定を聞く。 

 

 

 

 

・次回は、ストレスの対処法について考

えることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発問１  振り返りカードを見て、授業前と授業後の心と体の変化を挙げ、そ

の理由を考えてみよう。 
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＜授業の工夫＞ 

  ○ 心と体には密接な関係があることを理解できるように、「体ほぐしの運動」を取り入れます。「体ほぐ

しの運動」は心と体の関係がわかりやすいもの、仲間との関わりによって楽しめるものを選び、静的な

活動と動的な活動を取り入れ構成します。また、授業前と授業後の心と体の変化がわかるように振り返

りカードに記入します。 

 

 

★リラックスできることの体験 ～体ほぐしの運動を通して～ 
１ 深呼吸 
仰向けに寝た状態で両手をそっと腹の上にのせて 
〇すうときは鼻からゆっくり、新しい空気をいっぱい体の中に入れる 
〇２秒くらい止める 
〇吐くときは口からゆっくり、ゆっくり、吸った空気を全部吐ききる 
〇すっかり吐ききったら、また鼻から吸う〈自分の体のリズムでくり返す〉 

   ※できるようになったら、浅い呼吸など違うリズムでもやってみる 
２ ペアでストレッチ 
①座位背中合わせ：背中で前屈、ひねり、ひねって手を合わせる 
②座位向かい合い：長座で手つなぎ、開脚で手の引き合い 
③立位：向かい合い互いに肩を持って⇒ねじる、横向き体側伸ばし、背中に乗せて 
３ 肩たたき 
うつぶせの相手に：卵を持ったときのように軽く握った手で 肩⇒腰⇒肩⇒頭 

手を開いて軽くチョップ  脚、臀部 
手のひらで軽くパタパタ  相手が気持ちよくなる強さで 

４ マッサージ 
手のひら全体でもみほぐす、親指やその付け根で圧迫する ※末端から心臓に向かって行う 
①～④はゆったりと気持ちが休まる音楽を流す 
５ ジャンケン遊び 
「ごんべさんの赤ちゃんが風邪ひいた」を歌いながら  手で⇒脚で⇒先生と脚ジャンケン 
６ あんどこ 
「あんたがたどこさ･･･」を歌いながら  ペアで⇒人数を増やして 
７ ペアで勝負！ 
①向かい合い手でバランスくずし ②握手でバランスくずし ③握手で足の踏み合い 
④フェンシング 
８ 円形活動  
①手をつないで電流流し ②ひざタッチ ③人間イス 
 

 

 

心と体の変化がわかるようにカードを

作成します。 

また、全体集計をして、心と体の変化

が数値や図としてわかるようにすると

効果的です。 

心と体の状態

6

22

24

8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業前

授業後

A最高 Bふつう C今日はダメ
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（３）３時間目：心身の調和と心の健康 

 
【本時のねらい】 

   ○ 欲求やストレスの適切な対処により心の健康が保たれるとともに、これらの対処の仕方に応じて精神的、身体
的に様々な影響が生じることを理解する。 

 
           

 

段階 学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法 

導 

入 

 

10 

分 

○「体ほぐしの運動」振り返りカード授

業前・後の心と体の比較を見て感じた

ことを発表する。 

○ストレスについて復習する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

・「体ほぐしの運動」振り返りカード授

業前・後の心と体の比較をグラフに

し提示する。  

・テニスボールを準備する。  

・ストレスについて説明する。 
 テニスボールに力を加えると 
へこみ、力を抜けば元どおり 
になる。これと同じことが人 
間の体にも起こる。周りから 
の様々な刺激をストレッサー 
といい、それによって心身に 
負担がかかった状態をストレ 
スという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

 

 

 

20 

分 

【学習内容】 

欲求やストレスの適切な対処により心

の健康が保たれるとともに、これらの対

処の仕方に応じて精神的、身体的に様々

な影響が生じること 

 

 

 

〇グループディスカッションをしなが

ら、模造紙に心と体の状態について書

き込んでいく。 

 

〇グループ毎発表する。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

・グループに１枚模造紙とマジックを

数本準備し、自由に書き込みができ

るようにする。 
 
 
・欲求やストレスによって、精神的・

身体的に様々な影響が生じること、

心と体は密接に関係し、大脳と体の

諸器官が神経やホルモンでつながっ

ていることを説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度】 

 心と体の状態について、仲間と

意見交換をしようとしている。

（観察） 

 

ま

と

め 

 

20 

分 

  

 

 

 

 

○グループディスカッションをしなが

ら、模造紙に健康な心の状態と、心の

健康を保つための方法を書き込んで

いく。 

 

○発表する。 

 

○ 心の健康を保つためには、欲求やス

トレスに適切に対処するとともに、心

身の調和を保つことが大切であるこ

とについて説明を聞く。 

 

 

 

 

 

・グループに１枚模造紙とマジックを

数本準備し、自由に書き込みができ

るようにする。 
 
 
 
 
 

・欲求やストレスに耐え、乗り越えよ

うと努力することによって、心は強

くたくましくなっていくこと、心の

健康を保つためには、自分や周りの

人への理解を深め、欲求やストレス

に適切に対処して、心身の調和を保

つことが大切であることを説明す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断】 

 心の健康について考え、健康を

保つための行動を選んでいる。 

（観察、模造紙の記述） 

 

 

【知識・理解】 

心身の調和を保つことが大切

であることを理解し、書き出して

いる。 

（学習ノートや感想文の記述） 

発問２  心が健康だということは、どういう状態のことを言うのか。また、 

    心の健康を保つためにはどうすればよいか考えてみよう。 

発問１  中学生の時期は欲求不満やストレスを感じることが多くなりがちだが、そんな

時あなたがたの心や体の状態はどうなるか。グループで話し合ってみよう。 
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＜授業の工夫＞ 

  ○ 本時は、第１時から振り返り、単元全体のまとめをしていくため、グループディスカッションを行い、

発問に対し自由に発言できるようにします。また、心身の調和と心の健康について整理し、学習内容の

確認をするために、ワークシートを用いてまとめの内容を書き込むことができるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心身の調和と心の健康（模造紙１） 

 

心は？

体は？

中学１年生は精神的にも身体的にも個人差が大きくなる年齢であり、「心の健康に関する内容」における指導

上の課題は多岐にわたります。特に自分の内面に関わるような発言を促すことは難しいと思われます。そこで

「体ほぐしの運動」との関連を図り、みんなが同じ体験を通して感じた心と体の変化を取り上げ、様々な意見

や考え方を出し合い、気付きを促す授業作りは、生徒に興味を持たせ、自らのこととして捉えるために効果的

であると思われます。思考力・判断力の育成や知識の定着を図るためには、教科書を中心とした知識を教える

講義形式の指導方法だけでなく、教えたい内容について考えさせるような発問の工夫や、学習内容に合った指

導方法（参加型学習など）の組み合わせを試みてください。 

 
心身の調和と心の健康（模造紙２） 

 
こころ 

心の木を育てよう！ 

育て方

気分
爽快

運動をする
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（３） 高等学校「精神の健康」                     

１ 単 元 名 現代社会と健康「精神の健康」 

２ 単元目標 

（１）人間の欲求と適応機制には様々な種類があること、精神と身体には密接な関連があること、精神の健康

を保持増進するにはストレスへの適切な対処や自己実現への努力が必要であることについて、ワークシー

トに記録したり、仲間と意見交換したりしようとしている。 [関心・意欲・態度] 

（２）精神の健康を保持増進するにはストレスへの適切な対処や自己実現への努力が必要であることに

ついて、自分の経験や仲間との意見交換をもとに、課題の解決方法を考えたり、日常生活に当ては

めたりして選択すべき行動を判断することができる。 [思考・判断] 

（３）人間の欲求と適応機制には様々な種類があること、精神の健康を保持増進するにはストレスへの

適切な対処や自己実現について言ったり書き出したりできる。 [知識・理解] 

３ 評価規準 

（１）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

人間の欲求と適応機制には様々な種

類があること、精神と身体には密接

な関連があること、精神の健康を保

持増進するにはストレスの適切な対

処や自己実現への努力が必要である

ことについて、ワークシートに記録

したり、仲間と意見交換したりしよ

うとしている。 

精神の健康を保持増進するにはスト

レスへの適切な対処や自己実現への

努力が必要であることについて、自

分の経験や仲間との意見交換をもと

に、課題の解決方法を考えたり、日

常生活に当てはめたりして選択すべ

き行動を判断している。 

人間の欲求と適応機制には、様々

な種類があること、精神と身体に

は密接な関係があること、精神の

健康を保持増進するにはストレス

への適切な対処や自己実現への努

力が必要であることについて言っ

たり書き出したりしている。 

（２）学習活動における具体の評価規準と学習場面における具体の学びの姿（５段階の場合） 

 関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

Ａ○ 

①④～仲間の発言やメモなども踏ま
えて記録しようとする。 
②③～仲間に働きかけながら進んで
意見交換をしようとしている。 

①②～健康の保持増進につ
ながる適切な行動を選ん
でいる。 

①②③④～具体例を挙げて説明し
ている。 

Ａ 
①④～進んで記録しようとする。 
②③～進んで意見交換をしようとし
ている。 

①②～自分の状況に応じて
適切な行動を選んでいる。

①②③④～説明している。 

Ｂ 

①欲求とその分類、欲求不満と精神の
変化と適応機制についてワークシ
ートに記録しようとしている。 
②精神と身体には密接な関連がある
ことについて仲間と意見交換しよ
うとしている。 
③ストレスとその対処法について、仲
間と意見交換しようとしている。 
④自己の目標、自分の良いところ、仲
間の良いところ、実現に向けた道す
じについてワークシートに記録し
ようとしている。 

①ストレスの適切な対処に
ついて自分の経験をもと
に、課題の解決方法を考え
選択すべき行動を選んで
いる。 

②精神の健康を保持増進す
るための自己実現への道
すじについて仲間との意
見交換をもとに選択すべ
き行動を選んでいる。 

 

①人間の欲求には様々な種類があるこ
と、欲求不満時には精神の変化が現
れ、様々な適応機制が働くことにつ
いて言ったり書き出したりしてい
る。 
②精神と身体は密接に関連し、適度な
ストレスは精神発達上必要だが、過
度のストレスは心身に好ましくない
影響があることについて言ったり書
き出したりしている 
③ストレスの原因には様々な要因があ
り、それらの影響は人によってこと
なり、自分なりのストレスの対処法
を身に付けることが健康のために重
要であることについて言ったり書き
出したりしている。 
④自己実現の欲求の充足が精神の健康
と深く関わっていることについて言
ったり書き出したりしている。 

Ｃ 

①④～断片的な記録に留まっている。
②③～断片的な意見交換に留まって
いる。 

①②～選択すべき行動につ
いて不十分あるいは間違
ったものを選んでいる。 

①②③④～断片的に言ったり書き
出したりしている状況に留まっ
ている。 

Ｃ△ 
①④～記録しようとしていない。 
②③～意見交換しようとしていない。

①②～選択すべき行動を選
べずにいる。 

①②③～全く言えなかったり、書
き出したりできないでいる。 
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４ 指導と評価の計画 

学習活動における具体の評価規準 時

間 

小
単
元 

学習内容と活動 関心･意
欲･態度

思考･ 
判断 

知識･ 
理解 

評価の方法

１ 

欲
求
と
適
応
規
制 

【学習内容】 

○精神機能は、主として大脳によって統一的･調和的に営まれ

ていること、また、人間には様々な欲求があること。 

○欲求が満たされないときには、不安、緊張、悩みなどの精神

の変化が現れるとともに様々な適応機制が働き、精神の安定

を図ろうとすること。 

【学習活動】 
１ ワークシートを使い、自分の欲求を、一次的欲求と二次的
欲求等に分類し、さまざまな欲求、大脳辺縁系と大脳新皮質
の働きについて理解する。 

２ ワークシートを使い、欲求不満時の精神の変化と障壁につ
いて理解する。 
３ ワークシートを使い、日常生活の具体的な事例について、
様々な適応機制に分類する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 

 

【関・意・態】

観察 ワーク

シートの記述 

 

【思・判】 

 

【知・理】 

ワークシート

の記述 

２ 

心
身
の
相
関
と
ス
ト
レ
ス 

 
 
 

〜 

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処 

【学習活動】 

○人間の精神と身体は密接な関連を持っていること。 

○人間が生きていく上で、ストレスを感じること自体は自然なこ

とであり、また、適度なストレスは精神発達上必要なものだが、

過度のストレスは心身に好ましくない影響をもたらすことがあ

ること。 

【学習活動】 
１ ブレインストーミングをし、日常生活の事例を、精神の変
化が身体に影響した例、身体の変化が精神に影響した例に分
類する。 
２ ワークシートを使い、ストレスを感じたときの心身の変化
と行動について考える。 
３ グループディスカッションにより、ストレスの必要性と過
度のストレスの弊害について考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

 

【関・意・態】

観察 ワーク

シートの記述 

【思・判】 

ワークシート

の記述 

 

【知・理】 

ワークシー
トの記述 

３ 

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処 

【学習内容】 

○ストレスの原因には物理的要因や心理的要因・社会的要因など

様々なものがあること。 

○それらの影響は人によって異なり、自分なりのストレスの対処

法を身に付けることが精神の健康のために重要であること。 

【学習活動】 
１ ワークシートを使って、自己の日常生活について自己評価
をする。 
２ ブレインストーミングにより、自分のストレスの原因を要
因ごとに分類し、その要因について理解する。 
３ ワークシートを使い（ダイヤモンドランキング）、ストレ
スの感じ方は人によって異なることを理解する。 
４ ワークシートを使い、自分なりの対処法を考えるととも
に、周囲の状況を判断し、原因に対して合理的な捉え方につ
いて考えてみる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 

 

【関・意・態】

観察･ワーク

シートの記述 

 

【思・判】 

ワークシート

の記述 

 

【知・理】 

ワークシート

の記述 

４ 

自
己
実
現 

【学習内容】 

○人間の欲求の高次なものの１つとして､自分自身を高め、持

てる力を最大限に発揮したいという自己実現の欲求があり、

また、その充足が精神の健康と深く関わっていること。 

【学習活動】 
１ ワークシートを使い、自分の実現したいことと、そのため
に必要となることを書き出す。 
２ 自分を振り返り、自分自身の「良いところ」について書き
出す。 
３ クラスメートとお互いの「良いところ」を出し合い、書き
出す。 
４ 自己実現に向けた計画（自己実現の”木”）を作成する。 
５ 自己実現と健康の関連についてまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 

 

【関・意・態】

観察 ワーク

シートの記述 

 

【思・判】 

ワークシート

の記述 

 

【知・理】 

ワークシート

の記述 
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５ 授業展開（４時間扱い） 

（１）１時間目：欲求と適応機制 

 

 

 

 

段 
階 学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導
入
5
分 

○「精神の健康」の単元の学習内容と本

時の学習内容を確認する。 

・単元全体の流れと、本時の学習内容を大ま

かに説明する。 

・本日使用するワークシートを配布する。 

展
開
25
分 

 

〔学習内容〕 

精神機能は、主として大脳によって統一

的･調和的に営まれていること、また、人間

には様々な欲求があること 

 

 

 

○自分の欲求を付箋に書く。 

○人間には様々な欲求があることにつ

いて説明を聞く。 

○自分の欲求がどの種類に当たるのか

付箋をワークシート（普通紙）に貼っ

て分類する。 

○大脳には大脳辺縁系・大脳新皮質の働

きがあることについて説明を聞く。 

 

〔学習内容〕 

欲求が満たされないときには、不安、緊

張、悩みなどの精神の変化が現れるととも

に様々な適応機制が働き、精神の安定を

図ろうとすること 

 

 

 

○ワークシート（※１－１）に記入する。

○欲求が満たされない場合に精神の変

化が現れることについて説明を聞く。

 

 

○ワークシート（※１－２）に発問の答

えを記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一次的･二次的欲求、生理･自我･社会的欲

求について教科書の図を参照させながら

説明する。 

 

・大脳を図示し、その働きについて、発問し

ながら説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・欲求が満たされない場合に精神の変化が現

れること、欲求不満をもたらす様々な障壁

についても説明する。 

 

 

・書き出した自分の行動について教科書にま

とめてある「さまざまな適応機制」の図を

参照させ、その方法がどれにあたるのか考

えさせるようにする。 

ま
と
め
10
分 

○欲求不満を上手に解消するための適

応機制について説明を聞く。 

○次回の授業についての説明を聞く。 

・欲求不満を上手に解消するための適応機制

について事例を挙げながら説明する。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】 

①欲求とその分類、

欲求不満と精神の

変化と適応機制に

ついてワークシー

トに記録しようと

している。（観察･

ワークシート） 

 

 

【知・理】 

①人間の欲求には

様々な種類がある

こと、欲求不満時

には精神の変化が

現れ、様々な適応

機制が働くことに

ついて言ったり書

き出したりしてい

る。（ワークシー

ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時のねらい】 
○精神機能は、主として大脳によって統一的･調和的に営まれていること、人間には様々な欲求があることを理解する。 

○欲求が満たされないときには、不安、緊張、悩みなどの精神の変化が現れるとともに様々な適応機制が働き、精神の

安定を図ろうとすることを理解する。 

欲求不満の場合の行動について、イメージできない生徒には、具体例を挙げたり

「悩み」や「不安」に思っていることから考えさせたりしてみましょう。 

発問２「自分にどんな欲求不満があるか？欲求不満の場合、精神はどのように変化す

るだろうか？」 

発問３「欲求不満の際、どのような行動をとっているか？その方法がどのような適応規制にあたるか？」 

【予想される答え】 
○欲しい物が手に入らないと不安になる 

○時間に間に合わず、イライラする 

                      など 

発問１「自分の欲求を分類し、その理由を整理してみよう！」 

【予想される答え】 
○信頼できる友達がほしい 

人間関係→ 社会的欲求 など 

【予想される答え】  
○欲しい物が手

に入らない 
→あきらめる・わ

すれる → 抑圧

など 
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＜授業の工夫＞ 

○ 事前アンケート（※）を行い、単元前の知識の習得状況、ストレスに関する現状等を把握します。 

ワークシート「欲求不満（不安や悩み）の場合の自分の行動について記入表」（※１）を使用し、

自分の適応規制の行動パターンとその理由について自己分析をし、望ましい対処の仕方を考えるよ

うにします。また、ブレインストーミングによって、欲求についてより多くの考えを発表させるよ

うにします。 
 

※ 事前アンケート 

 
 １ 人間の欲求には様々な種類がありますが、一次的欲求（生理的欲求）とはなんですか。また、二次的欲求（自我欲求、
社会的欲求）とは何ですか。一次的欲求と二次的欲求を記入してください。 

 
（１）一次的欲求 
 
（２）二次的欲求 
 
２ あなたは、欲求が満たされず不安や悩みを感じた時、どのような行動をとっていますか。具体例をあげて答えてくださ
い。 

 
 
 
３ あなたは心と体が密接に関連していることについて興味や関心がありますか。 
YES の場合は Y、NOの場合は Nを記入してください。 

 
４ あなたは、気持ち(心)の変化が体の動きに現れた経験がありますか。また、体の変化が気持ち(心)に現れた経験があ
りますか。どちらかでもある場合は、具体例を挙げて答えてください。 

 
     （例） 勝てそうもない試合に接戦のうえ、勝つ事ができた時に、とても嬉しく思わず鳥肌がたった。 

 
 
 
５ あなたは、ストレスを感じたことがありますか。 
YES の場合は Y、NOの場合は Nを記入してください。 

 
６ あなたは、ストレスについて仲間や親などに話をしたことがありますか。 
YES の場合は Y、NOの場合は Nを記入してください。 

 
７ あなたは、ストレスを感じたときに適切な対処方法としてどのような行動をとっていますか。 
 
 
 
８ あなたは、目標をかかげその目標達成を目指し努力したことがありますか。 
YES の場合は Y、NOの場合は Nを記入してください。 

 

 

※１ ワークシート「欲求不満（不安や悩み）の場合の自分の行動について記入表」 
 
１ あなたにはどんな欲求不満（不安や悩み）がありますか？ 

欲求不満 精神の変化 

  

  

 

→

→

→  

 
２ あなたは欲求不満の場合どのような行動をとっていましたか？書き出してみよう！！ 

「～したいけど、できない」又は「～したくないけど、しないといけない」など 
適応機制の
種類 

（例１）遅刻の理由を尋ねられた時、「お母さんが起こしてくれなかった。」と人のせいにしてしまった。 合理化 

（例２）大好きな彼にふられたときは、「そんな人はいなかった。」と忘れるようにしている。 抑 圧 
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（２）２時間目：心身の相関とストレス～ストレスへの対処 

 

 

 

段 
階 学習内容と活動 教師の指導・支援 評価規準と方法

導
入
5
分 

○前時のまとめ 

○本時の学習内容の確認 

○グルーピング 

・前時の学習内容を発問しながら確認する。 

・本時の学習内容を簡単に説明する。 

・前後左右の者と４人グループを作る。 

展 

開

35

分 

〔学習内容〕 

人間の精神と身体は密接な関連を持って

いること 

 

 

 

 

○グループでブレインストーミング（カ

ード）をし、意見交換をしながら精神

の変化が身体に現れた例、身体の変化

が精神に現れた例に分類しワークシー

ト（※２－１）にカードを貼り付ける。

○精神と身体が密接に関連していること

について説明を聞き、まとめる。 

 

〔学習内容〕 

人間が生きていく上で、ストレスを感じること

自体は自然なことであり、また、適度なストレ

スは精神発達上必要なものだが、過度のスト

レスは心身に好ましくない影響をもたらすこと

があること 

 

○ストレスとは何かについて説明を聞く

 

 

 

○ストレスを感じたことと、心身の変化

と行動についてワークシート（※２－

２・３）に記入する。 

○自律神経系及び内分泌系の多くの器官が

関わっていることについて説明を聞く。

 

 

○グループディスカッション行い、代表

者が意見を発表する。 

○適度のストレスは精神発達上必要であ

ること、過度のストレスは心身症など

の弊害を引き起こすことについて説明

を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

・カードにできるだけたくさん書くよう指示

する。 

・意見交換が活発になるように、各班を回っ

て、助言する。 

 

・様々な事例をもとに、精神と身体が密接に

関連していることについて説明し、ワーク

シートに記入するよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数人に、ワークシートに記入させたこと 

を発表させて板書する。 

 

・教科書の図を参照させながら説明する。 

 

 

 

 

 

 

・PTSD(外傷後ストレス障害)について事例

を出しながら説明する。 

ま
と
め
10
分 

○次回の授業についての説明を聞く。 

 (ストレスに感じたこととその原因につ

いて) 

・次回の「ストレスの対処法」に入るにあた

りストレスに感じたこととその原因につ

いて考えてくるよう伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意・関・態】 

②精神と身体には

密接な関連があ

ることについて

仲間と意見交換

しようとしてい

る。（観察･ワーク

シート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・理】 

②精神と身体は密

接に関連し、適度

なストレスは精

神発達上必要だ

が、過度のストレ

スは心身に好ま

しくない影響が

あることについ

て言ったり書き

出したりしてい

る（ワークシー

ト） 

【本時のねらい】 
○人間の精神と身体は密接な関連を持っていることを理解する。 

○人間が生きていく上で、ストレスを感じること自体は自然なことであり、また、適度なストレスは精神発達上必要なものだが、過

度のストレスは心身に好ましくない影響をもたらすことがあることを理解する。 

発問１「これまで精神と身体が関連していると感じた事について、精神の変化が
身体に現れた例、身体の変化が精神に現れた例を挙げてみよう。」 

【予想される答え】 ○大勢の前で話をする時、緊張し

て足が震えた。･･･ 心→体の例 

発問２「どんな時にストレスを感じたか？またその時、体や心にどんな変化があったか？ 
     その時どんな行動をとったか考えてみよう。」 

【予想される答え】 

○大勢の前で発表するとき、緊張し

て、体が硬くなり、逃げたい気持ちに

なった。  

 → （行動）頑張った。 逃げ出した。 

発問３「ストレスは不必要か、必要か？」 【予想される答え】 

○体に悪い影響があるので不必要。 

○ストレスがないと、頑張らなくなる

ので必要  など 
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＜指導の工夫＞ 

○ ワークシート「心身の相関とストレス記入カード」（※２）を使って、グループディスカッショ

ンをし、さまざまな事例を共有化しながら心身の相関について理解を深めていくようにします。 

また、ブレインストーミングの手法を行い、より多くの事例を出すようにするとともに、付箋を

使うことでその後の分類を容易にするように工夫します。 

  
※２ ワークシート「心身の相関とストレス記入カード」 

 
《グループメンバー》 
(発表者) (記録者)   

 

１ 「これまで心と体が関連していると感じた事があるか。」（付箋を分類してみよう） 

 【精神が身体に影響した例】 【身体が精神に影響した例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「どんな時にストレスを感じたか。」 

どんな時？  ※自分で「ストレスじゃないかなぁ～」と感じた時で構わない。 

 

 

 

 

 

３ 「ストレスを感じた時に、体と心にどんな変化があったか。」 

ストレッサー 【こんなストレスを感じた時】 心(又は体)の症状  【こんな事があった】 
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（３）３時間目：ストレスへの対処法 

 

 

 

 

段
階 

学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導 
入
10
分 

○本時の学習内容の確認 

○教科書の「日常生活振り返り表」に記入

し、自己の日常生活の自己評価をする。

○グルーピング 

・本時の学習内容を説明する。 

・自己採点させることにより、自己の振り

返りをさせるようにする。 

・前後左右の者と４人グループを作るよう

に指示する。 

展 

開

20

分 

〔学習内容〕 

ストレスの原因には物理的要因や心理的要

因・社会的要因など様々なものがあること 

 

 

○ブレインストーミングにより自分のスト

レスをカードに書き出し、要因ごとに分類す

る。 

 

〔学習内容〕 

それらの影響は人によってことなり、自分な

りのストレスの対処法を身につけることが精神

の健康のために重要であること 

 

 

 

○ワークシート（※３－１）によりストレ

スを感じるもの A～Ｉをダイヤモン

ド・ランキングで順位付けをする。 

○ランキング結果をもとにグループ内で

意見交換し合い、感じたことを発表す

る。 

○意見交換で気づいたことを記録する。

（※３－２） 

 

 

○ワークシート（※３－３）により順位付

けし内容を具体的に表現し、その原因を

考えることで順位付けの理由を分析す

る。 

○ストレスの原因とその対処法を書き出

してみる。（※３－４） 

○周囲の状況を判断して合理的なとらえ

方を考え、書き出してみる。（※３－５）

 

 

 

 

 

 

・グループごとに、分類結果を発表させ、

様々な要因があること、また内容によっ

ては様々な要因が絡み合っていること

を助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

・記入後にグループで、１番となった項目

について発言させる。また、ワイルドカ

ード（※４）についても発言させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ストレスの原因を周囲の状況から判断

し、自分にとって望ましい対処の仕方を

考えるように助言する。 

・全体で発表したり、ワークシートを見せ

たりしないことを伝え、具体的な内容を

記述するように促す。 

ま
と
め
10
分 

○自分に合ったストレスの対処法が精神

の健康のために重要であることについ

て説明を聞く。 

○その場でできる体ほぐしの運動を行う。

 

 

○次回の授業についての説明を聞く。 

・信頼できる相談相手を持つこと、趣味を

持つこと、専門家や専門機関の活用等に

ついて具体例を挙げて説明する。 

・体ほぐしの運動等のリラクゼーションの

方法もストレス対処に効果があること

を知らせる。 

・次時に向けて、自分の将来（短期的、長

期的な目標）について考えておくことを

指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・理】 

③ストレスの原因に

はさまざまな要因

があり、それらの

影響は人によって

ことなること、自

分なりのストレス

の対処法を身に付

けることが健康の

ために重要である

ことについて言っ

たり書き出したり

している。 

（観察･ワークシー

ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意・関・態】 

③ストレスとその対

処法について、仲

間と意見交換しよ

うとしている。（観

察･ワークシート）

 

 

【思・判】 

①ストレスの適切な

対処について自分

の経験をもとに、

課題の解決方法を

考え選択すべき行

動を選んでいる。

（ワークシート） 

【本時のねらい】 
○ストレスの原因には物理的要因や心理的要因・社会的要因など様々なものがあることを理解する。 

○それらの影響は人によってことなり、自分なりのストレスの対処法を身につけることが精神の健康のために重要であることを
理解する。 

発問１「自分のストレスの原因にはどんな要因があるだろう」 

【予想される回答】 
○友達とけんかした（人間関係） → 社会的要因 など 

発問２「ストレスについてランキングし、人と比較して感じることは？」 

【予想される回答】 
○人によって、ストレスと感じることが違

う。また感じる度合いが違う。 など 

発問３「自分に合ったストレスの原因への対処法とは？」 

ストレスについては、具体例を挙げるのが恥ずかしい生徒も

いるので、抽象→グループ、具体→個人作業というように、

配慮しています。 
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＜指導の工夫＞ 

 ○ ワークシート「ストレスへの対処法プリント」（※３）を使い、グループで自分のストレスの原

因についてダイヤモンドランキングをし、発表し合います。そうすることで、人によってストレス

を感じる要因やその度合いが違うことに気付くようにします。次に、ストレスを感じる具体的な原

因について個人でダイヤモンドランキングをし、その後、グループで考えたストレスへの対処法を

参考にするなどして自分なりの対処法考えることができるようにします。このように、学習の展開

（ワークシートの記入作業）を、個人（導入）一グループ（仲間の意見を参考にし）一個人（ダイ

ヤモンドランキング）の流れで行うことで理解を深めるようにします。 

 
※３ ワークシート「ストレスへの対処法プリント」 
 

１ あなたは、次のＡ～Ｉの内、どのことにストレスを感じましたか？一番感じたものから順に右図に書き入れましょう。 
 
  Ａ 友だち 
  Ｂ 親・家族 
  Ｃ お金 
  Ｄ 体（体型など） 
  Ｅ 勉強 
  Ｆ 学校（通学も含む） 
  Ｇ 将来 
  Ｈ 部活や帰宅後の活動 
  Ｉ ワイルドカード 
    (自分で考えたもの) 
 
 
 
２ グループでの話し合いで気づいた点 

 

 
３ １の図の内容を、具体的にし、その理由を考えよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 上記（１）の１～３位について、ストレスの原因とどのように対処しているか書き出してみよう。 

ストレスの原因 対処法 

ストレスの原因 対処法 

ストレスの原因 対処法 

 
 

５ 上記のストレスの原因について、周囲の状況を判断して、冷静に冷静に考えてみよう。 
（例にならって表を埋めながら、発想の転換を練習してみよう。） 
ストレスの原因 現在の自分の考え方 周囲の状況 合理的な考え方 

例） 先生に叱られた。 先生は嫌いだ。 
明らかに自分に非があ
り、自分自身の性格的
な課題である。 

先生は、自分の将来のために注
意してくれている。叱られた経験
が後に生きるときが来る。 

    

    

【右図】 

① 

② 

⑤ 

③ 

④ ⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 

① 

② 

⑤ 

③ 

④ ⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ 
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（４）４時間目：自己実現 

 

 

 

段
階 学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法 

導
入
5
分 

○本時の学習内容の確認 

 

・本時の学習内容を説明する。 

 物事を行う上では目標を立てること

が必要であることを説明する。 

・これまで目標を達成したときの気持ち

を発言させる。 

 

展

開

35

分 

〔学習内容〕 

人間の欲求の高次なものの一つとして､自

分自身を高め、持てる力を最大限に発揮し

たいという自己実現の欲求があり、また、そ

の充足が精神の健康と深く関わっていること

 

 

○自分の将来について考え、ワークシート

（※４－１）に実現したいことを書き出

してみる。 

○自分の「実現したい」ことに必要なもの

を考え、書き出してみる。（※４－２）

 

 

 

○ワークシート（※４－３）に自分自身の

良いところを書き出してみる。 

《ペアを作る》 

○相手の良いところを言い合い、書き出

す。（※４－４） 

○自己実現について考える。 

○「自分の将来の姿」について考える。 

 

 

 

○ワークシート（※５）「自己実現の”木”」
を作成する。 

 

①実現したいことを果実に書く。 

②必要なものを葉、水、太陽などに書く。

ただし下から順番とさせる。（時期を

意識） 

③ペアからの出された自分の良いとこ

ろなどを肥料や虫などに当てはめて、

書き入れる。 

 

○グループで見せ合い、意見交換をする。

 

 

 

 

 

 

 

・自分の将来や希望することについて考

えさせるようにする。（近い将来でも

可） 

・書き出すスペースが９つあるが全て埋

めなくても良いこと、あるは９つ以上

であっても良いことを伝える。 

 

 

・自分が思う「自分の良いところ」を全

て書き出すよう指示する。 

・隣同士でペアを作らせるようにする。 

・どんなことでも、相手の良いところを

たくさん出し合うように指示する。 

 

 

 

 

・具体的な例を板書しながら、作成の仕

方を説明をする。 

・教室を回り、助言を与える。 

・自己実現の木を作成することにより、

自分の夢・目標を実現するための道す

じが、イメージできるようにする。 

 

 

 

 

・意見交換をすることで、自己実現のプ

ロセスが自分らしさ、個性が培われて

いくことを説明する。 

ま
と
め
10
分 

○自己実現の欲求を持つこと、また、その

充足が精神の健康と深く関わっている

ことについて説明を聞き、ワークシート

にまとめる。 

 

・事例を交えながら、わかりやすく説明

する。 

 

 

 

 

 

 

【意・関・態】 

④自己の目標、自分の良

いところ、仲間の良い

ところ、実現に向けた

道すじについてワー

クシートに記録しよ

うとしている。（観察･

ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判】 

②精神の健康を保持増

進するための自己実

現への道すじについ

て仲間との意見交換

をもとに選択すべき

行動を選んでいる。

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

【知・理】 

④自己実現の欲求の充

足が精神の健康と深

く関わっていること

について言ったり書

き出したりしている。

（ワークシート） 

 

 

【本時のねらい】 
○人間の欲求の高次なものの一つとして､自分自身を高め、持てる力を最大限に発揮したいという自己実現の欲求があり、ま

た、その充足が精神の健康と深く関わっていること。

発問１「自分が実現したいこと（目標）、実現させるために必要なことは？」 

発問２「自分の良いところ、友達の意見を聞き、自分の将来の姿を描いてみよう！」 

発問３「自己実現に向けた道すじを考えてみよう！」（自己実現の木の作成） 

【予想される回答】 
○選手権で優勝したい。 
・日々テーマを持った練習をする。 
・毎日走り込みをして持久力を高める。 
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＜指導の工夫＞ 

○ 自己実現について、自分のことに置き換え、具体的に理解するために、ワークシート「自己実現

プリント」（※４）を使って「なりたい自分」を具体化し、実現するために必要なことを記述させ

るようにします。また、自分自身で良いところと思っていることを記述した後、二人組みでお互い

良いところを出し合うことで、仲間から「良いと思われていること」も参考にし、将来像を描くよ

うにします。 

ワークシート「自己実現の“き”」（※５）を使用し、将来像の実現に向けた道すじがイメージで

きるようにします。 

 
※４ ワークシート「自己実現プリント」 

 
１ あなたの「実現したい。」ことはどんなことですか。 

 （身近なことから、将来の夢や希望、仕事、またどんな人になりたいと思っているかを書いてみよう。） 

 

 

２ １で書いた「実現したい。」ことで必要に思うことを書き出してみよう。 

   

   

   

３ 自分の良いところを書き出してみよう。                      ※５ ワークシート「自己実現の“き”」 
  

  

４ 周りからの意見を聞いてみよう。 

   ○                                     

   ○                                     

○                                     

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実現したい

事柄 

高等学校の段階は、適切な自己の行動選択や自己管理を重視する時期です。個人生活だけでなく社会生活に目を向け、

総合的な理解と認識が求められます。しかし、指導上の課題に関するアンケートの結果、「生徒に興味を持たせるのが難

しい」、「いかに日常生活に関連させて指導できるかが課題」、「実践につなげていく力をいかに付けられるかが課題」と

いった意見があり、指導の難しさを感じているようでした。このような課題に対応するため、ブレインストーミングや

ダイヤモンドランキングといった参加型の手法を取り入れることにより、生徒に興味を持たせ、思考を促す工夫をした

り、自らの行動や生活を、ワークシートを使ったり、意見交換をしたりして実生活を振り返り、客観的に自己を分析で

きるようにしています。 

また、欲求やストレスについて、自分の考えや現状を仲間に話すことが難しい時には、個人作業と集団作業をうまく

組み合わせてうまく生徒の考えを引き出すなど、多感な時期を個々の心の状況をうまく把握しながら柔軟に対応する必

要があります。 
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＜喫煙･飲酒･薬物乱用に関する内容＞ 

（１）小学校「生活行動がかかわって起こる病気の予防」         

１ 単 元 名 病気の予防「生活行動がかかわって起こる病気の予防」 

２ 単元目標 
（１）生活行動がかかわって起こる病気の予防について、資料をもとに調べようとしている。また、喫煙・
飲酒・薬物乱用について、指示された場面で、教師や仲間の話を聞こうとしている。 [関心・意欲・
態度] 

（２）健康によい生活行動を毎日実践し続けることについて、自分の生活に当てはめることができる。
また、健康によい生活行動のうち、喫煙・飲酒・薬物乱用をしないために必要なことを自分の生
活に当てはめることができる。 [思考・判断] 

（３）生活習慣病の予防には、健康によい生活行動を毎日実践し続けることが必要であること、喫煙、
飲酒は、すぐに現れる影響や、長い間続けると現れる影響があること、受動喫煙により、周囲の
人々の影響を及ぼすこと、薬物乱用については、心身の健康に深刻な影響を及ぼすこと、生活習
慣病や好奇心から薬物乱用等をはじめる場合などが多く見られることから、自分の健康は自分で
守るという意識を高め、健康によい生活行動を自ら実践することが必要であることについて、言
ったり、書き出したりできる。 [知識・理解] 

３ 評価規準 

（１）単元の評価規準 

健康･安全への関心･意欲･態度 健康･安全についての思考･判断 健康・安全についての知識・理解 

生活行動がかかわって起
こる病気の予防について、
資料をもとに調べようと
している。また、喫煙・飲
酒・薬物乱用について、指
示された場面で、教師や仲
間の話を聞こうとしてい
る。 

健康によい生活行動を毎
日実践し続けることにつ
いて、自分の生活に当ては
めている。また、健康によ
い生活行動のうち、喫煙・
飲酒・薬物乱用をしないた
めに必要なことを自分の
生活に当てはめている。 

生活習慣病の予防には、健康によい生活行動を毎日実践
し続けることが必要であること、喫煙、飲酒は、すぐに
現れる影響や、長い間続けると現れる影響があること、
受動喫煙により、周囲の人々の影響を及ぼすこと、薬物
乱用については、心身の健康に深刻な影響を及ぼすこと、
生活習慣病や好奇心から薬物乱用等をはじめる場合など
が多く見られることから、自分の健康は自分で守るとい
う意識を高め、健康によい生活行動を自ら実践すること
が必要であることについて、言ったり、書き出したりし
ている。 

（２）学習活動における具体の評価規準と学習場面における具体の学びの姿 

 健康･安全への関心･意欲･態度 健康･安全についての思考･判断 健康・安全についての知識・理解 

Ａ 

①～自ら進んで調べよう
としている。 

②～自ら進んで聞こうと
している。 

①②～適切に当てはめて
いる。 

①②③④⑤⑥ 
～説明している。 

Ｂ 

①生活行動がかかわって
起こる病気の予防につ
いて、資料をもとに調
べようとしている。 
②喫煙・飲酒・薬物乱用
について、指示された
場面で、教師や仲間の
話を聞こうとしてい
る。 

①健康によい生活行動を
毎日実践し続けること
について、自分の生活
に当てはめている。 
②健康によい生活行動の
うち、喫煙・飲酒・薬
物乱用をしないために
必要なことを自分の生
活に当てはめている。

①心臓や脳の血管が硬くなったりつまったりする病
気、むし歯や歯ぐきの病気などの生活習慣病の予防
には､糖分､脂肪分､塩分などを取りすぎる偏った食
事や間食を避けたり、口腔の清潔を保つなど、健康
によい生活行動を毎日実践し続けることが必要であ
ることについて、言ったり、書き出したりしている。
②喫煙は、せきが出たり心拍数が増えるなど呼吸や心
臓の働きに負担をかけるなどのすぐに現れる影響
や、長い間続けると肺がんや心臓病などに罹りやす
くなるなどの影響があることについて、言ったり、
書き出したりしている。 
③受動喫煙により、周囲の人々の影響を及ぼすことに
ついて、言ったり、書き出したりしている。 
④飲酒は、判断力が鈍る、呼吸や心臓が苦しくなるこ
とがあるなどのすぐに現れる影響や、長い間続ける
と肝臓などの病気の原因になるなどの影響があるこ
とについて、言ったり、書き出したりしている。 
⑤薬物乱用については、一回の乱用でも死に至ること
があり、乱用を続けていると止められなくなり、心
身の健康に深刻な影響を及ぼすことについて、言っ
たり、書き出したりしている。 
⑥日常の生活行動の積み重ねによっては生活習慣病が
起こったり、好奇心から喫煙、飲酒、薬物乱用をは
じめる場合などが多く見られることから、自分の健
康は自分で守るという意識を高め、健康によい生活
行動を自ら実践することが必要であることについ
て、言ったり、書き出したりしている。 
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Ｃ 

①～話を聞こうとしない
ことがある。 

②～調べようとしないこ
とがある。 

①～日常生活に当てはめ
られずにいる。 

①②③④⑤⑥ 
～言ったり、書き出せないでいる。 

 

４ 指導と評価の計画 

学習活動における具体の評価規準 時

間 
学習内容と活動 関心･意

欲･態度

思考･ 

判断 

知識･ 

理解 

評価の方法 

１ 

【学習内容】 
○心臓や脳の血管が硬くなったりつまったりする病気、むし歯
や歯ぐきの病気などの生活習慣病の予防には、糖分、脂肪分、
塩分などを取りすぎる偏った食事や間食を避けたり、口腔の
清潔を保つなど、健康によい生活行動を毎日実践し続けるこ
とが必要であること。 

【学習活動】 
１ 肥満と食事の関係について、知っていることを発表しあ
う。 

２ 清涼飲料水等（ｺｰﾗ、ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞﾘﾝｸ､ｺｰﾋｰ）に入っている砂
糖の量を推測する（ｽﾃｨｯｸｼｭｶﾞｰの本数） 

３ 普段飲食している食べ物の糖分、脂肪分、塩分が多すぎ
る場合があることを知る。 

４ 生活習慣病にはどんな病気の種類があるか知り、その予
防法について調べる。 

５ 健康によい生活行動を毎日実践し続けることが必要であ
ることについて、日常生活に当てはめて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】①

（観察） 

【思・判】① 

（学習ノート）

【知・理】① 

（学習ノート）

２ 

【学習内容】 
○喫煙は、せきが出たり心拍数が増えるなど呼吸や心臓の働き
に負担をかけるなどのすぐに現れる影響や、長い間続けると
肺がんや心臓病などに罹りやすくなるなどの影響があるこ
と。 
○受動喫煙により、周囲の人々の影響を及ぼすこと。 
○飲酒は、判断力が鈍る、呼吸や心臓が苦しくなることがある
などのすぐに現れる影響や、長い間続けると肝臓などの病気
の原因になるなどの影響があること。 

【学習活動】 
１ たばこの害について、実験を行う。 
２ たばこの害について調べる。 
３ たばこの害について養護教諭の説明を聞く。 
４ お酒の害について調べる。 
５ お酒の害について養護教諭の説明を聞く。 
６ わかったことをワークシートに記入する。 

 

② 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

③ 

 

④ 

 

 

【関・意・態】②

（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・理】②③④

（学習カード）

３ 

【学習内容】 
○薬物乱用については、一回の乱用でも死に至ることがあり、
乱用を続けていると止められなくなり、心身の健康に深刻な
影響を及ぼすこと。 
○日常の生活行動の積み重ねによっては生活習慣病が起こった
り、好奇心から喫煙、飲酒、薬物乱用をはじめる場合などが
多く見られることから、自分の健康は自分で守るという意識
を高め、健康によい生活行動を自ら実践することが必要であ
ること。 
【学習活動】 
１ シンナーなどの薬物にはどんな害があるか調べ発表す
る。 
２ 薬物について学校薬剤師の説明を聞く。 
３ たばこの断り方についてブレインストーミングを行う。
４ 健康によい生活行動について考え発言する。 
５ 単元のまとめをする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思・判】② 

（学習ノート）

【知・理】⑤⑥ 

（学習ノート）
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５ 授業展開（３時間扱い） 

（１）２時間目：「喫煙と飲酒の害」 （喫煙・飲酒･薬物乱用に関する2時間目～3時間目のみ抜粋） 

 

 

 

 

段 
階 学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導
入
5
分 

○喫煙や飲酒の害について知っている

ことを発表し合う。 

＊喫煙と飲酒に分けて、考えるように伝え

る。 

 

〔学習内容〕 

 

 

 

 

 

 

○教師によるたばこの実験を見る。 

 

 

 

 

 

 

○教科書を中心にたばこの害について

調べる。 

○調べたことを発表し合う。 

○喫煙は、せきが出たり心拍数が増える

など呼吸や心臓の働きに負担をかけ

るなどのすぐに現れる影響や、長い間

続けると肺がんや心臓病などに罹り

やすくなるなどの影響があること、受

動喫煙により周囲の人々に影響を及

ぼすことについて養護教諭の説明を

聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

・実験により、子ども達に興味付けを行うと

ともに、視覚的にたばこの害が分かるよう

にする。 

・実験の際、副流煙が子ども達にかからない

ように配慮する。 

 

 

・まとめやすい学習カードを使用する。 

 

 

・低年齢からの喫煙は特に害が大きいことを

強調する。 

・未成年の喫煙は法律によって禁止されてい

ることにも触れるようにする。 

・喫煙している人としていない人の肺の拡大

した写真を用意する。 

【関・意・態】 
①喫煙・飲酒・薬物
乱用について、指
示された場面で、
教師や仲間の話を
聞こうとしてい
る。 

（観察） 
 
【知識・理解】 
②喫煙は、せきが出
たり心拍数が増え
るなど呼吸や心臓
の働きに負担をか
けるなどのすぐに
現れる影響や、長
い間続けると肺が
んや心臓病などに
罹りやすくなるな
どの影響があるこ
とについて、言っ
たり、書き出した
りしている。 

（学習カード） 
③受動喫煙により、
周囲の人々の影響
を及ぼすことにつ
いて、言ったり、
書き出したりして
いる。 

（学習カード） 
 展

開
35
分 

〔学習内容〕 

 
 

 

 

 

○教科書を中心に酒の害について調べ

る。 

○調べたことを発表し合う。 

○飲酒は、判断力が鈍る、呼吸や心臓が

苦しくなることがあるなどのすぐに

現れる影響や、長い間続けると肝臓な

どの病気の原因になるなどの影響が

あることについて、養護教諭から説明

を聞く。 

 

 

 

 

 

 

・まとめやすい学習カードを使用する。 

・低年齢からの飲酒は特に害が大きいことを

強調する。 

・未成年の飲酒は法律によって禁止されてい

ることにも触れるようにする。 

・未成年の飲酒が禁止されている理由も考え

られるようにする。 

・飲酒の習慣のある人とない人の肝臓等の拡

大した写真等を用意しておく。 

 

【知識･理解】 
④飲酒は、判断力が
鈍る、呼吸や心臓
が苦しくなること
があるなどのすぐ
に現れる影響や、
長い間続けると肝
臓などの病気の原
因になるなどの影
響があることにつ
いて、言ったり、
書き出したりして
いる。 

（学習カード） 
 

ま
と
め
5
分 

○本時の学習で分かったことをワーク

シートに記入する。 

 

○次時の学習内容を知る。 

・人から勧められた時どうすればよいのかも

書くように伝える。 

 

・次時は、薬物乱用の内容と断り方について

学習することを伝える。 

 

【本時のねらい】 
○喫煙（受動喫煙を含む）と飲酒が心身の健康にどのように影響するのか理解することができる。 
○発育期の喫煙と飲酒が特に危険である理由を理解することができる。

①はじめに注射器でたばこに火を

つけて煙を吸い込む。 

②ビニール袋の中にろ紙を入れる。

③注射器を差し込み、ろ紙に煙を吹

き付ける。（ろ紙にタールが付く）

たばこにどんな害があるのかを調べよう。 

酒には、どんな害があるのかを調べよう。 

喫煙は、せきが出たり心拍数が増えるなど呼吸や心臓の働きに負担をかけるなどのす

ぐに現れる影響や、長い間続けると肺がんや心臓病などに罹りやすくなるなどの影響があ

ること。受動喫煙により、周囲の人々に影響を及ぼすこと。 

飲酒は、判断力が鈍る、呼吸や心臓が苦しくなることがあるなどのすぐに現れ
る影響や、長い間続けると肝臓などの病気の原因になるなどの影響があること。 
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＜授業の工夫＞ 

○たばこの実験 

ここでの実験は、たばこの煙に含まれるタールを視覚的にとらえられるようにします。 

○養護教諭とのＴＴ 

担任の先生以外の話を聞くことで、子ども達の意欲が変わります。 

ここでは、養護教諭に専門的な立場から話をしてもらうことによって、子ども達に科学的な知識

が身に付くようにします。 

 

※ 掲示資料 

   肺や肝臓など拡大した写真や掲示用のグラフや表を用意して、目から入る情報を大切にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年  組  番 名前                  

 

  

 

１ たばこをすうと、どんなえいきょうがでてきますか？ 

（１）すぐにでるえいきょう 

 

 

（２）ずっとすっているとでるえいきょう 

 

 

２ 酒を飲むと、どんなえいきょうがでてきますか？ 

（１）すぐにでるえいきょう 

 

 

（２）ずっと飲んでいるとでるえいきょう 

 

 

３ 保健室の先生の話を聞いてわかったことを書きましょう。 

 

 

健康な肺 喫煙者の肺 

喫煙
きつえん

と飲酒
いんしゅ

の害 

＜課題＞ 

 ・たばこと酒の害についてまとめましょう。 

肝硬変 

正常な肝臓 
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（２）３時間目：「薬物乱用の害」 

 

 

 

 

 

段 
階 学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導
入
5
分 

○マジックインクやプラスティック用

接着剤を使っていて、頭がクラクラし

たり、気分が悪くなったりした経験を

話し合う。 

＊マジックインクやプラスティック用接着

剤にはシンナーが含まれていることを伝

える。 

 

〔学習内容〕 

 

 

 
 
 
○シンナーや薬物乱用が健康に与える

影響を調べ、発表し合う。 

 

 

 

○学校薬剤師より、シンナーなどの薬物

乱用については、一回の乱用でも死に

至ることがあり、乱用を続けていると

止められなくなり、心身の健康に深刻

な影響を及ぼすことについて説明を

聞く。 

 

 

 
 
 
 
 
 
・薬物乱用については、シンナーなどの有機
溶剤を取り上げ、一回の乱用でも死に至る
ことがあり、乱用を続けると止められなく
なり、心身の健康に深刻な影響を及ぼすこ
とを伝える。 

・薬物の乱用は、法律で厳しく規制されてい
ること、乱用される薬物には覚せい剤など
様々なものがあることにも触れるように
する。 

・法律で罰せられること、依存性があること、
医薬品でも医療以外の目的で使ったり、用
法・用量を間違えたりすると薬物乱用にな
ることも伝えてもらう。 

・文部科学省小学生用喫煙、飲酒、薬物乱用

防止教室防止教育パンフレット「ストッ

プ・ザ・薬物～自分をだいじにしよう」や

教科書を参考に調べられるようにする。 

 

【知・理】 

⑤薬物乱用について

は、一回の乱用で

も死に至ることが

あり、乱用を続け

ていると止められ

なくなり、心身の

健康に深刻な影響

を及ぼすことにつ

いて、言ったり、

書き出したりして

いる。 

（観察・学習カード）

展
開
35
分 

〔学習内容〕 

 

 

 

 

 

○ブレインストーミングで、たばこの断

り方を考える。 

○うまく断る方法についてまとめる。 

＊「ストップ・ザ・薬物～自分をだいじにし

よう」のＰ10「うまく断るには」を利用

し、様々な場合の断り方についてまと

められるようにする。 

 

 

○健康によい生活行動について考え、発

言する。 

○自分の健康は自分で守る必要がある

ことについて説明を聞く。 

 

 

 

 

 

 

・飲酒・薬物についても、強い意志を持って

断ることを伝える。 

【つまずいている児童の手立て】 

考えられない子どもについては、パンフレッ

トに書かれている「ヒント」やブレインストーミ

ングを参考にするように伝える。 

 

 

 

・数人の児童を指名し、答えたことを板書す

る。 

・好奇心から喫煙、飲酒、薬物乱用を始める

場合があることを伝え、強い意志を持つこ

とが必要であることを強調する。 

【知・理】 
⑥日常の生活行動の
積み重ねによって
は生活習慣病が起
こったり、好奇心か
ら喫煙、飲酒、薬物
乱用をはじめる場
合などが多く見ら
れることから、自分
の健康は自分で守
るという意識を高
め、健康によい生活
行動を自ら実践す
ることが必要であ
ることについて、言
ったり、書き出した
りしている。 
（学習カード） 
 
 
 
 
 
【思・判】 
②健康によい生活行
動のうち、喫煙・飲
酒・薬物乱用をしな
いために必要なこ
とを自分の生活に
当てはめている。 
（観察・パンフレット）

ま
と
め

5
分 

○単元の学習内容について確認する。 

○健康によい生活行動を、毎日実践し続

けることの大切さを確認する。 

・３時間の学習内容を提示し、再度簡単に説

明する。 

 

【本時のねらい】 
○薬物が心身に及ぼす害と社会に与える影響を理解するとともに、薬物には依存性があり、法律で厳
しく禁止されていることを理解することができる。 
○薬物乱用のきっかけについて知り、喫煙・飲酒・薬物乱用への対処法を考えることができる。 

 シンナーなどの薬物にはどんな害があるか調べ、発表しよう。 

発問１ たばこの断り方について考えよう。 

発問２ 健康によい、生活行動とはどんな行動だろうか。

日常の生活行動の積み重ねによっては生活習慣病が起こったり、好奇心から喫煙、飲

酒、薬物乱用をはじめる場合などが多く見られることから、自分の健康は自分で守るという

意識を高め、健康によい生活行動を自ら実践することが必要であること。 

薬物乱用については、一回の乱用でも死に至ることがあり、乱用を続けていると止めら

れなくなり、心身の健康に深刻な影響を及ぼすこと。 

【予想される答え】 

○早ね、早起き  ○酒･たばこに手を出さない
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＜授業の工夫＞ 

○ 文部科学省のパンフレット「ストップ・ザ・薬物～自分をだいじにしよう～」の活用 

   平成 16年に文部科学省から出されています。日本学校保健会のホームページからもダウンロ

ードできます。（http://www.hokenkai.or.jp/3/3-6/3-6.html）また、日本学校保健会のホー

ムページには「薬物乱用教室」（http://www.hokenkai.or.jp/3/3-1/3-1.html）児童生徒向け

のものもあります。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 薬剤師の話 

  学校の先生以外の話を聞くことで、専門的な観点から薬物をとらえることができます。ただ

し、あくまでも授業を行うのは担当の先生ですので、任せきりにせず、十分な打ち合わせを行

う必要があります。 

 

○ ブレインストーミング 

   子ども達は競争することが好きですので、次々にアイディアが出されます。参加型学習を行う

ことによって、子ども達の意欲を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレインストーミングやロールプレイなど参加型学習を取り入れるケースが多く見られますが、

参加型学習を行うこと自体が目的になりがちです。あくまで「断り方を身に付ける学習ではなく」、

「自ら意志を持つことの必要性を理解できるようにする学習」であることを確認しましょう。 

年間計画で、学級活動や道徳などと関連付けたり、くらし安全指導員や麻薬・覚せい剤乱用防止

センター・キャラバンカーと専門相談員などを招いての「喫煙・飲酒・薬物乱用防止教室」を開い

たりして、保健学習と関連付けていくと効果的です。 

学習指導要領解説により、中学校や高等学校の指導内容を確認して、必要以上の内容を教えない

ようにするとともに、教えるべき内容の精選を行うことが大切です。 

文部科学省のパンフレット 

「ストップ・ザ・薬物～自分をだいじにしよう」

日本学校保健会のホームページ 

「薬物乱用教室」 
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（２）中学校「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」               

 

１ 単 元 名  健康な生活と疾病の予防「喫煙、飲酒、薬物乱用と健康」 

 

２ 単元目標 

（１）喫煙・飲酒・薬物乱用の心身への影響や社会的影響、喫煙・飲酒・薬物乱用のきっかけとなる要因につ

いて、ワークシートに記入したり、仲間と意見交換したり、参加型の学習に取り組んだりしようとしている。 

 [関心・意欲・態度] 

（２）喫煙・飲酒・薬物乱用における心身の影響や社会的影響、きっかけとなる理由・要因について考え、仲

間との意見交換をもとに、整理できる。また、喫煙、飲酒、薬物乱用等の行為を助長する心理状態・社会環

境等について対処の仕方を考えることができる。[思考・判断] 

（３）たばこの煙の中の有害物質と依存性、急性影響と常習化による影響、未成年者の喫煙の影響及び

酒の主成分と依存性、心身への影響と未成年からの飲酒の影響について、言ったり、書き出したり

できる。また、薬物乱用の精神や身体へ影響、家庭･学校･地域社会への深刻な影響について、言っ

たり、書き出したりできる。さらに、喫煙･飲酒･薬物乱用などの行為は心理状態、社会環境などに

よって助長され、それらに対して適切に対処する必要があることについて、言ったり、書き出した

りできる。[知識・理解] 

 

３ 評価規準 

（１）単元の評価規準 

健康安全への関心・意欲・態度 健康･安全についての思考・判断 健康･安全についての知識・理解 

喫煙・飲酒・薬物乱用の心身への

影響や社会的影響、喫煙・飲酒・

薬物乱用のきっかけとなる要因に

ついて、ワークシートに記入した

り、仲間と意見交換したり、参加

型の学習に取り組んだりしようと

している。 

 

喫煙・飲酒・薬物乱用におけ

る心身の影響や社会的影響、

きっかけとなる理由・要因に

ついて考え、仲間との意見交

換をもとに、整理している。

また、喫煙、飲酒、薬物乱用

等の行為を助長する心理状

態・社会環境等について対処

の仕方を考えている。 

 

たばこの煙の中の有害物質と依存性、急

性影響と常習化による影響、未成年者の

喫煙の影響及び酒の主成分と依存性、心

身への影響と未成年からの飲酒の影響

について、言ったり、書き出したりして

いる。また、薬物乱用の精神や身体へ影

響、家庭･学校･地域社会への深刻な影響

について、言ったり、書き出したりして

いる。さらに、喫煙･飲酒･薬物乱用など

の行為は心理状態、社会環境などによっ

て助長され、それらに対して適切に対処

する必要があることについて、言った

り、書き出したりしている。 
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（２）学習活動における具体の評価規準と学習場面における具体の学びの姿（５段階の場合） 

 健康･安全への関心･意欲･態度 健康･安全についての思考･判断 健康･安全についての知識･理解 

Ａ○ 

①②～仲間の発言やメモな
ども踏まえて記入しよう
としている。 
③～仲間に働きかけなが
ら進んで取り組もうと
している。 
 

①②～適切に整理・分析して
いる。 
③～適切で具体的な対処を
考えている。 

①②③④～具体例を挙げて説明している。 

Ａ 

①②～進んで記入しようと
している。 
③～進んで取り組もうとし
ている。 
 

①②～適切に整理している。
③～適切な対処を考えてい
る。 

①②③④～説明している。 

Ｂ 

①喫煙・飲酒の心身への影響
について、学習した内容を
ワークシートに記入しよ
うとしている。 
②薬物乱用の心身への影響
や社会的影響について、学
習した内容をワークシー
トに記入しようとしてい
る。 
③喫煙・飲酒・薬物乱用のき
っかけとなる要因につい
ての参加型の学習に取り
組もうとしている。 

 

①喫煙・飲酒・薬物乱用におけ
る心身の影響や社会的影響
について考え、仲間との意見
交換をもとに整理している。
②喫煙・飲酒・薬物乱用のきっ
かけとなる理由・要因につい
て考え、仲間との意見交換を
もとに、整理している。 
③喫煙、飲酒、薬物乱用等の行
為を助長する心理状態・社会
環境等について対処の仕方
を考えている。 

 

①たばこの煙の中には有害物質が含まれてお
り、ニコチンには依存性もあること、また、
喫煙するとそれらの作用により様々な急性
影響が現れること及び喫煙の常習化によ
り、様々な病気を引き起こしやすくなるこ
とについて、言ったり、書き出したりして
いる。 
②未成年者の喫煙では、身体影響が強く現れ、
身体に悪影響を及ぼすだけでなく、依存性
のため長い年月にわたり連用することによ
り身体をむしばむことになることについ
て、言ったり、書き出したりしている。 
③酒の主成分はエチルアルコールであり、未
成年からの飲酒は依存症になりやすいこ
と、また、飲酒によりエチルアルコールが
中枢神経の働きを低下させ、思考力や自制
心を低下させたり運動障害が起こること及
び急激に大量の飲酒をすると急性中毒を起
こし意識障害や死に至ることについて、言
ったり、書き出したりしている。 
④薬物乱用は、摂取によって幻覚を伴った激
しい急性の錯乱状態や急死などを引き起こ
すこと、薬物の連用により依存症状が現れ、
中断すると精神や身体に苦痛を感じるよう
になるなど様々な障害が起きることについ
て、言ったり、書き出したりしている。 
⑤薬物乱用は個人の心身の健全な発育や人格
の形成を阻害するだけでなく、社会への適
応能力や責任感の発達を妨げるため、家庭･
学校･地域社会にも深刻な影響を及ぼすこ
ともあることについて、言ったり、書き出
したりしている。 
⑥喫煙･飲酒･薬物乱用などの行為は心理状
態、社会環境などによって助長されること、
それらに対して適切に対処する必要がある
ことについて、言ったり、書き出したりし
ている。 
 

Ｃ 

①②～部分的な記入に留ま
っている。 

③～取り組めないときがあ
る。 

①②～不充分な整理になっ
ている。 
③～不適切な対処を考えて
いる。 
 

①②③④～断片的に言ったり、書き出したり
している状況に留まっている。 

Ｃ△ 

①②～記録しようとして
いない。 

③～取り組もうとしていな
い。 
 

①②～整理ができずにいる。
③～考えられずにいる。 

①②③④～全く言えなかったり、書き出した
りできないでいる。 
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４ 指導と評価の計画 

学習活動における具体の評価規準 時
間 

小
単
元 

学習内容と活動 関心･意
欲･態度

思考･ 
判断 

知識･ 
理解 

評価の方法

１ 

喫
煙
と
健
康 

【学習内容】 
○喫煙については、タバコの煙の中にはニコチン、タール及び一
酸化炭素などの有害物質が含まれており、ニコチンには依存性
もあること、また、喫煙するとそれらの作用により血圧の上昇
や心拍数の増加による心臓の負担、酸素運搬能力の低下、のど
の痛み、せき・たん・息切れの増加など様々な急性影響が現れ
ること及び喫煙の常習化により、肺がんなど様々な病気を引き
起こしやすくなること。 
○未成年者の喫煙では、これらの身体影響が強く現れ、身体に悪
影響を及ぼすだけでなく、依存性のため長い年月にわたり連用
することにより身体をむしばむことになること。 

【学習活動】 
１ 喫煙について体への影響について、二者択一あるいは○×
形式等の問題を解き、解答と解説を聞く。 
２ 未成年者の喫煙の害について、班内で考え発表する。 
３ 学習を振り返り、ワークシートに記入する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 
② 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】

観察 

ワークシート

の記述 

 

【知・理】 

ワークシート

の記述内容 

 

２ 

飲
酒
と
健
康 

【学習内容】 
○酒の主成分はエチルアルコールであり、未成年からの飲酒は依
存症になりやすいこと、また、飲酒によりエチルアルコールが
中枢神経の働きを低下させ、思考力や自制心を低下させたり運
動障害が起こること及び急激に大量の飲酒をすると急性中毒
を起こし意識障害や死にいたること。 

【学習活動】 
１ 飲酒について体への影響について、二者択一あるいは○×
形式等の問題を解き、解答と解説を聞く。 
２ 未成年者の飲酒の害について、班内で考え発表する。 
３ 学習を振り返り、ワークシートに記入する。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・理】 

学習カードの

記述内容 

３ 

薬
物
乱
用
と
健
康 

【学習内容】 
○薬物乱用は、摂取によって幻覚を伴った激しい急性の錯乱状態
や急死などを引き起こすこと、薬物の連用により依存症状が現
れ、中断すると精神や身体に苦痛を感じるようになるなど様々
な障害が起きること。 
○薬物乱用は個人の心身の健全な発育や人格の形成を阻害する
だけでなく、社会への適応能力や責任感の発達を妨げるため、
暴力、性的非行、犯罪など家庭･学校･地域社会にも深刻な影響
を及ぼすこともあること。 

【学習活動】 
１ 薬物について知っていることをワークシートに書き出し、
班でまとめて班ごとに黒板に書き出す。 
２ 教師のプレゼンテーションソフトによる説明を聞く。 
３ 薬物標本に触れる。 
４ 薬物乱用経験者の手記を読み、薬物乱用が社会へ与える影
響について考える。 
５ 学習したことをまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 
⑤ 

 

 

 

 

 

【関・意・態】

観察 

学習カードの

記述内容 

 

【思・判】 

学習カードの

記述内容 

 

【知・理】 

学習カードの

記述内容 

４ 

た
ば
こ
・
酒
・
薬
物
に 

手
を
出
さ
な
い
た
め
に 

【学習内容】 
○喫煙･飲酒･薬物乱用などの行為は好奇心、投げやりな気持ち、
過度のストレスなどの心理状態、周囲の人々の影響や人間関係
の中で生じる断りにくい心理、宣伝、広告や入手しやすさなど
の社会環境などによって助長されること、それらに対して適切
に対処する必要があること。 

【学習活動】 
１ たばこ･酒･薬物に手を出してしまう要因について、ブレイン
ストーミング･カードによる分類を行う。 

２ 手を出してしまう要因には、どのように対処をすればよい
か、喫煙･飲酒･薬物乱用防止ポスターの作成を通じて気付
く。 

３ 単元の振り返りをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
② 
 
③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥ 

 

【関・意・態】

観察 

学習カードの

記述内容 

 

【思・判】 

学習カードの

記述内容 

 

【知・理】 

学習カードの

記述内容 
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５ 授業展開（ ４時間扱い） 

（１）１時間目： 「喫煙と健康」 

 

 

 

 

段 
階 

学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導 

入 

5 

分 

 

 

○たばこや酒に関するＣＭやポスターから

連想されるイメージを挙げさせる。 

○喫煙や飲酒は自分たちにとって身近なも

のか、そうでないかを考える。 

○喫煙・飲酒についてこれから学習していく

内容について説明を聞き、この単元の流れ

を理解する。 

○この単元で知りたいことを学習カードに

記入する。 

 

 

 

・見たまま、感じたままを自由に発言させ、

意見や質問があったときにいつでも発

言してよい雰囲気をつくる。 

・発言する際のルールを確認し、私語と発

言の区別を確認する。 

・学習内容に興味を持ち、意欲的に取り組

めるよう、生徒の発言を大事にしなが

ら、学習の進め方を理解できるようにす

る。 
 
〔学習内容〕 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○喫煙の体への影響について考え、学習カー

ドに記入する。 

○ＰＣから提示される二者択一あるいは○×

形式等の問題を解き、解答と解説を聞く。 

 

 

 

 

○教科書を読みながら、重要なところをチェ
ックし、喫煙の害等について理解する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＰＣ･プレゼンテーションソフトを使用

し、発問しながら進める。 

・誰もが答えられるような雰囲気をつく

る。 

・解答と解説では、その内容に関する動画、

画像等を提示し、科学的な理解を促すと

ともに、視聴覚的な刺激により、興味を

持てるようにする。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【関・意・態】 
①喫煙・飲酒の心身
への影響につい
て、学習した内容
をワークシートに
記入しようとして
いる。 

（観察･ワークシート）
 
【知・理】 
①たばこの煙の中
には有害物質が
含まれており、ニ
コチンには依存
性もあること、ま
た、喫煙するとそ
れらの作用によ
り様々な急性影
響が現れること
及び喫煙の常習
化により、様々な
病気を引き起こ
しやすくなるこ
とについて、言っ
たり、書き出した
りしている。 

（ワークシート）

展 

開

25

分 

〔学習内容〕 

未成年者の喫煙では、これらの身体影響が

強く現れ、身体に悪影響を及ぼすだけでなく、

依存性のため長い年月にわたり連用すること

により身体をむしばむことになること。 

 

 

 

○未成年者の喫煙はなぜいけないのかを

個々で考え、班内で発表し合う。 

○未成年者の喫煙が禁止されている理由に

ついて、説明を聞く。 

【つまずいている生徒への手立て】 

発言できない生徒には、適切な支援をする。考

えを持てない生徒には、知識を再確認しながら発

問する。考えを持っていそうな生徒には、発言する

機会をつくれるよう支援する。 

 

 

 

・自分の意見を発言したり、仲間の発言を

否定せずに聞いたりすることができる

よう支援する。 

・喫煙開始年齢と心臓病死亡率のグラフ等

を提示しながら、科学的な理解が深まる

ようにする。 

 
 
【知・理】 
②未成年者の喫煙
では、身体影響が
強く現れ、身体に
悪影響を及ぼす
だけでなく、依存
性のため長い年
月にわたり連用
することにより
身体をむしばむ
ことになること
について、言った
り、書き出したり
している。 
（ワークシート）

ま
と
め
10
分 

○本時を振り返り､ワークシートに記入する。 

○次時に行う「飲酒と健康」の学習につい

て説明を聞き、知りたいこと等をワーク

シートに記入する。 

・本時の振り返りにおいて、学習内容を自

分なりに整理したり、確認したりできる

ように支援する。 

 

【本時のねらい】 

○喫煙については、有害物質が含まれており、ニコチンには依存性もあること、また、喫煙すると様々な急性影響が現れる

こと及び喫煙の常習化により、肺がんなど様々な病気を引き起こしやすくなることを理解できるようにする。 

○未成年者の喫煙では、身体影響が強く現れ、身体に悪影響を及ぼすだけでなく、依存性のため身体をむしばむことにな

ることを理解できるようにする。 

発問３ なぜ未成年者の喫煙はいけないのでしょうか。 

発問１ 次のＣＭやポスターを見て、あなたはどう感じますか。 

発問２ 喫煙には体にどんな影響があると思いますか。 

①たばこの煙に含まれる成分について 

②喫煙の急性影響について 

③長期にわたる喫煙について 

④受動喫煙について 

喫煙については、タバコの煙の中にはニコチン、タール及び一酸化炭素などの有害物
質が含まれており、ニコチンには依存性もあること、また、喫煙するとそれらの作用により
血圧の上昇や心拍数の増加による心臓の負担、酸素運搬能力の低下、のどの痛み、せ
き・たん・息切れの増加など様々な急性影響が現れること及び喫煙の常習化により、肺が
んなど様々な病気を引き起こしやすくなること。 

【予想される答え】 
○肺がんになる ○やせられる 

○やめられなくなる 等 

【予想される答え】 
○おいしそう 

○気持ちよさそう  ○騙されている

【予想される答え】 
○成長が止まる  

○法律で禁止されている 等 
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＜指導の工夫＞ 

○ 知識の科学的な理解を深めるために、プレゼンテーションソフトを使用し、様々なデータ、画像、

動画を使って説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（埼玉県教育局保健体育課ホームページ掲載資料より引用）       （平成19年度県立体育センター長期研修報告書より） 

○ プレゼンテーションソフトを使用して、二者択一、○×問題を行い、生徒の興味を惹きます。 

 

 

 

 

 

 

 
（埼玉県教育局保健体育課ホームページ掲載資料より引用） 

 
  

【喫煙による体への害】 
☆吹き出しにあてはまる言葉をいれよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆未成年者の喫煙がいけない理由 

 
 
 
 
 

 
Ａ                      喫煙者と受動喫煙者の 

  皮膚温度の低下を表した 

もの･･･｡ 

                           喫煙者の手はＡである。 
Ｂ 

喫煙の急性影響
頭痛・めまい

肌荒れ

のどの痛み

心臓への負担

食欲不振

吐き気・せき
息切れ

運動能力の低下

皮膚温低下
血圧上昇

喫煙の開始年齢が若ければ若いほど、さまざまな（ がん ）や、（ 心臓病 ）にかかる可
能性が高くなっていきます。また、（ 体力 ）や（ 運動能力 ）の低下がみられたり、せ
き・たん・息切れなどの出現が高まったりします。このような悪影響を防止するため、未成年
者の喫煙は（ 法律 ）によって禁止されています。 

受動喫煙 
主流煙がはきだされたものと副流煙の両方を吸い込むこと 

【けむりの成分】 
◇依存性がある→ニコチン 
◇発がん物質を含む→タール 
◇酸素の運搬能力低下→ 

一酸化炭素 
（食欲）不振 

（ はき気 ） 
（ のど ）の痛み 
（ せき ）、息切れ 

（血圧）の上昇 
（心拍数）の増加 
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（２）２時間目： 「飲酒と健康」 

 

 

 

 

段 
階 

学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導 

入 

5 

分 

○前時の振り返りをする。 

○前時のワークシートを見て、学習した内容

を確認する。 

○本時の学習内容を確認する。 

 

・問答をしながら思い起こさせ、分からな

い場合は、班で相談しながら考えられる

よう支援する。 

○本時のねらいを簡潔に説明する。 

展

開

25

分 

 
〔学習内容〕 
酒の主成分はエチルアルコールであり、未
成年からの飲酒は依存症になりやすいこと、ま
た、飲酒によりエチルアルコールが中枢神経の
働きを低下させ、思考力や自制心を低下させた
り運動障害が起こること及び急激に大量の飲
酒をすると急性中毒を起こし意識障害や死に
いたること。 

 

○身近な大人を思い起こし、なぜ飲酒をする

のか、また、飲酒をしたときの状態を挙げ

る。 

 

 

 

○飲酒の体への影響について考え、ワークシ

ートに記入する。 

○ＰＣから提示される二者択一あるいは○×

形式等の問題を解き、解答と解説を聞く。 

 

 

 

 

 

○教科書を読みながら、重要なところをチェ

ックし、飲酒の害について理解する。 

 

 

 

○未成年者の飲酒はなぜいけないのかを

個々に考え、班内で発表し合う。 

○未成年者の飲酒が禁止されている理由に

ついて、説明を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

○誰しも酔った大人を見た経験があると

思われるので、挙手していない生徒にも

発言の機会を与え、全員で取り組む雰囲

気をつくる。 

 

 
 

・ＰＣ･プレゼンテーションソフトを使用

し、発問しながら進める。 

・誰もが答えられるような雰囲気をつく

る。 

・解答と解説では、その内容に関する動画、

画像等を提示し、科学的な理解を促すと

ともに、視聴覚的な刺激により、興味が

持てるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・自分の意見を発言したり、仲間の発言を

否定せずに聞いたりすることができる

よう支援する。 

・教科書等の資料を提示しながら、科学的

な理解が深まるようにする。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知・理】 

③酒の主成分はエ

チルアルコール

であり、未成年

からの飲酒は依

存症になりやす

いこと、また、

飲酒によりエチ

ルアルコールが

中枢神経の働き

を低下させ、思

考力や自制心を

低下させたり運

動障害が起こる

こと及び急激に

大量の飲酒をす

ると急性中毒を

起こし意識障害

や死にいたるこ

とについて、言

ったり、書き出

したりしてい

る。 

（ワークシート）

ま
と
め
10
分 

○本時の振り返りをワークシートに記入す

る。 

○次時に行う「薬物乱用と健康」の学習に

ついて説明を聞き、知りたいこと等をワ

ークシートに記入する。 

○本時の振り返りにおいて、学習内容を自

分なりに整理したり、確認したりできる

ように支援する。 

 

 

 

【本時のねらい】 

○酒の主成分はエチルアルコールであり、未成年からの飲酒は依存症になりやすいこと、また、飲酒によりエチル
アルコールが中枢神経の働きを低下させ、思考力や自制心を低下させたり運動障害が起こること及び急激に大量
の飲酒をすると急性中毒を起こし意識障害や死に至ることを理解できるようにする。 

発問２ なぜ未成年者の飲酒はいけないのでしょうか。 

発問１ 飲酒は体にどのような影響があると思いますか。

【予想される答え】 
○酔っ払う  ○アルコール依存症 

○アル中になる 等 

①お酒に含まれている成分について 
②酒が体内に入るとどうなるか 
③一度に大量の酒を飲むとどうなるか
④長期にわたる飲酒について 

【予想される答え】 
○成長が止まる  

○法律で禁止されている 等 
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＜指導の工夫＞ 

○ 知識の科学的な理解を深めるために、プレゼンテーションソフトを使用し、様々なデータ、画像、

動画を使って説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（埼玉県教育局保健体育課ホームページ掲載資料より引用）         （平成19年度県立体育センター長期研修報告書より） 

 

○ プレゼンテーションソフトを使用して、二者択一、○×問題を行い、生徒の興味を惹きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（埼玉県教育局保健体育課ホームページ掲載資料より引用） 

 
【飲酒による体への害】 
☆吹き出しにあてはまる言葉をいれよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正常な肝臓

脂肪肝 肝硬変

 
                         アルコールは、一気飲みでなけれ

ば、それほど脳に害を与えない 

                              ○か×か？ 
 
                         ＜解説＞ 

成長期の脳細胞は壊れやすく 

                      記憶力が低下します。 

◇酒の成分 
エチルアルコール 

脳や神経の働きを低下さ

せ、思考力や自制心、運

動能力を低下させる。 

妊婦の飲酒は、胎児の発育にあ

く影響を及ぼす。 

アルコールは肝臓で処理されるが、そ

の能力には限界がある。 
それを上回れば 
→意識がなくなり、呼吸が止まって死

亡することもある 過度の飲酒を続ければ、肝臓に負担

がかかり、肝臓病を起こしやすくな

る。脳や胃、腸、すい臓などに障害

を起こし、死亡することもある。 

◇胃への影響 
ただれたり、あながあいたり、がん

になりやすくなる。また、血がたく

さん出て死ぬこともある。 

アルコール依存症 

長期間、多量の飲酒を続けると、アルコールなしではいられなくなる。 
生活に支障をきたし、ついには人格障害に至ることもある。 

ぎょうこさようぎょうこさよう みみ じっけんじっけん

アルコールのたんぱく凝固作用を見る実験アルコールのたんぱく凝固作用を見る実験

用意したもの
まぐろの赤身
エタノール純度99.5％

表面がすぐ白くなりました
表面のたんぱく質が凝固して
破壊された証拠です
強いお酒を一気に飲むと胃の
中で同じような事が起こります

まぐろを切って開きました
エタノールに触れていない中の
組織は変性していません
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（３）３時間目： 「薬物乱用と健康」 

 

 

 

 

段 
階 

学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導 

入 

5 

分 

○前時の振り返りをする。 

○前時の学習カードを見て学習した内容を

確認する。 

○本時の学習内容を確認する。 

○問答をしながら思い起こさせ、分からな

い場合は、班で相談しながら考えられる

よう支援する。 

○本時のねらいを簡潔に説明する。 

展

開

25

分 

 
〔学習内容〕 
 
 
 
 

 

 

 

○「薬物」の言葉から連想することをまず個

人で学習ノートに書き出し、その後、班で

話し合い、まとめて黒板に貼り出す。 

○各班から意見を同じカテゴリーに分け、薬

物がどのようなものかイメージしていく。

○プレゼンテーションソフトに示される「薬

物」の定義やその種類、心身の影響等につ

いての問題を解く。 

○薬物標本に触れる。 

○薬物について説明を聞き、薬物に関する心

身への影響を理解するとともに、薬物乱用

が自分たちにとって身近な問題であるこ

とに気付く。 
 
〔学習内容〕 

 

 

 
 

 

 

 

○薬物乱用経験者の手記を読み、薬物に手を

出した動機や、その後の生活の悲惨さ、後

悔の気持ちなどに触れる。 

○手記をもとに薬物の社会的悪影響につい

え考え、学習カードに記入する。 

○自分の考えを班内で発表する。 

○薬物による心身への影響や社会的悪影響

について説明を聞き、理解する。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

・どのような内容であっても、否定せず、

より多くの言葉がでるよう支援する。 

・薬物に関するキーワードを挙げること

で、連想が広がるよう支援する。 

 

・プレゼンテーションソフトを使用し、薬

物に関する問題を作成し理解を促す。 

・解答と解説では、その内容に関する画像

等を提示し、視聴覚的な刺激により、興

味を持たせるとともに理解を促す。 

・薬物標本を見て手に取ることより、実感

を持てるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・人とは相談せずに自分の思ったままを記

入するよう指示する。 

 

【つまずいている生徒への手当て】 

自分の考えをまとめられない生徒については、

薬物の心身に与える影響について確認したり、発

問したりしながら考えをまとめられるよう支援する。 

ま
と
め
10
分 

○本時の振り返り、ワークシートに記入す

る。 

○次時に行う「たばこ・酒・薬物に手を出

さないためにはどうしたらよいか考え

る。」学習について説明を聞き、知りたい

こと等をワークシートに記入する。 

○本時の振り返りにおいて、学習内容を自

分なりに整理したり、確認したりできる

ように支援する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【関・意・態】 
②薬物乱用の心身
への影響や社会
的影響について、
学習した内容を
学習カードに記
入しようとして
いる。 
（学習カード） 
 
【知・理】 
④薬物乱用は、摂取
によって幻覚を
伴った激しい急
性の錯乱状態や
急死などを引き
起こすこと、薬物
の連用により依
存症状が現れ、中
断すると精神や
身体に苦痛を感
じるようになる
など様々な障害
が起きることに
ついて、言った
り、書き出したり
している。 
（ワークシート）
 
【思・判】 
①薬物乱用における
社会的影響につい
て考え、仲間との
意見交換をもとに
整理している。 

（ワークシート・観察 ）
 
【知・理】 
⑤薬物乱用は個人
の心身の健全な
発育や人格の形
成を阻害するだ
けでなく、社会へ
の適応能力や責
任感の発達を妨
げるため、家庭･
学校･地域社会に
も深刻な影響を
及ぼすこともあ
ること。 
（ワークシート）

 

 

【本時のねらい】 

○薬物乱用は、摂取によって幻覚を伴った激しい急性の錯乱状態や急死などを引き起こすこと、薬物の連用により依存症
状が現れ、中断すると精神や身体に苦痛を感じるようになるなど様々な障害が起きることを理解できるようにする。 

○薬物乱用は個人の心身の健全な発育や人格の形成を阻害するだけでなく、社会への適応能力や責任感の発達を妨げる
ため、暴力、性的非行、犯罪など家庭･学校･地域社会にも深刻な影響を及ぼすこともあることを理解できるようにする。 

薬物について知っていることを挙げてください。

発問１ 薬物乱用は、その人の生活（人生）にどのような影響を与えると思いますか？ 

薬物乱用は、摂取によって幻覚を伴った激しい急性の錯乱状態や急死などを引き起こすこ

と、薬物の連用により依存症状が現れ、中断すると精神や身体に苦痛を感じるようになるなど

様々な障害が起きること。 

薬物乱用は個人の心身の健全な発育や人格の形成を阻害するだけでなく、社会への適

応能力や責任感の発達を妨げるため、暴力、性的非行、犯罪など家庭･学校･地域社会にも

深刻な影響を及ぼすこともあること。 

【予想される答え】 
○家族をなくす 
○仕事をなくす 
○精神的に異常をきたし、一人で生活できない等 
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＜指導の工夫＞ 

○ 知識の科学的な理解を深めるために、プレゼンテー   ○ 薬物標本を生徒に見せることで、 

ションフトを使用し、様々なデータ、画像、動画を     薬物が遠い存在ではないことを 

使って説明します。                   実感させます。 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

（埼玉県教育局保健体育課ホームページ掲載資料より引用）     （平成19年度県立体育センター長期研修報告書より） 

 

※ ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 薬物乱用経験者の手記を読ませることで、薬物乱用が身体をむしばみ、人生を狂わせるだけでなく、

様々な社会的な悪影響を及ぼすことを実感させます。 

 

 

 
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇脳の働き 
思考力の低下 
精神が錯乱状態になる 
幻覚や妄想が現れる 
フラッシュバック 

乱用をやめてしばらくたった後でも、飲酒や

強いストレスなどの際に幻覚や妄想などの精

神異常が突然現れる。 
 

◇はじめは・・・ 
気分が高まる、自信が増す、疲労感がとれる等 
◇薬がきれると・・・不安、いらいら、脱力感、疲労

感、ゆううつ感等 
→だからやめられなくなる 

○気管支炎になる 
○歯が抜ける 
○体がやせおとろえる 

◇生殖器 
精子の減少や月経異常などの性機能に障害を起こ

す 
＊妊婦が薬物を乱用すると、胎児の発育に悪影響をお

よぼし、赤ちゃんが薬物依存症で生まれてくること

もある。 
 

◇心臓の働き 
○白血球数の減少 
 

１回の使用でも、呼吸が止まったり、脳の

血管がやぶれたりして、死亡することもあ

る。 
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（４）４時間目： 「たばこ・酒・薬物に手を出さないために」 

 

 

 

段 
階 

学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導 

入 

5 

分 

○前時の振り返りをする。 

○前時のワークシートを見て学習した内容

を確認する。 

○本時の学習内容を確認する。 

○問答をしながら思い起こさせ、分からな

い場合は、班で相談しながら考えられる

よう支援する。 

○本時のねらいを簡潔に説明する。 

 
 

展

開

25

分 

 
〔学習内容〕 

喫煙･飲酒･薬物乱用などの行為は好奇心、

投げやりな気持ち、過度のストレスなどの心理

状態、周囲の人々の影響や人間関係の中で生

じる断りにくい心理、宣伝、広告や入手しやすさ

などの社会環境などによって助長されること、

それらに対して適切に対処する必要があるこ

と。 

 

 

 

○たばこ、酒、薬物等に手を出してしまう原

因をブレインストーミングでより多く付

箋に書き出す。 

○付箋で出されたものを、模造紙に貼り、グ

ループで話し合いながら要因ごとに分類

する。 

○分類したら要因（見出し）を書き入れ、班

ごとに発表する。 

○喫煙･飲酒･薬物乱用などの行為は好奇心、

投げやりな気持ち、過度のストレスなどの

心理状態、周囲の人々の影響や人間関係の

中で生じる断りにくい心理、宣伝、広告や

入手しやすさなどの社会環境などによっ

て助長されることを確認する。 

 

 

 

 

 

○手を出してしまう要因に対処するにはど

うしたらよいか、具体的な行動、方法等を

考える。 

○ポスターに記載するメッセージを考える。

○ポスターの図案を考える。 

 

○できあがったポスターを発表する。 

○様々な心理状態や、社会環境に適切に対処

することが必要であることについて説明

を聞く。 

 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 
・思いついたものを、数多く書き出すよう
指示する。 

・分類は、グループで話し合える雰囲気づ
くりをする。 

・薬物乱用の開始には、薬物の害知識がな
いことだけではなく、断る対処能力が不
十分であったり、心理状況も関係してい
たりしていることに気付かせるような
支援をする。 

・前時で行った、薬物乱用における心身及
び社会的影響を振り返らせながら説明
する。 

 

 

 

 

 

 

 
 

・１年生時に学習した「人とのかかわり」

「自分らしさ」の学習を振り返りなが

ら、喫煙・飲酒・薬物乱用をさけるため

には、知識を持つことだけではなく、自

分や仲間を大切に思う気持ちも重要で

あることに気付くよう助言する。 

・「薬物を進められた時にどう対処すれば

よいか」「仲間が薬物に手を出しそうで

あったらどう対処するか」を考えながら

作成するように指示する。 

 

【つまずいている生徒への手立て】 

話し合いに参加できない生徒には、発問したり、

具体例を挙げたりして、意見がだせるようにする。 
ま
と
め
15
分 

○本時の振り返り及び本単元の振り返りを

学習カードに記入する。 

 

○単元を通して学んだことや感じたこと、

また、これから自分がどう生活していく

か等の課題も記入するよう助言する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【関・意・態】 
③喫煙・飲酒・薬物
乱用のきっかけ
となる要因につ
いての参加型学
習に取り組もう
としている。 
（観察） 
【思・判】 
②喫煙・飲酒・薬物
乱用のきっかけと
なる理由・要因に
ついて考え、仲間
との意見交換をも
とに、整理してい
る。（ワークシート）
 
 
 
 
 
 
 
【思・判】 
③喫煙、飲酒、薬物
乱用等の行為を
助長する心理状
態・社会環境等に
ついて対処の仕
方を考えている。
（ワークシート）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【知・理】 
⑥喫煙･飲酒･薬物
乱用などの行為
は心理状態、社会
環境などによっ
て助長されるこ
と、それらに対し
て適切に対処す
る必要があるこ
と。 
（ワークシート）

【本時のねらい】 

○喫煙･飲酒･薬物乱用などの行為は好奇心、投げやりな気持ち、過度のストレスなどの心理状態、周囲の人々の影
響や人間関係の中で生じる断りにくい心理、宣伝、広告や入手しやすさなどの社会環境などによって助長される
こと、それらに対して適切に対処する必要があることを理解できるようにする。

対処する喫煙、飲酒、薬物乱用防止ポスターをつくろう。 

発問１ 喫煙・飲酒・薬物乱用の害やおそろしさを知りながら、また、法律で禁止されていること

知りながら、それでもなおそれらに手を出してしまう人がいるのはなぜでしょう。 

【予想される答え】 
○知識に実感がない。 

○断れない人間関係がある。 

○宣伝、広告などに騙されてしまう。 

 等 

発問２ 手を出してしまう要因に対処するにはどうすればよいでしょうか。 

【予想される答え】 
○誘われても、断る ○目標を持つ ○自分を大切に

する気持ちを持つ ○打ち込めるものをつくる 
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＜指導の工夫＞ 

○ 喫煙、飲酒、薬物乱用のきっかけとなる要因について、ブレインストーミングとカードによる分類

を行うことで、思考を促します。 

○ たばこ、酒、薬物に手を出してしまう要因に、どのように対処すればよいかについて、喫煙、飲酒、

薬物乱用防止ポスターの作成を通して考えられるようにしています。 

 

 
【       防止ポスター】                   【       防止ポスター】 

 
 
           【        防止ポスター】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学生での喫煙、飲酒、薬物乱用経験は、決して少ない数字ではありません。中学生の時期は、

まず正しい知識と、「なぜやってはいけないのか」の「なぜ」の部分について科学的な理解が図れる

ようにします。また、知識を単なる「覚えるための知識」で終わらせることなく、自分のこととし

てとらえられる実感を伴った知識を身に付ける必要があります。そうすることで、保健学習で求め

られる、行動化への意欲と態度の育成が図られると考えられます。実践では「薬物乱用経験者の手

記」を読ませたり、「薬物標本」見せたりしていますが、その他に道徳や学級活動等と関連させ、セ

ルフエスティーム（自尊感情）や規範意識を高める取組を、同時期に行うことで、効果をねらうな

どの工夫を考えましょう。 

＜考えられる要因＞ 
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（３）高等学校「健康の保持増進と疾病の予防」             

１ 単 元 名 現代社会と健康「健康の保持増進と疾病の予防」 

 

２ 単元目標 

（１）健康を保持増進するための適切な食事、運動、休養について、意見交換をしたり、喫煙、飲酒が

もたらす個人への影響について、参加型の学習に取り組んだりしようとしている。また、薬物乱用

の個人の心身への影響と社会に対する影響についてワークシートに記入したり、飲酒、喫煙、薬物

乱用の開始や継続要因について仲間と意見交換をしたり、感染症の新たな問題について、ＰＣを使

って調べたりしようとしている。[関心・意欲・態度] 

（２）生活習慣病と日常生活の関わりについて、配付資料をもとに整理したり、健康を保持増進し、健

康的で豊かな生活につながる行動を選んだりできる。また、喫煙、飲酒、薬物乱用についての社会

の問題点等を整理したり、喫煙、飲酒、薬物乱用の各年代の防止策を考えたりできる。さらに、薬

害を起こさないための対策を整理したり、感染症に罹らないようにするための行動を判断したりで

きる。[思考・判断] 

（３）健康を保持増進するためには健康的な習慣が必要であること、健康に関する適切な意志決定、行

動選択が重要であること、喫煙、飲酒による健康への影響と、適切な意志決定と行動選択が必要で

あること、薬物の乱用が心身の健康や社会に悪影響を及ぼすこと、医薬品には、有効性や副作用及

びその正しい使用法があり、薬物乱用は決して行わないことが必要であること、近年感染症の新た

な問題が起こっており、その予防には、社会的な対策とともに個人の適切な行動が必要であること

について、言ったり、書き出したりできる。[知識・理解] 

 

３ 評価規準 

（１）単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

健康を保持増進するための適切な食
事、運動、休養について、意見交換
をしたり、喫煙、飲酒がもたらす個
人への影響について、参加型の学習
に取り組んだりしようとしている。
また、薬物乱用の個人の心身への影
響と社会に対する影響についてワー
クシートに記入したり、飲酒、喫煙、
薬物乱用の開始や継続要因について
仲間と意見交換をしたり、感染症の
新たな問題について、ＰＣを使って
調べたりしようとしている。 

 

生活習慣病と日常生活の関わりにつ
いて、配付資料をもとに整理したり、
健康を保持増進し、健康的で豊かな
生活につながる行動を選んだりして
いる。また、喫煙、飲酒、薬物乱用
についての社会の問題点等を整理し
たり、喫煙、飲酒、薬物乱用の各年
代の防止策を考えたりしている。さ
らに、薬害を起こさないための対策
を整理したり、感染症に罹らないよ
うにするための行動を判断したりし
ている。 

 

健康を保持増進するためには健康

的な習慣が必要であること、健康

に関する適切な意志決定、行動選

択が重要であること、喫煙、飲酒

による健康への影響と、適切な意

志決定と行動選択が必要であるこ

と、薬物の乱用が心身の健康や社

会に悪影響を及ぼすこと、医薬品

には、有効性や副作用及びその正

しい使用法があり、薬物乱用は決

して行わないことが必要であるこ

と、近年感染症の新たな問題が起

こっており、その予防には、社会

的な対策とともに個人の適切な行

動が必要であることについて、言

ったり、書き出したりしている。

（２）学習活動における具体の評価規準と学習場面における具体の学びの姿（５段階の場合） 

 関心・意欲・態度 思考・判断 知識・理解 

Ａ○ 

①④～仲間に働きかけなが
ら積極的に意見交換をし
ようとしている。 
②～仲間に働きかけながら、
積極的に参加型の学習に
取り組もうとしている。 
③～積極的にワークシート
に記入しようとしている。 
⑤～積極的に調べようとし
ている。 
 

①③⑤～適切に分析してい
る。 

②～適切で具体的な行動を
考えている。 

④～適切な防止策を考えて
いる。 

⑥～適切で具体的な行動を
判断している。 

 

①②③④⑤⑥ 
～具体例を挙げて説明している。 
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Ａ 

①④～積極的に意見交換を
しようとしている。 
②～積極的に参加型の学習
に取り組もうとしている。 
③～積極的にワークシート
に記入しようとしている。 
⑤～積極的に調べようとし
ている。 
 

①③④⑤～分析している。 
②～適切な行動を考えてい
る。 

⑥～適切な行動を判断して
いる。 

 

①②③④⑤⑥ 
～説明している。 

Ｂ 

①健康を保持増進するため
の適切な食事、運動、休養
について、意見交換をしよ
うとしている。 
②喫煙、飲酒がもたらす個人
への影響について、参加型
の学習に取り組もうとし
ている。 
③薬物乱用の個人の心身へ
の影響と社会に対する影
響についてワークシート
に記入しようとしている。 
④飲酒、喫煙、薬物乱用の開
始や継続要因について仲
間と意見交換をしようと
している。 
⑤感染症の新たな問題につ
いて、ＰＣを使って調べよ
うとしている。 
 

①生活習慣病と日常生活の
関わりについて、配付資料
をもとに整理している。 

②生活の振り返りと仲間の
アドバイスもとに、健康を
保持増進し、健康的で豊か
な生活につながる行動を
選んでいる。 

③たばことお酒の宣伝広告、
薬物乱用事件の記事をも
とに、喫煙、飲酒、薬物乱
用についての社会におけ
る問題点等を整理してい
る。 

④各年代の喫煙、飲酒、薬物
乱用防止キャッチコピー
づくりを行い、各年代の喫
煙、飲酒、薬物乱用に関す
る課題や防止するために
大切なことをまとめてい
る。 

⑤薬害の事例をもとに、薬害
を起こさないための対策
を整理している。 

⑥感染症に罹らないように
するための行動を判断し
ている。 

 

①健康を保持増進するためには、適切な食
事、運動、休養及び睡眠など、健康的な
習慣が必要であること。 
②健康に関する適切な意志決定、行動選択
が重要であることについて、言ったり、
書き出したりしている。 
③喫煙、飲酒による健康への影響について、
疾病との関連、周囲の人々や胎児への影
響、社会に及ぼす影響があり、適切な意
志決定と行動選択が必要であることにつ
いて、言ったり、書き出したりしている。
④コカインなどの麻薬、覚せい剤などの薬
物の乱用が心身の健康や社会に悪影響を
及ぼすこと、薬物乱用は決して行わない
ことが必要であることについて、言った
り、書き出したりしている。 
⑤医薬品には、有効性や副作用及びその正
しい使用法があり、薬物乱用は決して行
わないことが必要であることについて、
言ったり、書き出したりしている。 
⑥エイズ、結核、腸管出血性大腸菌感染症
や薬剤耐性菌問題など、近年感染症の新
たな問題が起こっていること、その予防
には、社会的な対策とともに個人の適切
な行動が必要であることについて、言っ
たり、書き出したりしている。 
 
 
 

Ｃ 

①④～断片的な意見交換に
留まっている。 
②～参加型の学習に取り組
めない時がある。 
③～断片的な記入になって
いる。 
⑤～調べようとしない時が
ある。 
 

①③④⑤～不十分、または間
違った整理となっている。

②～間違った行動を選んで
いる。 

⑥～間違った行動を判断し
ている。 

 

①②③④⑤⑥ 
～断片的に、言ったり、書き出したりし
ている状況に留まっている。 

Ｃ△ 

①④～意見交換しないでい
る。 
②～参加型の学習に取り組
もうとしないでいる。 
③～記入しようとしないで
いる。 
⑤～調べようとしないでい
る。 
 

①③④⑤～不十分、または間
違った整理となっている。

②～間違った行動を選んで
いる。 

④～不十分、または間違った
防止策を考えている。 

⑥～間違った行動を判断し
ている。 

 
 
 

①②③④⑤⑥ 
～全く言えなかったり、書き出したりで
きないでいる。 
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４ 指導と評価の計画 

学習活動における具体の評価規準 時

間 

小
単
元 

学習内容と活動 
関心･意
欲･態度

思考･ 
判断 

知識･ 
理解 

評価の方法

１ 

【学習内容】 

○健康を保持増進するためには、適切な食事、運動、休養及び睡

眠など、健康的な習慣が必要であること。 

【学習活動】 

１ 適切な食事、適切な運動、心身の疲労を回復するような休養

及び睡眠とは、どのようなものであるかについて、グループ内

で意見交換し、グループ内の意見をワークシートにまとめて発

表する。 

２ 発表された内容と自分の生活を比較し、学習ノートに記入す

る。 

 
 
 
 
 
① 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
① 
 

 

 

 

【関･意･態】①

観察 

ワークシート

 

【知・理】① 

学習ノート 

観察 

２ 

【学習内容】 

○ 悪性新生物、虚血性心疾患、高脂血症、歯周病などの生活習

慣病は日常生活と深く関係していること。 

【学習活動】 
１ 悪性新生物、虚血性心疾患、高脂血症、歯周病のいずれかを
選び、どのように日常生活を関わっているのかについて、配付
された資料をもとに、各自で学習ノートに整理する。 

２ それぞれの疾病について自分の整理した内容を発表し合い、
まとめる。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
① 

 
 

 

 

 

 

【思・判】① 

学習ノート 

観察 

３ 

生
活
習
慣
病
と
日
常
の
生
活
行
動 

【学習内容】 

○健康を保持増進し、健康的で豊かな人生をおくるためには、健
康に関する適切な意志決定、行動選択が必要であること。 

【学習活動】 
１ １時間目に整理した自分の生活をペアで交換し、２時間目に
整理した各疾病の要因等をもとに相手の生活について、健康的
な生活となるように改善点等をコメントする。 
２ コメントされた内容を見ながら、自分の生活を見直し、自分
に合うと思われる具体的な改善点を選んだり、考えたりして、
学習ノートに記入する。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
② 

 
 
 
 
② 

 

【思・判】② 

学習ノート 

観察 

 

【知・理】② 

学習ノート 

観察 

 

４ 

【学習内容】 
○喫煙、飲酒による健康への影響について、疾病との関連、周囲
の人々や胎児への影響、社会に及ぼす影響があること。 
【学習活動】 
１ たばこの煙に含まれる有害物質、酒の主成分が及ぼす心身へ
の急性影響を、グループで話し合いながらワークシートにまと
める。 
２ 継続的な使用によって起こる疾病（慢性影響）を、グループ
で話し合いながらワークシートにまとめる。 
３ 喫煙･飲酒が自分以外にどんな影響をもたらすのか、グルー
プで話し合いながら主なものをワークシートにまとめる。 

 
 
 
 
② 
 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
③ 
 

 

 

 

【関･意･態】②

観察 

ワークシート

 

【知・理】③ 

ワークシート

観察 

５ 

【学習内容】 
○コカインなどの麻薬、覚せい剤などの薬物の乱用が心身の健康
や社会に悪影響を及ぼすことがあること。 
【学習活動】 
１ 前時にまとめたワークシートに薬物乱用による個人の心身
への影響や社会に対する影響等を追加して記入する。 
２ 喫煙･飲酒･薬物乱用の影響の違いについて考える。 

 
 
 
 
③ 

  
 
 
 
④ 

 

【関･意･態】③

観察 

ワークシート

【知・理】④ 

ワークシート

観察 

６ 

喫
煙
・
飲
酒
と
健
康 

 

薬
物
乱
用
と
健
康 

【学習内容】 
○喫煙･飲酒･薬物乱用の背景には、マスメディアの影響や不適切
な社会環境などがあり、それらに適切に対処する必要があるこ
と。 

【学習活動】 
１ たばこと酒の CM 等を題材にして、個人で分析しワークシ
ートにまとめ、グループ内で発表する。 
２ 芸能人等の薬物乱用の事件を取り上げ、薬物乱用について意
見交換する。 
３ たばこ・酒・薬物に関するマスメディアのとらえ方の違いに
ついて説明を聞きながら考える。 

 
 
 
 
 
 
 
④ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
③ 
 

  

 

 

【関･意･態】④

観察 

ワークシート

 

【思・判】③ 

ワークシート

観察 
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７ 

【学習内容】 
○好奇心、自分自身を大切にする気持ちの低下、周囲の人々の行
動、マスメディアの影響、ニコチンやエチルアルコールの薬理
作用などが喫煙や飲酒に関する開始や継続の要因となるので、
適切な意志決定と行動選択が必要であること。 
 薬物乱用の背景には、自分の体を大切にする気持ちや、社会の
規範を守る意識の低下、周囲の人々からの誘い、断りにくい人
間関係といった不適切な社会環境などがあり、薬物乱用を決し
て行わないことが必要であること。 
【学習活動】 
１ 喫煙･飲酒･薬物乱用についての開始や継続の要因について
各自で作文をし、グループでまとめ、発表する。 
２ 開始や継続の要因をもとに、適切な意志決定と行動選択の必
要性とそのための具体的な方法について考え、ワークシートに
まとめ、発表する。 
３ 喫煙･飲酒･薬物乱用についての開始や継続の要因について
説明を聞き、ワークシートにまとめる。 

   
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 
④ 

 

 

 

 

【知・理】③④

観察 

ワークシート

 

８ 

喫
煙･

飲
酒
と
健
康 

 

薬
物
乱
用
と
健
康 

【学習内容】 
○喫煙や飲酒に関する開始や継続を回避するためには、適切な意
志決定と行動選択が必要であること。 
薬物乱用を決して行わないことが必要であること。 

【学習活動】 
１ 喫煙・飲酒・薬物乱用防止のキャッチコピーを、年代別（小
学生･中学生・高校生・成人）に作成し、ワークシートに記入
する。 

  ④  
【思・判】④ 

ワークシート

観察 

９ 

【学習内容】 
○医薬品には、有効性や副作用及びその正しい使用法があるこ
と。 

【学習活動】 
１ 医薬品との日常的な関わりについて学習ノートに書き出す。
２ 医薬品の用法、用量、日常的に使われる用語について、各自、
自宅にある医薬品のパッケージを持ち寄って整理し、適正な使
用について学習ノートにまとめる。 
３ 医薬品には、有効性や副作用及びその正しい使用法があるこ
とについて説明を聞く。  

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
⑤ 

 

 

 

 

【思・判】⑤ 

学習ノート 

観察 

 

10 

医
薬
品
の
正
し
い
使
用
、 

【学習内容】 
○医薬品には、有効性や副作用及びその正しい使用法があるこ
と。 

【学習活動】 
１ 薬害 C 型肝炎、ドーピング等の事例から、薬害の実態を知
り、薬害を起こさないための対策について学習ノートにまとめ
る。 

 ⑤  

 

 

【知・理】⑤ 

学習ノート 

観察 

11 

【学習内容】 

○エイズ、結核、腸管出血性大腸菌感染症や薬剤耐性菌問題など、近

年、感染症の新たな問題が起こっていること。 

【学習活動】 
１ 国立感染症研究所感染情報センターなどのHPから、感染症の新

たな問題について調べ、学習ノートにまとめる。 

２ 近年の感染症の新たな問題についての説明を聞く。 

 
 
 
⑤ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

【関･意･態】⑤

観察 

学習ノート 

 

 

 

12 

感
染
症
と
そ
の
予
防 

【学習内容】 
○感染症の予防には、社会的な対策とともに個人の適切な行動が必要

であること。 

【学習活動】 
１ 個人レベルでできる感染症の予防について確認する。 
２ 自分が感染症にかかってしまった場合に自分にできること
を確認する。 
３ 感染症予防の社会的な対策についての説明を聞く。 
４ 世界的な規模での感染症が発生した場合を想定し、自分たち
がとる行動について考える。 
５ 感染症の予防には、社会的な対策とともに個人の適切な行動
が必要であることについて学習ノートにまとめる。  

 
 

 
 
 
 
 
 
⑥ 
 

 
 
 
 

 
 
⑥ 

【思・判】⑥ 

学習ノート 

観察 

 

【知・理】⑥ 

学習ノート 

観察 
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５ 授業展開（12時間扱いー喫煙、飲酒と健康・薬物乱用と健康に関する４～８時間目を抽出） 

（１）４時間目：  

 

 

 

段 
階 学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導
入
5
分 

 

 

 

○教師の発問（各年代ごと）に挙手で答

える。 

○喫煙、飲酒、薬物乱用に関する内容の

単元の進め方と、本時の学習内容を確

認する。 

 

 

 

・挙手の数を話題にしながら、知識の確認と

学習の意識付けをする。 

・本時から、薬物乱用等に関する内容を学習

することを伝え、本時の学習内容を確認

し、ワークシートを配付する。 

展
開
40
分 

〔学習内容〕 

喫煙、飲酒による健康への影響につい

て、疾病との関連、周囲の人々や胎児へ

の影響、社会に及ぼす影響があること。 

 

 

○たばこ、酒の有害物質、主成分を記入

し、煙草の有害物質はニコチン･ター

ル･一酸化炭素などであること、酒の

主成分はエチルアルコールなどであ

ること及びそれらの作用を確認する。

○グループで話し合いながら、それぞれ

の成分(物質)の心身への急性影響、慢

性の影響についてワークシートにま

とめる。 

 

 

○ワークシートに疾病を記入し、喫煙で

は、肺がん・喉頭がんなど、飲酒では

肝硬変･アルコール依存症などを引き

起こすことがあることを確認する。 

○グループで話し合いながら、慢性の影

響との関連性について考える。 

○慢性の影響が疾病につながることに

ついて依存性と併せて説明を聞き、ワ

ークシートに記入する。 

 

 

 

○グループで話し合いながら、各自で考

えられる影響を思いつくままに、付箋

に書き出し、主なものをワークシート

にまとめる。 

○班毎に主なものを発表する。 

 

 

 

 

 

 

・質問をしながら回答を導き、ワークシート

に回答を記入するように指示する。 

・回答が出てこない場合は、教科書を参考に

考えるように伝える。 

 

・それぞれのグループを回りながら、正しい

知識が定着しているかを、確認する。 

 間違っている場合には、教科書を参考にす

るように指示する。 

 

 

・質問をしながら回答を導き、ワークシート

に回答を記入するように指示する。 

・生徒が持っている知識を確認しながら、質

問する。 

・疾病の症状等を質問しながら、慢性の影響

との関連を意識できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・思いつかない生徒には、｢赤ちゃん｣、｢子

ども｣、｢友人｣など対象や、「電車」などの

シュチュエーションを具体的に示す。 

・主なものは自由に考えるようにする。 

・受動喫煙等、記入して欲しい内容が入って

いない場合には、補足説明をし、表に書き

足すようにする。 

ま
と
め
5
分 

○喫煙･飲酒については、現在～将来に

かけての自らの健康を蝕むだけでな

く、周囲の人や社会に対してまで影響

を及ぼすことについて確認する。 

○次時には、薬物乱用とその影響につい

ての学習を行うことを知る。 

・本時の内容を確認し、喫煙･飲酒の影響が

自分だけの問題でないことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】 

②喫煙、飲酒がもた

らす個人への影響

について、参加型

の学習に取り組も

うとしている。 

（観察･ワークシート）

 

【知・理】 

③喫煙、飲酒による

健康への影響につ

いて、疾病との関

連、周囲の人々や

胎児への影響、社

会に及ぼす影響が

あり、適切な意志

決定と行動選択が

必要であることに

ついて、言ったり、

書き出したりして

いる。 

（観察･ワークシート）

 

 

【本時のねらい】 
○喫煙･飲酒による健康への影響は、個人の将来的な疾病につながることだけでなく、自分の周囲の大人や子
ども、さらには社会への影響があることについて話し合い等をもとに理解する。

たばこの煙に含まれる有害物質、酒の主成分、それぞれの心身への急性影響をまとめよう。 

継続的な使用によって起こる疾病（慢性影響）をまとめよう。 

発問２ 喫煙や飲酒は、自分以外にどんな影響をもたらすだろうか。 

【予想される答え】 
○ 受動喫煙･誤飲による事故
○ 器物破損･暴力 

発問１ 小学生・中学生・高校生･20歳未満･20歳以上のそれ

ぞれの年代の喫煙･飲酒についてどう思いますか？ 

【予想される答え】 

○ 絶対ダメ   ○ 場合によってダメ

○ 別にかまわない   等 
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（２）５時間目：  

 

 

 

段 
階 学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導
入
5
分 

○たばこ・酒・覚せい剤を服用している

場合、どのような社会的罰則が与えら

れるかについて考える。 

・覚せい剤については、所持しているたけで、

罰則が与えられることを説明する。 

展
開
35
分 

〔学習内容〕 

 

 

 

 

○質問された内容に答える。 

 

○乱用される主な薬物とその薬理作用、

依存性についての説明を受け、前時に

まとめたワークシートに記入する。 

 

 

 

 

 

○グループで話し合いながら、各自で考

えられる影響を思いつくままに、付箋

に書き出し、主なものをワークシート

にまとめる。 

○班毎に主なものを発表する。 

 

 

 

 

 

 

○記入した表をもとに、身体への影響、

精神(脳)への影響、周囲の人間への影

響、社会への影響におよび、その違い

と感じたことを発表する。 

 

○喫煙、飲酒、薬物乱用のそれぞれの影

響やその違いについて考えたことは、

次の時間以降の授業の土台になるこ

とを伝える。 

○医薬品を医療目的から外れて使用す

る例について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・前時にまとめた表を生徒各自に配付し、代

表的な薬物について、項目を併せて説明す

る。 

・質問をしながら回答を導き、ワークシート

に回答を記入するように指示する。 

・回答が出てこない場合は、教科書を参考に

考えるように伝える。 

 

 

 

・主なものは自由に考えるようにする。 

・凶悪犯罪、犯罪組織の資金源等、記入して

欲しい内容が入っていない場合には、補足

説明をし、表に書き足すようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

・記入が滞っている生徒には、具体的な頁を

示し、記入するように促す。 

・まず違いについて確認し、導入で考えた社

会的罰則の違いと対応して考えるように

促す。 

・オープンエンド（明確な答えを出さない）

とする。 

 

 

・薬物乱用による心身への影響(健康被害)の

強さや、依存性、社会に対する悪影響につ

いて社会的事例等を用いて説明を加える。 

・身近な医薬品を適正に服用しない場合も薬

物乱用になる恐れがあることを確認する。 

ま
と
め
10
分 

○薬物乱用に関する社会的な事例につ

いて発言する。 

○薬物乱用の悪影響について、確認す

る。 

○次時には、マスメディアの影響につい

て学習することを知る。 

 

・薬物乱用に関する社会的な事例をもとに、

社会に対する影響が大きいことを確認し、

次時にはマスメディアの影響等から、社会

の一員として、喫煙･飲酒･薬物乱用につい

て考えることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】 

③薬物乱用の個人の

心身への影響と社

会に対する影響に

ついてワークシー

トに記入しようと

している。 

（観察･ワークシート） 

 

 

【知・理】 

④コカインなどの麻

薬、覚せい剤など

の薬物の乱用が心

身の健康や社会に

悪影響を及ぼすこ

とについて、言っ

たり、書き出した

りしている。 

（観察･ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時のねらい】 
○コカインなどの麻薬、覚せい剤などの薬物の乱用が心身の健康や社会に悪影響を及ぼすことがあることに
ついて、喫煙･飲酒による影響と対比させながら理解する。

発問１ 喫煙･飲酒・薬物乱用それぞれの影響は、どのように違いますか。 
    またそこから感じたことを発言してください。 

乱用される薬物には、どんなものがありますか。 

薬物乱用は、自分以外にどんな影響をもたらすか。 

【予想される答え】 
（違い）○依存性 ○社会的影響  
（感じたこと）○影響が大きいほど規制が強い 

コカインなどの麻薬、覚せい剤などの薬物の乱用が心身の健康や社会に悪影響を及
ぼすことがあること。 
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【指導の工夫】 

○導入の工夫 

生徒が知識に頼らずに答えられるような内容や、クイズ形式で気軽に参加できるような内容を考え

ます。 

○話し合いの工夫 

 ＊ブレインストーミング 

   話し合いを活発化するために用いられる。時間短縮やその後の整理のために、短冊等に書き入れ

て行うことも有効です。 

 ＊ディスカッション 

   話し合いのポイントを明確に指示することが大切です。 

○ワークシートの工夫 

＊一表にすることで、比較が行いやすくしています。 

 

個人への影響  

 

有害物質 

成分･名称 
作用 

急性の影響 
慢性の影響 
（疾病等） 

依存性
自分以外への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

煙

草 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主なもの】 

・ 

・ 

・ 

 

お

酒 

成分 

 

 

    【主なもの】 

・ 

・ 

・ 

名称 

 

    

 

 

    

 

 

    

薬

物 

 

 

    

【主なもの】 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

【社会に及ぼす影響について考えてみよう】 

＜喫煙、飲酒、薬物乱用のそれぞれの影響を見て感じたこと＞ 
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（３）６時間目：  

 

 

 

段 
階 学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導
入
5
分 

（アイスブレイクの活動） 

○色画用紙をみて、色からうける印象を話

し合う。 

 

 

 

・直感で感じた印象をそのまま言えるように促

す。 

 

 

展
開 
40
分 

〔学習内容〕 

飲酒･喫煙･薬物乱用の背景には、マス
メディアの影響や不適切な社会環境な
どがあり、それらに適切に対処する必要
があること。 

 

 

 

○TV放映されているたばこと酒CMの

VTR 及び教師が提示した店頭に張ら

れているポスターを見て、自分がうけ

るメッセージについてグループ内で

話し合う。 

○グループ内で出された内容をヒント

に、TVと店頭ポスターそれぞれから

感じるたばことお酒のメッセージの

本質について考え、感じたことをワー

クシートにまとめる。 

○始めに受けたメッセージと本質の違

いについて話し合い、自分たちがマス

メディアの影響をどのように受けて

いたかについて確認する。 

 

 

 

 

 

○薬物乱用についての社会的事件を読

む。 

○事件についての自分の意見をワーク

シートにまとめ、グループ内で発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＰＣ･プレゼンテーションソフトを活用し、

たばこと酒のテレビＣＭの映像、宣伝ポス

ターを見せる。 

・感じたままを言うように伝える。 

 

・どのようなメッセージを送られているのか

ついて、批判的思考を用いて分析するよう

に伝える。 

 

・批判的思考の大切さについて伝えながら、

客観的に見る視点が必要であることを説

明する。 

 

 

 

 

 

 

 

・新聞記事のコピーを配付する。 

・社会的な取り扱い方についての視点を持つ

ように伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関・意・態】 

④飲酒、喫煙、薬物

乱用の開始や継続

要因について仲間

と意見交換をしよ

うとしている。 

（観察） 

 

 

 

 

 

ま
と
め
5
分 

 

 

 

 

○本日学習した内容をもとに、社会の問

題点を考え、ワークシートに箇条書き

にして整理する。 

 

○喫煙･飲酒･薬物乱用について、さまざ

まなメッセージがあることに気付い

たことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次時の学習内容である「喫煙･飲酒･薬物乱

用」の開始や継続の要因になっていること

に触れるようにする。 

【思・判】 

③たばことお酒の宣

伝広告、薬物乱用

事件の記事をもと

に、喫煙、飲酒、

薬物乱用について

の社会の問題点等

を整理している。

（ワークシート･観察）

 

 

【本時のねらい】 
○喫煙･飲酒薬物乱用の背景には、マスメディアの影響や不適切な社会環境等があり、社会の一員として、そ
れらに適切に対処することが必要であることを CM分析や TV・新聞などから考え理解する。 

発問１ たばこや酒の CMやポスターを見て、どんなメッセージをうけますか。 

発問２ 薬物乱用に関する事件について、社会的な視点で見ると、 
どのように感じますか。 

【予想される答え】 
○この酒（たぼこ）はうまい 
○健康より利潤追求を優先している 等 
○

【予想される答え】 
○法的規制をも厳しくすべき。 
○厳罰化 ○大人の責任を明確にすべき 等 

発問３ 喫煙、飲酒、薬物乱用についての社会の問題点を考えよう。 

【予想される答え】 
○法整備 
○根絶（密輸ルートの解明・操作） 
○学校、地域、家庭での防止教育 
○医療費の問題 等 
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【授業の工夫】 

○導入の工夫 

色画用紙を見て、色からうけるイメージを話し合うことで、言葉以外のメッセージの存在に気付か

せます。 

例： 同じメッセージを書いた色画用紙・風景の写真 

○展開の工夫（広告等の分析【参考：JKYB研究会編｢ライフスキルを育む喫煙防止教育｣】） 

ここでは、いわゆる広告分析に加え、煙草とお酒の持つイメージの違いや、社会の対応の違いにつ

いて考える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 同時に、薬物乱用についての社会的事件（新聞記事等）を取り上げます。 

  ※ 単に、薬物は絶対にダメ・喫煙･飲酒は大丈夫ということではなく、「意志決定・行動選択の大

切さ」を考える機会とします。 

≪広告を分析しよう！≫ 
１．たばこの名前             １．酒の名前 
２．媒体                 ２．媒体 
３．キャッチフレーズ           ３．キャッチフレーズ 
４．使われている工夫           ４．使われている工夫 
５．イメージ               ５．イメージ 
・                      ・ 
・                      ・ 
６．イメージへの反証(本当は？)       ６．イメージへの反証(本当は？) 

  ・                      ・ 
  ・                      ・ 
＊感じたことを書いてみよう＊ 
 
 
 
≪次の新聞記事を読んで、感じたことを書いてみよう！≫ 

＊ 喫煙･飲酒・薬物乱用の社会的影響の違い。 
＊ なぜ、薬物に手を染めてしまうのか。 

 

≪喫煙、飲酒、薬物乱用についての社会の問題点を整理しよう！≫ 
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（４）７時間目：  

 

 

 

 

段 
階 学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導
入
5
分 

○日本の高校生の規範意識と、海外の高

校生の規範意識とを比較し、自分の意

識を見つめ直す。 

 

・高校生の友人関係と生活意識の中の規範意

識の部分（日本青少年研究所 2006 年 3

月）を提示する。 

・4カ国の集計結果となるので、比較しなが

ら、考えるように促す。 

 

 

 

 

 

展
開
40
分 

 

〔学習内容〕 

好奇心、自分自身を大切にする気持ち
の低下、周囲の人々の行動、マスメディア
の影響、ニコチンやエチルアルコールの薬
理作用などが喫煙や飲酒に関する開始や
継続の要因となることから、適切な意志決
定と行動選択が必要であること。 

 

 

 

 

○「○○が、【喫煙･飲酒・薬物乱用】を

始めたのは」から始まる文を、それぞ

れワークシート１を使ってつくり、グ

ループ（３～４人）内で発表する。 

○グループ内で、一つの文を選び、詳し

い環境設定や本人の心情をワークシー

ト２に加える。また継続してしまって

いる状態の文を加筆することで、乱用

の要因を考える。 

○作文した内容をグループごとに、全体

に発表する。 

○発表された文の中から教師が選んだ発

表内容をもとに、その開始の予防や継

続を断ち切るために必要なアドバイス

を各自で考え、ワークシート３にまと

め、班内発表する。 

 

 

 

 

○グループディスカッションにより、薬物

乱用の背景をワークシート４にまとめ

る。 

○薬物乱用等の要因･背景に不適切な社会

環境があることについて説明を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・イメージがわきにくいようならば、｢中･高

校生のたばこの入手経路｣、｢米国中学生の

試験的喫煙経験者と映画の喫煙シーン目

撃状況の関係｣、｢高校生の喫煙行動と友人

の喫煙行動との関係｣などの資料（喫煙、

飲酒、薬物乱用防止に関する指導参考資

料･財団法人日本学校保健会）を提示する。 

・自分ならば、どうかという視点を持つよう

に促す。 

・グループの代表者が発表するように指示する。 

 

・それぞれの考え方を共有化できるように、全

員が考えた内容を発表するように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

・薬物乱用等の背景には、自分の体を大切にす

る気持ちや、社会の規範を守る意識の低下、

周囲の人々からの誘い、断りにくい人間関係

といった不適切な社会環境などがあることに

気付くよう、発問して促す。 

 

ま
と 
め
5
分 

○喫煙･飲酒･薬物乱用については、不適

切な社会環境もあり、その開始を予防

したり、継続を断ち切ったりするため

には、適切な意志決定と行動選択が必

要であることについて、再確認する。

 

・生徒からの発表を受け、発表内容を補足し

ながら説明を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知・理】 

③喫煙、飲酒による

健康への影響につ

いて、疾病との関

連、周囲の人々や

胎児への影響、社

会に及ぼす影響が

あり、適切な意志

決定と行動選択が

必要であることに

ついて、言ったり、

書き出したりして

いる。 

④コカインなどの麻

薬、覚せい剤など

の薬物の乱用が心

身の健康や社会に

悪影響を及ぼすこ

と、薬物乱用は決

して行わないこと

が必要であること

について、言った

り、書き出したり

している。 

（ワークシート）

 

【本時のねらい】 
○好奇心、自分自身を大切にする気持ちの低下、周囲の人々の行動、マスメディアの影響、ニコチンやエチルアルコール
の薬理作用などが喫煙や飲酒に関する開始や継続の要因となることから、適切な意志決定と行動選択が必要であるこ
とを理解できるようにする。 

発問１ 喫煙･飲酒･薬物乱用の開始要因について考えてみましょう。 

【予想される答え】 
○いつ： 放課後  ○どこで： 公園 
○だれと： 同級生 
○どうして： どんな味がするか試してみ

たかった 
○理由をまとめると： 好奇心 
→ 要因は？ 
○心の弱さ ○知識のなさ  
○自分を大切にする心のなさ 等 

喫煙、飲酒、薬物乱用の開始、継続の要因をまとめてみよう。 
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【授業の工夫】 

○資料の提示 

統計的な資料を提示して、話し合いのきっかけをつくります。 

参考資料： 高校生の友人関係と生活意識（日本青少年研究所2006年 3月） 

○ワークシートの作成  

ワークシート １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート２ 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート３ 

 

 

 

 

 

 

ワークシート４ 

 

 

 

 

 

 

 

★ ○○(高校生)さんが、喫煙･飲酒･薬物乱用をしてしまった状況を考えて、 
具体的に書いてみよう。 

 【喫煙】    ○○さんが、初めて煙草を吸ってしまったのは～ 
           いつ～ 
           どこで（どんな状況で）～ 
           だれと～ 
           どうして～                     でした。 

 
【飲酒】    ○○さんが、初めてお酒を飲んでしまったのは～      でした。 
 【薬物乱用】  ○○さんが、覚せい剤を使ってしまったのは～       でした。 

 【喫煙】 ○○さんが、初めてたばこを吸ってしまったのは ～ でした。 
      他の要因は？ 
 
      そのときの○○さんの心情の移り変わりを考えよう。 
 
      ○○さんは、まだ喫煙をやめられずにいます。その理由を考えてみよう。 

 【喫煙】 ○○さんが、たばこを吸いはじめないようにするためには、どんなことが考えれ

ますか。 
 
 
 【喫煙】 ○○さんが、たばこをやめるためには、どのようなことが考えられますか。 

○喫煙、飲酒、薬物乱用の継続、開始の要因をまとめてみよう。 

 

 

○気付いたこと 
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（５）８時間目：  

 

 

 

 

段 
階 学習内容と活動 教師の指導･支援 評価規準と方法

導
入
5
分 

○本時の活動についての説明を受ける。 ・今までの学習をもとに、自らが社会に向け

て発信することが大切であることを話す。 

展
開
40
分 

〔学習内容〕 

喫煙や飲酒に関する開始や継続を回避

するには、適切な意志決定と行動選択が必

要であり、薬物乱用については決して行わ

ないことが必要であること。 

 

 

 

 

 

 

○各年代での課題、大切にしたいことを

ワークシートにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

○課題、大切にしたいことをコンセプト

にして、「小学生・中学生・高校生・成

人」で対象別にキャッチコピーをつく

る。 

 

○早く作成できた生徒は、キャッチコピ

ーを使用したポスターのラフスケッ

チをする。 

○ワークシートを机の上に置き、全員教

室をまわって、仲間のコンセプトとキ

ャッチコピーを読む。 

○教師が選んだワークシートの内容と、

選んだポイントについて説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各年代別に｢メッセージ｣を伝えるというこ

とを意識して作成するように伝える。 

・今まで学習した知識をもとに考えるよう助

言する。 

・1 時間目に作成したワークシートを配付

し、喫煙、飲酒、薬物乱用の内容で、危険

度に温度差があることに気づかせるよう

に助言する。 

・特に薬物乱用については、絶対に行っては

ならないことについて、気付かせるように

する。 

・「コンセプト」が伝わるようにすることを

意識するように伝える。 

・ポスターについてはキャッチコピーのメッ

セージが伝えることに重点を置き、絵の技

術については気にしないようにすること

を伝える。 

 

 

・年代ごとのコンセプトの違いが明確なも

の、薬物乱用は決して行ってはならないこ

とが強調されているもの、望ましい意志決

定、行動選択が促されるものを一つずつ選

び、紹介するとともに、これらのポイント

について説明する。 

ま
と 
め
5
分 

○喫煙や飲酒に関する開始や継続を回避す

るには、適切な意志決定と行動選択が必

要であり、薬物乱用については決して行

わないことが必要であることを確認す

る。 

○自らの健康だけでなく、社会の一員と

して役立つことの必要性を確認する。

・自らメッセージを発信することは、自分に

も責任を持つ必要があることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【思・判】 

④各年代の飲酒、喫

煙、薬物乱用防止

キャッチコピーづ

くりを行い、各年

代の喫煙、飲酒、

薬物乱用に関する

課題や防止するた

めに大切なことを

まとめている。 

（ワークシート）

 

【本時のねらい】 
○各年代の飲酒、喫煙、薬物乱用防止キャッチコピーづくりを行い、各年代の喫煙、飲酒、薬物乱用に関する課題や防止する
ために大切なことをまとめ、喫煙や飲酒に関する開始や継続を回避するには、適切な意志決定と行動選択が必要であり、薬

物乱用については決して行わないことが必要であることを理解する。 

喫煙、飲酒、薬物乱用防止のキャッチコピーをつくってみよう。 

発問１ 各年代で喫煙、飲酒、薬物乱用に関する課題や、防止するために大切なこ

とはなんですか？ 

【予想される答え】   薬物乱用について 
小学生： 事件の低年齢化、 
中学生： 正しい知識が必要 
高校生： 規範意識を高める 
成 人： ストレスに負けない精神 等 



 97

【授業の工夫】 
 年代別キャッチコピー（メッセージ）の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

課題・大切にしたいこと（コンセプト） 

対象： 小・中・高・成 

キャッチコピー 

 喫煙防止 ・ 飲酒防止 ・ 薬物乱用防止 

課題・大切にしたいこと（コンセプト） 

対象： 小・中・高・成 

キャッチコピー 

 喫煙防止 ・ 飲酒防止 ・ 薬物乱用防止 

課題・大切にしたいこと（コンセプト） 

対象： 小・中・高・成 

キャッチコピー 

 喫煙防止 ・ 飲酒防止 ・ 薬物乱用防止 

喫煙、飲酒、薬物乱用の問題は学校全体で防止教育を行いますが、保健の授業はその中核を担ってい

ます。卒業後すぐに社会に出る生徒も多い高校期では、保健の授業で、中学校のときに学んだ知識をよ

り確かなものにするとともに、ヘルスプロモーションの考え方を生かし、適切な意志決定と行動選択が

できるようにしなければなりません。また、高校期は、もう少しで成人となり、喫煙と飲酒は法的に認

められるようになる直前の時期です。生涯を通じて自分が健康を適切に管理し、望ましい生活行動が取

れるようにするだけでなく、自ら健康的な社会環境に改善していく努力が重要であることをしっかりと

理解させるとともに、自分だけの問題ではないことを強調しましょう。実践例では、喫煙、飲酒、薬物

乱用防止のキャッチコピーをつくる活動を紹介しましたが、よりよいコピーをつくることがねらいでは

なく、コピーを作る活動を通して、個人生活、社会生活の中で、望ましい意志決定、行動選択を行うと

ともに、時には社会に働きかけることも必要であることを理解させるようにしましょう。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《ご活用ください》 

このハンドブックは、県立体育センターホームページより 

ダウンロードできます。 
 

http://www.pref.kanakawa.jp/osirase/40/4317/ 

･･･又は検索サイトにて「神奈川県立体育センター」と 

      入力してください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

保健学習ハンドブック 

～小･中･高等学校の９年間を見通した指導を目指して～ 
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